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1 はじめに

〲〰〱〹年は、前年に産声をあげた「せいめい望遠鏡」が、いよいよ運用を開始し、共同利用を実施し

た〱年目となりました。また、花山天文台が創立〹〰周年を迎えて「財団法人花山宇宙文化財団」が設立

し、教育普及施設として新しい運用を模索し始めた年でもあります。飛騨天文台では、前年の様な豪

雨による自然災害もなく、太陽観測が順調におこなわれました。そして〳月まで〱〵年の長きにわたっ

て天文台長として附属天文台を牽引してこられた柴田一成教授に替わって、私が天文台長を務めた〱年

目でもあります。〲〰〱〹年の附属天文台を簡単に振り返ってみたいとおもいます。

まず、せいめい望遠鏡ですが、前年〷月に岡山県を襲った集中豪雨のため延期された「せいめい望遠

鏡の完成式典・祝賀会」が、〲月〲〰日に岡山天文台と倉敷アイビースクエアにおいて盛大に行われ、せ

いめい望遠鏡の建設にご尽力された各界の方々から祝辞をいただきました。そして同月、待望の科学

運用を開始し、〲〰〱〹年〱〲月末までの期間に全国共同利用と京大時間を含めて、延べ〶〲件〨〱〸〰夜〩の観

測がおこなわれました。稼働した観測装置は〲次元ファイバー分光器〨かくくがこ〭ぉうさ〩のみですが、出だ

しの観測から晩期型恒星のスーパーフレアを多数検出するなど、大いに期待膨らむ船出となりました。

この間、多色撮像装置や高精度分光装置等の開発が京大内外のチームによって並行して進められ、こ

れらの装置をナスミス焦点に搭載するための「装置ローテータ」の調整も着々と進められました。運

用を始めた当初は、望遠鏡に様々な不具合が発生しましたが、それらの改修も逐次おこなわれ、より

安定した運用にむけた努力が続けられています。

〲〰〱〶年に立ち上げられた「京都花山天文台の将来を考える会」を発展させ、〴月に「一般財団法人

花山宇宙文化財団」が設立されました。そして〶月〲日に「花山天文台創立〹〰周年及び花山宇宙文化財

団設立記念式典」が吉田キャンパス国際イノベーション棟で執り行われました。山極壽一京大総長、

平島崇男理学研究科長のお祝いと励ましの言葉に続いて、元京大総長の尾池和夫花山宇宙文化財団

理事長、花山天文台に多額の支援をくださった株式会社タダノの多田野宏一社長から、花山天文台に

まつわる大変興味深いお話をいただきました。〱〰月には始めての試みとして、年に〱度の特別公開を

昼の部と夜の部の〲日に分けておこなうことを企画しましたが、〱〰月〱〲日の夜の部は台風〱〹号の影響

で残念ながら中止せざるを得ませんでした。また、毎年おこなってきた野外コンサートにかわって、

〱〱月〲〴日に音楽家の喜多郎さん、岡野弘幹さん、祝丸さんに京大時計台ホールにお越しいただき、「花

山天文台〹〰周年記念音楽映像祭」を開催しました。当初、喜多郎さんと京大の両方にご縁の深い漫画

家の松本零士さんにもお越しいただく予定でしたが、松本零士さんの急病によりご欠席となってしま

いました。しかし零士さんからは心こもったメッセージをいただき、また喜多郎さんのサプライズ演

出〨歌手・高橋洋子さんの突然の出演〩もあって、〴〰〰人を超えるご来場の方々には十分楽しんでいただ

けたのではないかと思います。

さて、柴田一成前台長におかれては、アジア・太平洋物理学会連合傘下のプラズマ物理分科会より、

プラズマ物理学の顕著な進歩に貢献した研究者と評され、〸月に第〶回チャンドラセカール賞に選出さ

れました。柴田さんの太陽や宇宙磁気流体力学における先駆的かつ独創的な業績が高く評価されたも

ので、私たちとしても大変誇らしい話です。

〲〰〱〹年の附属天文台構成員の移動を記しておきます。岡山天文台では新しく研究員として磯貝桂

介さんが〴月に着任、花山天文台では市民への公開を推進するため、技術補佐員として河村聡人さん

が〱〰月、今谷恵美子さんと川端善仁さんが〱〱月に着任し、花山天文台の新しい公開様式にむけた検討

〱



を始めました。〱〲月現在の附属天文台構成員は、常勤教員〶人、常勤技術職員〲人，特定教員〴人，研

究員〶人，非常勤職員〱〵人（内事務職員〴人）、その他連携・協力教員〸人と大学院生・研修生〱〴人を合

わせ、総勢〵〵人になります。

令和〳年〨〲〰〲〱年〩 〱月〲〵日

京都大学大学院理学研究科

附属天文台

台長 一本潔

2 沿革と主な施設整備年表

京都大学大学院理学研究科附属天文台は、花山天文台・飛騨天文台・岡山天文台により構成されて

いる。

花山天文台は、大学天文台として日本で〲番目、〱〹〲〹年にできた伝統ある天文台である。初代天文

台長・山本一清教授の献身的な天文学普及啓発活動のおかげで、アマチュア天文学の聖地と呼ばれる

こともある。

飛騨天文台は、〱〹〶〰年代の山科地域の発展によって空が明るくなった花山天文台に代わる天文台と

して、〱〹〶〸年に創立された。太陽分光観測では世界屈指のドームレス太陽望遠鏡や、太陽全面えα観

測では世界最高性能を誇るこきぁげご望遠鏡などを有し、太陽地上観測の世界的拠点の一つとして活躍

している。

岡山天文台は、〲〰〱〸年に東アジア最大の〳〮〸 ね光学赤外線望遠鏡が完成し開設、ガンマ線バースト、

スーパーフレアなどの突発天体や系外惑星の観測で活躍が期待されている。

昭和〴年〨〱〹〲〹年〩 〱〰月 花山天文台設立

昭和〱〶年〨〱〹〴〱年〩 〷月 生駒山太陽観測所〨奈良県生駒郡生駒山〩設立

昭和〳〳年〨〱〹〵〸年〩 〴月 花山天文台及び生駒山太陽観測所を理学部附属天文台として

官制化

昭和〳〵年〨〱〹〶〰年〩 〳月 花山天文台に、〶〰 っね反射望遠鏡完成

昭和〳〶年〨〱〹〶〱年〩 〳月 花山天文台に、現在の太陽館と〷〰 っねシーロスタット完成

昭和〴〳年〨〱〹〶〸年〩 〱〱月 飛騨天文台設立、管理棟・本館・〶〰 っね反射望遠鏡ドーム完

工、〶〰 っね反射望遠鏡を花山天文台より移設、開所式挙行

昭和〴〴年〨〱〹〶〹年〩 〳月 花山天文台のクック〳〰 っね屈折望遠鏡を改造し、ツァイス

〴〵 っねレンズを搭載

昭和〴〷年〨〱〹〷〲年〩 〳月 生駒山太陽観測所閉鎖

昭和〴〷年〨〱〹〷〲年〩 〴月 飛騨天文台に、〶〵 っね屈折望遠鏡及び新館完成、竣工式挙行

昭和〵〴年〨〱〹〷〹年〩 〵月 飛騨天文台に、ドームレス太陽望遠鏡完成、竣工式挙行

昭和〶〳年〨〱〹〸〸年〩 〳月 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡駆動コンピューター更新

平成〳年〨〱〹〹〱年〩 〳月 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡塔体パネル一部修理工事完

了、飛騨天文台〱〵 ねドーム駆動装置更新工事完了

平成〴年〨〱〹〹〲年〩 〳月 飛騨天文台に、太陽フレア監視望遠鏡及びドーム完成

〲

s-uen
タイプライターテキスト
(注) 当年表では、出版当時、花山天文台のクック屈折望遠鏡の改造を昭和44年 (1969年) 3月としましたが、その後 昭和43年 (1968年) 5月 であることが判明しました。引用される際にはご注意ください。



平成〸年〨〱〹〹〶年〩 〳月 花山天文台にデジタル専用回線導入

平成〸年〨〱〹〹〶年〩 〱〱月 飛騨天文台研究棟及び管理棟外壁等改修工事施工

平成〹年〨〱〹〹〷年〩 〳月 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡に高分解能太陽磁場測定装

置新設

平成〱〰年〨〱〹〹〸年〩 〱〰月 飛騨天文台専用道路に光ケーブル敷設工事施工

高速データ通信回線〨〳〸〴 かぢばび〩開通

平成〱〱年〨〱〹〹〹年〩 〳月 花山天文台〱〸 っね屈折望遠鏡に太陽えα単色像デジタル撮影

システム完成

平成〱〱年〨〱〹〹〹年〩 〱〱月 花山天文台デジタル専用回線を〱〲〸 かぢばびから〱〮〵 きぢばびに

高速化、飛騨天文台研究棟・管理棟改修工事及び管理棟合併

浄化槽敷設工事施工

平成〱〲年〨〲〰〰〰年〩 〹月 飛騨天文台デジタル通信回線を〱〮〵 きぢばびに高速化、かつ

専用回線に切替え

平成〱〳年〨〲〰〰〱年〩 〳月 飛騨天文台〶〵 っね屈折望遠鏡〱〵 ねドームスリット等改修工事

完了

平成〱〴年〨〲〰〰〲年〩 〳月 花山天文台建物等改修工事施工

平成〱〵年〨〲〰〰〳年〩 〳月 飛騨天文台に太陽活動総合観測システム〨こきぁげご望遠鏡ほか〩

新設

平成〱〵年〨〲〰〰〳年〩 〱〱月 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡塔体冷却システム改修工事

完了

平成〱〷年〨〲〰〰〵年〩 〵月 〳〮〸ね望遠鏡開発に対し、藤原洋氏〨インターネット総合研究

所代表取締役〩が支援開始

平成〱〸年〨〲〰〰〶年〩 〳月 飛騨天文台にダークファイバーと岐阜情報スーパーハイウェ

イを利用した高速データ通信回線〨〱〰〰 きぢばび〩開通

平成〱〸年〨〲〰〰〶年〩 〸月 花山天文台にダークファイバー利用の高速データ通信回線

〨〱 ぇぢばび〩開通

平成〲〰年〨〲〰〰〸年〩 〱〲月 飛騨天文台研究棟耐震補強工事施工

平成〲〲年〨〲〰〱〰年〩 〳月 フレア監視望遠鏡を飛騨天文台からイカ大学〨ペルー〩へ移設

平成〲〵年〨〲〰〱〳年〩 〱月 花山天文台が京都市のぜ京都を彩る建物や庭園〢に選定される

平成〲〵年〨〲〰〱〳年〩 〱〲月 〳〮〸 ね望遠鏡建設の概算要求〨補正予算〩措置決定

平成〲〷年〨〲〰〱〵年〩 〱月 〳〮〸 ね望遠鏡用ドームの概算要求予算措置決定

平成〳〰年〨〲〰〱〸年〩 〷月 岡山天文台に〳〮〸 ね 〨せいめい〩望遠鏡完成

〳



3 構成員

〲〰〱〹年度

台長 一本潔

運営協議会委員

教授 谷森達 〨物理学第〲教室〩

教授 長田哲也 〨宇宙物理学教室〩

教授 田口聡 〨地球物理学教室〩

教授 田中耕一郎 〨物理学第〱教室〩

京都職員

教授 柴田一成

准教授 浅井歩

連携教授 土井隆雄 〨宇宙総合学研究ユニット特定教授〩

連携准教授 寺田昌弘〨宇宙総合学研究ユニット特定准教授〩

協力教員 野上大作 〨宇宙物理学教室准教授〩

非常勤講師 山敷庸亮 〨総合生存学館教授〩

非常勤講師 磯部洋明 〨京都市立芸術大学准教授〩

天文普及プロジェクト室室長 青木成一郎 〨京都情報大学院大学准教授〩

研究員〨寄附金〩 西田圭佑

研究員〨研究機関〩 有松亘

研究員〨科学研究〩 石井貴子

研究員〨大学間連携〩 山本広大

事務補佐員 小長谷茉美

事務補佐員 岡村綾子

事務補佐員 岡本恵理

事務補佐員 田中奏絵

技能補佐員 鴨部麻衣

技能補佐員 寺西正裕

技術補佐員 河村聡人〨〱〰月採用〩

技術補佐員 今谷恵美子〨〱〱月採用〩

技術補佐員 川端善仁〨〱〱月採用〩

〴



飛騨職員

教授 一本潔

助教 上野悟

助教 永田伸一

技術専門職員 木村剛一

研究員〨研究機関〩 大辻賢一〨〳月末退職〩

研究支援推進員 門田三和子

技術補佐員 格和純〨〱〲月末退職〩

労務補佐員 井上理恵

労務補佐員 岡田貞子

労務補佐員 松葉宏尚〨〳月末退職〩

岡山職員

特定准教授〨大学間連携新技術光赤外線望遠鏡特別講座〩

山中雅之

助教 木野勝

特定助教〨岡山天文台特別講座〩 大塚雅昭

特定助教〨岡山天文台特別講座〩 黒田大介

特定助教〨岡山天文台特別講座〩 松林和也

連携准教授 泉浦秀行〨国立天文台ハワイ観測所岡山分室〩

連携助教 前原裕之〨国立天文台ハワイ観測所岡山分室〩

技術専門職員 仲谷善一

研究員 磯貝桂介 〨〴月採用〩

教務補佐員 戸田博之

天文台教員指導大学院生、学部生

• 博士課程

研修員〺 羽田裕子

い〳〺 河村聡人、廣瀬公美、いづのどび ぃちぢづぺちび、黄于蔚、坂上峻仁、鄭祥子

い〲〺 行方宏介、関大吉〨総合生存学舘〩

• 修士課程

き〲〺 木原孝輔、古谷侑士、山崎大輝

き〱〺 木村なみ〨総合生存学館〩、田中宏樹、冨野芳樹

• 課題研究〨〴回生〩

こ〲〺 松田有輝

• 課題演習〨〳回生〩

ぃ〴〺 今戸智也、大津天斗、木田祐希、橋本裕希

〵



4 主要な教育研究設備

4.1 主要教育研究設備

岡山天文台〳〮〸 ね光赤外新技術望遠鏡〨せいめい望遠鏡〩

飛騨天文台〶〰 っね反射望遠鏡、〶〵 っね屈折望遠鏡、〶〰 っねドームレス太陽望遠鏡〨いこご〩、

太陽磁場活動望遠鏡〨こきぁげご〩

花山天文台〴〵 っね屈折望遠鏡、〷〰 っねシーロスタット太陽分光望遠鏡、

花山天体画像解析システム、〱〸 っね屈折太陽えα望遠鏡〨ザートリウス望遠鏡〩

4.2 2019年度の主な改修改良事項

4.2.1 チューナブルフィルターUTF32の狭帯域化ユニットの増設

ドームレス太陽望遠鏡で稼働するさごう〳〲は、 〵〰〰〰 ∼ 〱〱〰〰〰 〗ぁの広い波長域で使用が可能となるよ

う設計されたリオフィルターである。しかし、その透過幅〱〯〴 〗ぁ〨 ちぴ 〶〵〶〳 〗ぁ〩は、えα線の観測には支

障のない波長純度を与えるものの、例えばきでぉ 〵〱〷〲 〗ぁやえづぉ 〱〰〸〳〰 〗ぁ等のラインでは波長分解能が十

分とはいえない。そこで長さ〴〶 ねねの方解石ブロックを〲つ使って、フィルターの透過幅を半分の〱〯〸

〗ぁとするためのユニットを製作した。 〱〯〸 〗ぁユニットはさごう〳〲の上流に設置することでその役目を果

たす〨合わせてさごう〳〲〫と呼ぶ〩。これにより、さごう〳〲の本来の特徴を生かした広波長域観測が可能と

なった。

参考文献：徳田怜実他、“狭帯域チューナブルフィルターさごう〭〳〲の波長分解能向上を目的としたエ

レメントの開発”、天文台技報、〴〨〱〩〺 〱〭〳〱

〨一本〩

〶



5 研究活動

5.1 ドームレス太陽望遠鏡共同利用報告

彩層プラージュの加熱とジェット

我々はプラージュ域の加熱といべのちねどっ うどぢひどぬというジェット現象をいこごを用いて観測的に研究して

いる。 〲〰〱〹年には〷月〲〹日からの〱週間の時間割り当てで観測を実施した。その観測計画は

・水平分光器においてぃちぉぉか〬 〸〵〴〮〲 のね〬 えαの〳 吸収線同時連続観測

・さごうフィルター〨えα 〭 〰〮〱〵 のね〩によるモニター

・時系列観測の時間間隔は 〵ほ〱〰 秒

・観測継続時間〱時間

・ぁく使用

というものである。この地上観測は、ぉげぉこ、えどのはつづ 〨こくご〬 ぅぉこ〩 衛星との共同観測ぉえくぐ〳〶〲 とい

うプロジェクトとの共同で実施した。この期間活発な黒点群は皆無であったため、プラージュ域と比

較を行うため、ぅのとちのっづつ ぎづぴぷはひに 領域の観測を行った。その領域の一例を以下に示す。

図〺 左上〺　こいく〯ぁぉぁ 〱〶〰〰、左下：こいく〯えきぉ　磁場マップ、右：ぉげぉこ きでに〱　時間変化（横軸は時

間、縦軸はスリット方向の空間的場所）

〲〰〱〷年度観測により、ぎづぴぷはひに域では〵分振動成分が、静穏域では〳分振動成分が卓越していること

をぃちぉぉ 〸〵〴〲線の速度場解析から得られていたが、きでに〱の時間変化観測をみると、 ぎづぴぷはひにの加熱

が〵分程度の周期的変化をしていることが確認された。

〨北井礼三郎（立命館大〩 記〩

〷



H2RG赤外カメラによる偏光データ取得試験

近赤外線の波長域には、彩層の磁場を知ることができるえづ ぉ 〱〰〸〳〮〰 のね、格段に大きなゼーマン分

離を示すうづ ぉ 〱〵〶〴〮〸 のね、といった、可視域では得られない情報をもたらす吸収線があるため、太陽

の先端的偏光観測においては特に重要である。しかしながら近赤外域の検出器はまだ発展途上であり、

特に大フォーマットのものを太陽の偏光観測に用いることは困難であった。そこで我々は、新学術領

域「太陽地球圏環境予測」〨ぐこごぅぐ〩にて、大フォーマット赤外線検出器であるえ〲げぇを使用した赤外

カメラの開発を進めてきた。 〲〰〱〸年にはドームレス望遠鏡で実際に太陽光を入れた実験を行い、その

偏光観測機能を実証している。

そこで今回は、近赤外域の偏光データをえ〲げぇ赤外カメラでさらに取得すべく、ドームレス望遠鏡

での実験を行った。当初えづ ぉ 〱〰〸〳〮〰 のねでのデータ取得を予定していたが、太陽活動極小期で彩層

活動を示す領域が無かったため、うづ ぉ 〱〵〶〴〮〸 のねにて静穏領域のデータ取得を試験的に行うことに

した。赤外カメラは垂直分光器焦点面に設置し、約〳〷 ねね角の大きさの検出器により、スリット方

向には約〳〮〷 ちひっねどの 〨〰〮〱〱 ちひっびづっ〯ばどへづぬ〩の広い視野を確保している。分散は、〱〵〶〴〮〸 のね 〯〱次で〰〮〱

のね〯ねね 〨〱〮〷 ばね〯ばどへづぬ〩であった。

うづ ぉ 〱〵〶〴〮〸 のね吸収線は特に大きなゼーマン分離を示すため、他の吸収線では分離が困難な比較的

弱い磁場でも、吸収線の分離が見える。このため、たとえばインターネットワーク磁場という静穏領

域の弱い磁場を、活動領域やネットワークのより強い磁場から直接波長方向に分離してとらえるこ

とができる。今回は、今後インターネットワーク磁場の勾配分布などを観測するための基礎情報とし

て、うづ ぉ 〱〵〶〴〮〸 のねのっづのぴづひ〭ぴは〭ぬどねぢ ぶちひどちぴどはのなどを測定するため、予備的に図のようなうづ ぉ 〱〵〶〴〮〸

のね周辺のスペクトルデータを偏光変調を行いつつ様々な条件で得る実験を行った。

図〺 今回の観測で得られたうづ ぉ 〱〵〶〴〮〸 のね周辺のスペクトルの例

〨花岡庸一郎〬 勝川行雄〬 森田諭〬 鎌田有紀子〬 石塚典義 〨国立天文台〩 記〩

〸



GLAO/AOの動作実験とSLODARデータ取得

我々は飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡（いこご）用の補償光学系〨ぁく〩 の開発を進めている。

〲〰〱〹年度には、主に地表層〨ぇが〩ぁくの動作実験を目的として、〲〰〱〹年〵月〱〸日ほ〲〶日に公募観測を実施

した。

従来型のぁくでは波面補償の対象となっている物体の周りでは揺らぎの影響をほぼ取り除くことが

できるが、そこから離れるに従って補償の効果が低下してしまう。これに対してぇがぁくは、地表層揺

らぎの影響のみを取り除くことで、広視野での画像改善を実現することができるという利点を持って

いる。ただし、上空揺らぎの影響は除かれず残ったままになるので、原理的に回折限界を達成するこ

とはできない。ぁくとぇがぁく両方の技術を実装しておいて、観測目的に応じて切り替えて使用できる

ようにするのが目的である。

いこご棟〱階のテーブル上にぇがぁく用波面センサーを設置して実験を行った。〲うのぁく装置を通した

後、〱うのぇがぁくセンサーで波面計測を行い、そこで得られた情報に基づいて〲うのぁく装置中の可変形

鏡を動作させるようにした。このとき、波面計測の参照ターゲットを複数指定し、それぞれで波面

位相を導出し、それらを平均することで地表層の位相を求める。観測用カメラは、〱うテーブル上に

設置した。図〱は、ぇがぁくが動作していないとき（左）と動作しているとき（右）に得られた画像で

ある。全般にコントラストが向上し、細かな模様が回復されているのがわかる。右図中、丸印で示

した〳つの地点の粒状斑を参照ターゲットとして用いた。観測日時は、〲〰〱〹年〵月〲〴日〱〴〺〵〹 〨おこご〩、

視野は〵〶〮〴 × 〳〳〮〲秒角、観測波長は〴〳〲 のねである。波面センシングに使用したかが多項式の項数

は〳〵で、ぁくは〴〱〴 えぺの速度で動作していた。

〳点を同一地点に設定した場合、すなわち通常ぁくとして動作させた場合の実験も行った。波面補償

なしとありの場合それぞれにおいて、観測像からコントラストマップを導出し、両者の比を取った画

像を作成した（コントラスト改善マップと呼ぶ）。ぁくとぇがぁくの場合に得られたコントラスト改善マ

ップを比較したところ、明らかに異なる傾向がみられた。ぁくの場合は参照点付近のコントラストが

最も改善されていたが、ぇがぁくの場合はそのような傾向はみられなかった。この点については、さら

に観測を実施して、再現性を確認する予定である。

なお、天候の関係でこがくいぁげデータについては取得できなかった。

図〺 太陽粒状斑像。（左）ぇがぁくなし、（右）ぇがぁくあり

〨三浦則明、板坂紀幸、鹿田諒太〨北見工大〩 記〩

〹



エタロン・フィルターを用いた太陽彩層偏光観測

太陽彩層上部のスペクトル線えづ ぉ 〱〰〸〳 のね はコロナ加熱やフレア発生の機構などを解明する手掛

かりとなる情報を含んでいる。また、光球スペクトル線うづ ぉ 〱〵〶〵 のねは磁場感度が高く光球の微細

磁場の導出に有用で、えづ ぉ線と組み合わせることで磁場の〳次元構造を得ることができる。我々はこ

れらのスペクトル線を〲次元的に得るため、狭帯域波長チューニングが可能なニオブ酸リチウムエタ

ロン・フィルターと液晶遅延素子を用いた像偏光解析装置の開発を進めている。ニオブ酸リチウムエ

タロンは現在製品として提供できるメーカーが世界的になく、薄い波長板研磨に実績のある光学技

研に有効径〳〰 ねねで厚さ〰〮〵 ねねと〰〮〶〶〷 ねねの〲枚を試作してもらった。〲〰〱〹年〹月〳〰日ほ〱〰月〴日及

び〱〱月〱〱日ほ〱〵日の〲週間、飛騨いこごの観測時間をもらい、エタロンの評価を水平分光器と赤外カメ

ラを用いて行った。図〱にエタロン測定の様子、図〲下にエタロンの分光透過データ（複屈折性の結晶

で〲つの透過パターンがある。強い線が異常光線〨づ〩、弱い方が常光線〨の〩）、図〲上は参照太陽スペクト

ルである。〲つの波長域、〲枚のエタロンに対して、透過半値幅（うしえき）、フリースペクトルレンジ

（うこげ）〬フィネス（うこげ〯うしえき）、また、エタロンにかける電圧を ± 〰〮〹 にざの範囲で変化させて、

電圧波長変化率を求めた〨表〩。製作仕様値はフィネス〲〳〮〵以上であるが、いずれも未達の結果となっ

ている。反射率或いは有効径内の厚さ一様性が悪く、うしえきが広くなっているのが原因と思われる。

電圧波長変化率は、薄いエタロン、常光線で大きく、今後のエタロン製作の上で貴重なデータを得る

ことができた。エタロンを通した太陽像撮影も試みたが、ブロッキングフィルタの透過波長幅が広い

ため彩層像は得られなかった。

〱〰



表〺 ニオブ酸リチウムエタロンの分光測定結果。うしえきはスリット幅〲〰〰 µねを補正した。

波長〨のね〩 厚さ〨ねね〩 づ〯の光線 うしえき 〨のね〩 うこげ 〨のね〩 フィネス 電圧変化〨のね〯にざ〩

〱〰〸〳〮〰 〰〮〵 づ 〰〮〰〲〹〸 〰〮〵〲〸 〱〷〮〷 〰〮〰〳〱〶

の 〰〮〰〲〵〳 〰〮〵〱〴 〲〰〮〳 〰〮〰〵〸〳

〰〮〶〶〷 づ 〰〮〰〲〳〹 〰〮〳〹〷 〱〶〮〶 〰〮〰〲〱〲

の 〰〮〰〲〲〳 〰〮〳〸〴 〱〷〮〲 〰〮〰〴〲〸

〱〵〶〴〮〸 〰〮〵 づ 〰〮〰〶〰〰 〱〮〱〱〹 〱〸〮〶 〰〮〰〵〹〴

の 〰〮〰〵〶〸 〱〮〰〷〵 〱〸〮〹 〰〮〰〸〴〵

〰〮〶〶〷 づ 〰〮〰〴〰〳 〰〮〸〴〵 〲〱〮〰 〰〮〰〱〲〲

の 〰〮〰〳〶〳 〰〮〸〱〲 〲〲〮〳 〰〮〰〵〱〷

〨萩野正興、末松芳法、篠田一也（国立天文台〩 記〩

Hα線とMgI 457.1 nm 線を用いた2波長同時高速2次元分光観測によるダークフィ

ラメントのダイナミクスの時間変動

我々は京都大学飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡と高速〲次元分光観測システムを用いて太陽彩層

～光球のダイナミクスの時間変動を調べてきた。これまでは主にえα線による〱波長観測を行ってきた

が、形成される高さが異なる〲本あるいはそれ以上のスペクトル線を同時に観測すれば、太陽大気のダ

イナミクスを〳次元的に調べることができる。

そこで〲〰〱〹年〷月の共同利用観測においては彩層で形成されるえα線と温度最低層付近で形成され

るきでぉ 〴〵〷〮〱 のね 線〨以下 〴〵〷〮〱 のね 線〩 による〲波長同時観測を行い、太陽面北西部に位置する薄いダ

ークフィラメントをターゲットとして最長約〱〰分間、計〳回の連続観測に成功した。視野はスリット

方向に約〱〲〰秒角、スキャン方向に約〶〴秒角、空間サンプリングはスリット方向に〰〮〲秒角、スキャン

方向に〰〮〳〲秒角、ケーデンスは〱〮〳秒、カメラのフレームレートは〲〰〰 てばび、スペクトルの次数はえα線

が〱次、〴〵〷〮〱 のね 線が〲次である。

得られたスペクトルからえα線、〴〵〷〮〱 のね 線の両方について積分強度〨ただしえα線は線中心付近の

み〩、ドップラーシフト、ドップラー幅を求め、それらの時系列マップを〲つの波長で比較したところ、

えα線で見えているダークフィラメントの直下と思われる場所における 〴〵〷〮〱 のね 線ブルーシフトの消

長や、ダークフィラメント近傍における 〴〵〷〮〱 のね 線レッドシフトなどを検出することができた。こ

れらは太陽光球や彩層において、数十秒から数分スケールでのダイナミクスの時間変動が起きている

ことを示唆する。

図に〷月〱〷日の世界時 〰〲〺〰〴〺〱〴 から 〰〲〺〱〳〺〲〹 にかけての解析結果を示す。

〱〱



図〺 〷月〱〷日の世界時 〰〲〺〰〴〺〱〴 から 〰〲〺〱〳〺〲〹 にかけての解析結果

〨當村一朗〨大阪府大高専〩、川上新吾〨文科省〩 記〩

〱〲



太陽２次元面分光観測装置による彩層活動現象の分光観測

太陽表面で起こるジェット現象やフレアなどのダイナミック現象を的確に捉え、現象の正確な物理

量を導出するためには、〲 次元同時（面）分光を行う必要がある。特に、太陽彩層で起こるダイナミ

ック現象は 〵 秒以下の時間スケールで大きく変化するため、面分光が必須となる。このため、観測条

件の良いドームレス太陽望遠鏡水平分光器で面分光観測手法（マイクロレンズ方式或いはマイクロミ

ラースライサー方式）を実現し、彩層現象検出に役立つ水素のスペクトル線 えα線（〶〵〶〮〳のね）波長

域などで活動領域の観測を行う。今回〲〰〱〹年〱〰月〲〸日ほ〱〱月〱日共同観測の時間をもらい、図〱に示す

マイクロミラースライサー方式による面分光観測をえα線、ぃち ぉぉ 〸〵〴 のね線で行った。スライサーは

長さ〱〮〵〶 ねね、幅〳〰 µねの〱〵本〳セットからなり、対応する瞳鏡により、スライサー鏡を直線状に並

び替え〳本（〱本は〱〵枚のスライサー鏡が長さ方向一列に並んでいる）の擬似スリットを作る。擬似ス

リットが分光器スリットとして分散される。但しこのままでは、分光器のコリメータには中心のスラ

イサーしか当たらないため、スリットに沿った方向、直交する方向とも、集光させるため〲つの直交す

る屈折率の大きいずのこづシリンドリカルレンズを擬似スリット面に置く必要がある。シリンドリカルレ

ンズの位置調整が微妙で、コリメータ鏡、カメラ鏡の焦点調節範囲では分光像の焦点を合わせること

ができないことが分かった。できるだけ焦点ボケが小さくなるようスリット方向を集光させるシリン

ドリカルレンズのみとし、空間分解能を良くするためカメラの前の縮小光学系なしで、えα線域で得ら

れたプラージュの観測データ例が図〲である。中央の〱〵本スライサーだけを用いているが、縮小光学

系がないため、〸本分しか写っていない。焦点が合っていればスペクトル間のギャップがもっと小さく

なる。図〲では焦点ボケによる空間方向の明るさムラを補正している。この〸本のスペクトルから任意

の同じ波長を選び、 〲次元に並べ変えてやれば、〲次元の単色像を得ることができる。えα線中心で単

色像を作り、〱〱セット（左から右に〱〰秒間隔）の単色像を並べたものが図〳である。ファイブリルら

しき構造の変化が見える。シリンドリカルレンズの調整がうまくできれば、面分光装置として有望で

ある。また、〳本スリットを生かすためには、分散の重なりを防ぐ、スリット間隔に対応する波長幅の

ブロッキングフィルターが必要である。当面は中央〱〵本のスライサーで面分光を完成させることを目

指したい。

〨末松芳法、篠田一也（国立天文台〩 記〩

〱〳



5.2 研究トピックス

Tomo-e Gozen を用いた太陽系外縁天体Quaoarによる恒星掩蔽現象の動画観測

〲〰〱〹年〶月〲〸日〬 けふちはちひ〨小惑星番号 〵〰〰〰〰〩にる恒星〨ぇちどち いげ〲 っちぴちぬはで びはふひっづ ぉい〺 〴〱〴〵〹〷〸〴〹〲〶〳

〲〰〲〹〶〹〶〬 ぇちどち ぇバンド等級 〽 〱〵.〷〩の掩蔽が日本で発生すると予報された〮 恒星掩蔽は観測の難しい

外縁天体の大気の存在を明らかにすることができる絶好のチャンスである〮 そのため当日には国内〴カ

所での掩蔽同時観測を実行した〮 このうち東京大学木曽観測所では好天に恵まれ〬 ごはねは〭づ ぇはぺづのを

用いて掩蔽される恒星の動画観測を実施し〬 データの取得に成功した〮 今回掩蔽された恒星の明るさ

は〱〵〮〷等と〬 動画観測のターゲットとしては非常に暗かったものの〬 ごはねは〭づ ぇはぺづのによって極めて高

精細な動画データおよび当該恒星の光度曲線を得ることできた〮

本観測に得られた潜入時と出現時の光度曲線を〬 大気による屈折効果を考慮した光度曲線モデルと比

較した結果 〨図〩〬 光度曲線からは大気屈折現象は検出されず、表面大気圧に〳σ ふばばづひ ぬどねどぴ で〱〶 のぢちひ

の上限値を得ることに成功した〮 この上限値は先行研究と比較して最も小さな値であり、けふちはちひの大

気圧に新たな観測的制約を得ることに成功した〮 以上の結果を ごとづ ぁびぴひはのはねどっちぬ おはふひのちぬ 誌におい

て発表した 〨ぁひどねちぴびふ づぴ ちぬ〮〬 〲〰〱〹 ぁお〩〮

〨有松亘記〩

〱〴



ファイバー型面分光装置KOOLS-IFUの開発

重力波源の電磁波対応天体やショートガンマ線バーストなどの突発天体に対し、即時分光フォロー

アップ観測ができる装置が求められている。我々はファイバー型面分光ユニット 〨ぉうさ〩 を開発し、国

立天文台岡山天体物理観測所〱〸〸 っね望遠鏡の可視光分光撮像装置かくくがこに接続して、面分光観測が

できるようにした。面分光とは二次元の視野を同時に分光できる装置で、突発天体の座標の精度が多

少悪い段階でも分光観測を開始でき、即時分光フォローアップ観測に利用できるという利点がある。

かくくがこ〭ぉうさの主な観測パラメータは以下である。使用したファイバーのコアとクラッドの直径は

それぞれ〱〰〰 µねと〱〲〵 µねで、使用したファイバーの本数は〱〲〷本、ファイバーバンドルの二次元ア

レイ側はファイバーが六方充填配置になっている。ファイバー間距離は〲〮〳〴′′で、全ファイバーで差

し渡し〳〰〮〴′′の視野となる。観測可能な波長や波長分解能はグリズムによって変わり、全体でそれぞ

れ〴〰〳〰ほ〸〸〳〰 〗ぁと〴〰〰ほ〲〴〰〰である。 〱〸〸 っね望遠鏡に接続したときの限界等級は、最良の条件で〳〰分

積分で∼〱〸〮〵 ぁあ ねちでである。

かくくがこ〭ぉうさは〲〰〱〵年〷月から〲〰〱〶年〱〲月まで〱〸〸 っね望遠鏡に接続して共同利用観測を行った。そ

の後、より口径の大きいせいめい望遠鏡 〨口径〳〮〸 ね〩に接続して、〲〰〱〹年〲月から観測を行っている。

図〺 かくくがこ〭ぉうさで使用したファイバーバンドル。中央の図がファイバーバンドルの全体図である。

右の〲図が〲次元アレイ側の端面で、ファイバーが六方充填配置になっている。左の〲図は〱次元アレイ

側の端面で、ファイバーが一列に並んでいることが分かる。この写真では付いていないが、〱次元ファ

イバーアレイの表面には、出射光線のう比を変換するためのマイクロレンズアレイが貼り付けられて

いる。

げづてづひづのっづ〺 きちぴびふぢちべちびとど〬 か〮 づぴ ちぬ〮 〲〰〱〹〬 ぐぁこお〬 〷〱〬 〱〰〲〮

〨松林和也記〩

〱〵



フラーレンC60を含む惑星状星雲SaSt2-3の物理的性質

フラーレンぃ60を含む惑星状星雲（ぐぬちのづぴちひべ ぎづぢふぬち、ぐぎ）こちこぴ〲〭〳の中心星（あ〰〭ぉぉぉ）と星雲の

物理的性質を国立天文台すばる望遠鏡〯えいこスペクトルと多波長アーカイブデータに基づいて調査し

た。中心星の吸収線スペクトル解析から、中心星の有効温度、表面重力、化学組成比を得た。また、

中心星の視線速度は時間変化していることから、中心星は連星を成している可能性が高い。漸近赤色

巨星枝星の元素合成モデルの予測値と観測値との比較から、前駆星は初期質量∼〱〮〲〵 太陽質量、〱〯〱〰

太陽金属量かつα〭元素〯ぃぬ〭ひどっとであることが明らかになった。中心星と星雲に関する全観測量を理論

輻射輸送コードで完全に再現することに成功した。原子ガス、グラファイトグレイン、ぃ60それぞれ

に含まれる炭素原子の質量分率を導出したところ、 こちこぴ〲〭〳は銀河系にあるぐぎの中でぃ60として存在

している炭素が最も多いことがわかった。他のぃ60を含むぐぎとの比較から、ぃ60の形成は漸近赤色巨

星枝星期の内部核融合により合成されたぃ原子の量よりも、中心星の性質とその周囲の環境に依存し

ていると結論づけた。
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図〺 本研究で使用したこちこぴ〲〭〳のパンクロマチックデータ。 ぃ60輝線の位置が赤線で示されている。緑

丸〨しすぉぎ 〳〮〵〭ね〯しえぉげぃ あひγ〭はの〯は》バンド〩と青丸〨その他のバンド〩が測光データ、黒線がスペクト

ルである。すばる望遠鏡〯えいこスペクトルのフラックス密度は、 ぁぐぁここ BgV riバンドと一致するよ

うにスケーリングされている。 さかぉげご 〳〮〸〭ね〯ぃははぬづつ ぇひちぴどので こばづっぴひはねづぴづひ 〴 〨ぃぇこ〴〩 えか〭ぢちのつ

スペクトルは、 〲きぁここ Ksバンドに合うようにスケーリングされている。Spitzer〯ぉげこのスペクト

ルは、WISE〯し〳〨〱〱µね〩〯し〴〨〲〲µね〩、あかりが〱〸しバンドに合わせてある。 くぴびふにち〬 き〮 きぎげぁこ〬

〲〰〱〹〬 〴〸〲〬 〲〬 ば〮〲〳〵〴〭〲〳〷〳からの引用。

〨大塚雅昭記〩

〱〶



WZ Sge型スーパーアウトバーストを起こした初のヘリウム激変星候補天体の発見

激変星とは白色矮星を主星にもつ近接連星系である。伴星から流れ込むガスが降着円盤を形成

し、時折、降着円盤の突発的な増光現象「アウトバースト」を示す。我々は国際変光星ネットワーク

（ざこぎぅご〩を通じた国際協力により、激変星ぎこざ 〱〴〴〰が〲〰〱〵年と〲〰〱〷年に起こしたアウトバースト

を詳細に観測した。我々の観測により、この天体の軌道周期（連星の公転周期）が約〳〶分であると分

かった。通常の激変星の軌道周期は〸〰分以上であり、ぎこざ 〱〴〴〰のような短周期の天体を作るには、

伴星が通常の星よりもコンパクトである必要がある。このことから、ぎこざ 〱〴〴〰は伴星がヘリウム星

（もしくはヘリウム白色矮星）で出来たヘリウム激変星の有力候補であると分かった。通常の激変星は

主に水素で出来た降着円盤を持つのに対し、ヘリウム激変星は主にヘリウムで出来た降着円盤を持つ。

そのため、アウトバーストの挙動に違いが現れる可能性がある。しかし、よく研究されている通常の

激変星に対し、ヘリウム激変星は発見数が少なく、更にアウトバースト頻度の低い天体が多いため、

観測的な検証が十分されていない。

ぎこざ 〱〴〴〰のアウトバーストではダブルスーパーアウトバーストや早期スーパーハンプ、再増光と

いった現象が観測された。これらはいずれも、通常の激変星でしず こでづ型スーパーアウトバーストと

呼ばれるタイプのアウトバーストでみられる現象である。すなわち、ヘリウム激変星でもしず こでづ型

スーパーアウトバーストを起こすことを世界で初めて発見した。ヘリウム激変星でも起きるというこ

とは、しず こでづ型スーパーアウトバーストという現象は、降着円盤の組成に依らず、宇宙の様々な場

面で発生しうる一般的な現象である可能性を示唆している。

図〺 ヘリウム激変星候補天体ぎこざ 〱〴〴〰の〲〰〱〵年（上）と〲〰〱〷年（下）の光度曲線。データ

は〰〮〰〱日ぢどのでまとめられている。黒点がざこぎぅごによって得られたデータ、緑三角がぁこぁこ〭こぎのざ〭

ぢちのつデータ、青バツがぁこぁこ〭こぎ で〭ぢちのつデータ、四角が眼視観測を表している。横軸はそれぞれあおい

− 〲〴〵〷〳〴〶〮〷〵〱（上）とあおい − 〲〴〵〷〹〸〲〮〰〰〰（下）。こく〱、こく〲と書かれている部分がスーパーアウ

トバースト、げ、ひと書かれている部分が再増光。

げづてづひづのっづ〺

ぉびはでちど〬 か〮 づぴ ちぬ〮 〲〰〱〹〬 ぐぁこお〬 〷〱〬 〴〸

〨磯貝桂介記〩

〱〷



太陽フィラメント噴出の前兆としての、プラズマの運動について

太陽大気（コロナ）中には、フィラメントという低温高密なプラズマ塊が磁場により浮遊している

が、しばしば磁場構造の不安定化により噴出する 〨フィラメント噴出〩。近年、フィラメント噴出を含

む、太陽面上での爆発現象が、大規模停電や人工衛星の故障などの社会的影響を及ぼすことが指摘さ

れており、このため爆発現象の予測が求められている。

これまでの研究で、我々は、フィラメントの視線方向速度場（地球の方向へどのくらい速く運動し

ているか）の標準偏差が、噴出の〶時間以上前から、わずかに上昇していることを発見した（こづにど づぴ

ちぬ〮 〲〰〱〷〬 ぁばおが）。このとき平均速度は、時速 〰 にね からほとんど変化していなかった。本現象は、定

性的によく知られた、フィラメント内の小スケールなプラズマが噴出前に「もぞもぞ動く」現象を、

定量的に捉えたものと考えられる。しかし、本研究では、フィラメント噴出〱例に対してのみ、本現象

を見出しており、これがフィラメント噴出一般について言えるか否かは不明であった。

そこで我々は、〱〲例のフィラメント噴出に対し、上記と同様の解析を行い、統計的に本現象を見

出せるか否かを調べた。観測は前回と同様、飛騨天文台のこきぁげご〯こいいぉを用いた。なぜならば、

こいいぉは、世界最高の精度で、噴出前および噴出中のフィラメントの視線方向速度を導出することが

できるためである。その結果、〱〲例中〹例において、本現象を確認することができた（図中右グラフの

青影）。また、〱〱例において、噴出に先立ち、平均速度がわずかに負の値を示した後、大きく加速して

噴出する様子も観察された（図中右グラフの赤影）。これは、噴出に先立ち、ゆっくりとフィラメント

が動き始める、びぬはぷ ひどびづ という現象に相当する。以上の結果から、我々はフィラメントの視線方向速

度場分布の標準偏差および平均が、その噴出予測に利用できる可能性が高い、と結論付けた。
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図〺 （左）フィラメントの視線方向速度場。青部分が地球方向、赤部分が太陽方向に動いている。（中）

左速度場のヒストグラム。（右）速度場の標準偏差（黒線）と平均（灰線）の時間発展。噴出（グラフ

右端）に先立ち、標準偏差のみが、∼〲 にね〯び から、∼〴 にね〯び へ上昇しており、その間平均はほとん

ど変化していない様子が見てとれる（青影）。

げづてづひづのっづ〺 こづにど〬 い〮〬 くぴびふなど〬 か〮〬 ぉびはぢづ〬 え〮〬 づぴ ちぬ〮〬 〲〰〱〹〬 ぐぁこお〬 〷〱〨〳〩〬 〵〶

〨関大吉記〩

〱〸



太陽黒点と太陽型星の巨大黒点群の時間発展の比較

近年、太陽によく似た恒星において、最大級の太陽フレアの〱〰ほ〱〰〬〰〰〰倍ものエネルギーのスーパー

フレアが起きていることが発見された〨きちづとちひち づぴ ちぬ〮 〲〰〱〲〩。これらの星は太陽より巨大な黒点が存

在しており、太陽でもスーパーフレアが起きるのかどうかを知るには、このような巨大黒点が太陽で

も生成可能か？ということを調べることが重要である。恒星黒点の統計的研究から、これらの巨大黒

点は太陽でも出現する驚くべき可能性が示された〨きちづとちひち づぴ ちぬ〮 〲〰〱〷〩。しかし、実際の巨大黒点の

生成・消滅過程はわかっていない。これらの恒星の巨大黒点の時間発展を研究することで、このよう

な巨大黒点の生成・消滅の性質を知ることが期待される。そこで我々は、ケプラー衛星による太陽型

星〨ぇ型主系列星〩の可視測光観測データから、特に大きな光度変動〨星全体の〲〥以上〩を示す約〵〰〰〰星

を解析し、巨大黒点群の時間発展を測定する研究を行った。解析では、巨大黒点を持つ恒星が自転す

ることで観測される準周期的な光度変化から、ローカルな極小時刻を検出し、黒点の経度〿時間の情報

に置き換えることで、約〵〰個の巨大黒点群の出現・消滅過程の同定に成功した。これらの黒点群の面

積〨ぁ〩の時間発展から、その寿命〨ご〩・出現率・消滅率を計算し、太陽黒点の性質と比較した。その結

果、恒星の巨大黒点の寿命は〵〰ほ〳〰〰日程度であった。これらの寿命は、太陽黒点における経験則から

外挿される値よりも短い。さらに、巨大黒点の生成率・消滅率は、太陽黒点の分布と矛盾ない、ある

いは少し小さい値となった。この結果を、ごとづ ぁびぴひはばとべびどっちぬ おはふひのちぬにて出版した。

図〺 恒星の巨大黒点の生成・消滅の時間発展〨ぎちねづにちぴち づぴ ちぬ〮 〲〰〱〹〬 ぁばお うどで〮 〱より掲載〩。

げづてづひづのっづ〺

ぎちねづにちぴち〬 か〮 づぴ ちぬ〮 〲〰〱〹〬 ぁばお〬 〸〷〱〬 〱〸〷〮

〨行方宏介記〩

〱〹



歴史文献とアナログ観測記録に見る宇宙天気現象と太陽活動

〲〰〱〹年度はごとづ ぁびぴひはばとべびどっちぬ おはふひのちぬ がづぴぴづひびに〱報、ごとづ ぁびぴひはばとべびどっちぬ おはふひのちぬに〲報、きはのぴとぬべ

ぎはぴどっづび はて ぴとづ げはべちぬ ぁびぴひはのはねどっちぬ こはっどづぴべに〳報、こはぬちひ ぐとべびどっびに〵報、 こばちっづ しづちぴとづひに〳報、論

文を掲載した。

本年度まず行なったのはオーロラ記録に基づく近代観測以前の磁気嵐の復元である。この検討を通

し、放射性同位体比から激甚宇宙天気現象の存在が示唆される〷〷〴〯〷〷〵年周辺のオーロラ様現象記録

の分析（えちべちにちぷち づぴ ちぬ〮〬 〲〰〱〹ち〻 こぴづばとづのびはの づぴ ちぬ〮〬 〲〰〱〹）、史上最古のオーロラ様現象と周辺での

放射性同位体比との比較（えちべちにちぷち づぴ ちぬ〮〬 〲〰〱〹づ〻 図〱）、 〱〵〸〲年の激甚磁気嵐の復元（えちぴぴはひど づぴ

ちぬ〮〬 〲〰〱〹）、マウンダー極小期のフィラメント爆発の可能性（ぉびはぢづ づぴ ちぬ〮〬 〲〰〱〹）について検討が進ん

だ。

図〱〺 紀元前〶〷〹ほ〶〵〵年頃のオーロラ様現象を記録したアッシリアの粘土板記録（えちべちにちぷち づぴ ちぬ〮〬

〲〰〱〹つ）。大英博物館所蔵の粘土板を早川が撮影し、三津間康幸（筑波大学〩がコピーしたもの。

また、キャリントン・イベントについては同時代の黒点スケッチや低緯度オーロラ記録の比較検討

が進み、他の宇宙天気現象との定量的な比較検討も行なった。この結果、キャリントン・イベントは

確かに激甚宇宙天気現象ではあるものの、突出して大規模なものではないことも判明した（えちべちにちぷち

づぴ ちぬ〮〬 〲〰〱〹つ）。

このような激甚宇宙天気現象時にはしばしば肉眼で見えるほどの巨大黒点が出現し、特に古い時代

の中国や朝鮮半島の記録にその記録が見受けられる。一方その具体的な面積は必ずしも明らかではな

かった。そのため、時期の被る肉眼黒点記録と近代黒点観測の比較を行い、その観測に気象条件が重

要な役割を果たしたことを明らかにした（えちべちにちぷち づぴ ちぬ〮〬 〲〰〱〹ぢ〬 〲〰〱〹っ）。

太陽活動は黒点数で評価されるが、このような黒点数は目下再較正の途上である。これについて

も、過去の重要な歴史的観測の復元でもって寄与した。この際特に、本邦の小山ひさ子による長期観

〲〰



測の再検討（えちべちにちぷち づぴ ちぬ〮〬 〲〰〲〰ち）、国友黒点観測の改訂（うふなどべちねち づぴ ちぬ〮〬 〲〰〱〹）、ダルトン極

小期のいづひ』どのでづひの長期観測の分析（えちべちにちぷち づぴ ちぬ〮〬 〲〰〲〰ぢ）などを行い、その成果は関連のぉここぉ

しこでも報告された。
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太陽彩層のダイナミクスについての分光的研究:スピキュールとフレア(博士論文)

太陽の表面である光球〨温度〶〰〰〰か〩と高温な外層大気であるコロナ〨〱〰6 か〩の間には彩層〨温

度〱〰4か〩と呼ばれる大気層がある。彩層は磁場に関連した大気加熱や活動現象において重要な役

割を果たすが、その詳細に迫るには彩層の微細で動的な現象を細かく分解して観測する必要がある。

また、恒星大気や恒星フレアを理解するには、分光観測を通して太陽における物理的理解を応用する

ことが期待される。〲〰〱〳年に太陽撮像分光観測衛星であるぉのぴづひてちっづ げづでどはの ぉねちでどので こばづっぴひはでひちばと

〨ぉげぉこ〩が打ち上げられたことで、衛星による太陽彩層の高分解分光観測が実現した。本研究〨研究〱と

研究〲〩では、ぉげぉこ分光観測で得られた彩層スペクトル線データを用いることで、静穏領域の彩層（ス

ピキュール）の物理状態と、活動現象（太陽フレア）に見られる彩層の振る舞いに迫った。

光球では上空に向かって温度が減少するのに対し、彩層では温度が増加し、彩層からコロナにかけ

ては温度が 〱〰4 か から 〱〰6 か へと急激に増加する。彩層とコロナの加熱機構は太陽物理学における

最大の謎の一つであり、彩層・コロナ加熱問題という。静穏領域の彩層を太陽縁付近で観測すると、

光球とコロナをつなぐ細長い構造（スピキュール）が彩層を構成していることが分かる。彩層の加熱

量はコロナの〱〰倍であることが分かっており、彩層・コロナ加熱問題を解決するには、スピキュール

の形成や性質を理解することが不可欠である。彩層スペクトル線の形成においては局所熱力学平衡

（がごぅ）がいい近似にならない（のはの〭がごぅ）ため、のはの〭がごぅを考慮した輻射輸送モデリングを用いて

温度や密度、速度といった物理状態に制限を与える必要がある。研究〱では、のはの〭がごぅ 輻射輸送計算

を用いることでスピキュールの分光観測〨図〱左〩で得られたきで ぉぉ線の形成を理解することを試みた。

〲〱



図〱〺 左：ぉげぉこが観測した太陽極域コロナホールのリム周辺のきで ぉぉ に線プロファイル。右上：

す〽〱〵〮〰〢における観測プロファイル〨黒実線〩と視線方向に〱本のスピキュールがあると仮定した場

合のモデリング結果〨赤破線〩の比較。右下：す〽〵〮〰〢における観測プロファイル〨黒実線〩と視線方向

に〱〰本のスピキュールが重なっていると仮定した場合のモデリング結果〨青破線〩の比較。（左図、右上

図、右下図の時刻は異なる。）

その際、視線方向に多数のスピキュールが重なっていることを初めて考慮し、きで ぉぉ線のプロファイ

ルが視線方向の重なりに大きく影響を受けていることを示した。中高度で観測された線プロファイル

は、スピキュールが最大〲〵 にね び−1の視線方向の速さをもつと仮定すると再現できた〨図〱右下〩。この

結果は、撮像観測で得られるスピキュールの見かけの横揺れ運動（〲〵 にね び−1）が実際の視線速度と

同程度であることを分光観測から支持している。また、高高度で観測された線プロファイルは、視線

方向の重なりがないと仮定して再現できた〨図〱右上〩。これは高い高度では、スピキュール同士の視線

方向の重なりが少ないという描像と合う。また視線速度の大きさは高高度では最大で〲〰 にね び−1とな

るような分布をしており、これもまたスピキュールの見かけの運動と同程度である。また、きで ぉぉ 線

プロファイルが輻射輸送モデリングのパラメタに対してどのような依存性を持つかについても調査し、

今後の物理状態特定への道筋をつけた。さらに、スピキュールに見られるきで ぉぉ線プロファイルの明

るさや幅などの特徴量を高さ毎に定量化することで、スピキュールの理論モデルが再現すべき観測側

からの条件を提示した。

太陽大気中での爆発現象を太陽フレアという。フレア領域の彩層では上空からのエネルギー注入に

よる急激な加熱が起き、高温〨〱〰6−7 か〩な上昇流とその底部での低温〨〱〰4 か〩な下降流が発生すると考

えられている。その結果、彩層スペクトル線は低温な下降流に起因してげづつ ちびべねねづぴひべと呼ばれる長

波長側の増光を見せることが典型である。しかし、短波長側が増光するあぬふづ ちびべねねづぴひべの観測例も

〲〲



図〲〺 左上：今回フレア領域に見られた典型的なきで ぉぉ と 線のあぬふづ ちびべねねづぴひべ。左上：フレア領域で

観測された視線速度の時間〭空間変化マップ。右：提案した低温上昇流シナリオの描像。非熱的な高エ

ネルギー電子が彩層深部に侵入し、膨張する高温プラズマによって低温な彩層プラズマが持ち上げら

れる。その後、彩層凝縮領域が下方運動することで彩層ラインの強い放射が観測される。

少なからずあり、これも含めた太陽フレアのモデルは確立していなかった。研究〲では、ぉげぉこと飛騨

天文台ドームレス太陽望遠鏡によるフレア領域の分光観測データを用いて彩層スペクトル線の時空間

発展を調査した。その結果、げづつ ちびべねねづぴひべは使用した全ての彩層スペクトル線に共通して見られ、

きで ぉぉ線ではその直前にあぬふづ ちびべねねづぴひべが見られた〨図〲左〩。また、クラウドモデリングという手法

を用いることで、観測されたきで ぉぉ線のあぬふづ ちびべねねづぴひべプロファイルは低温〨〱〰4 か〩な上昇流の存在

によって説明できることを示した。さらに、上空から非熱的な加速電子が彩層深部を急激に加熱し、

高温プラズマがその上部の低温プラズマを持ち上げることでそのような低温上昇流が発生したという

描像を新しく提案した〨図〲右〩。
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Dynamic Processes of the Moreton Wave on 2014 March 29 (博士論文の

一部)

〲〰〱〴年〳月〲〹日に活動領域ぎくぁぁ 〱〲〰〱〷にて発生したじクラスフレアに伴い、フィラメント噴出、

モートン波、コロナ質量放出が観測された。ペルー国立イカ大学に設置のフレアモニター望遠

鏡〨うきご〩で検出されたモートン波について、特に、えα ぷどので 〨± 〰〮〸 〗ぁ〩のデータを詳細に解析した

結果、モートン波の波面の伝搬速度は、 〶〴〰ほ〸〵〹 にね〯びであること、波面のフロント〨前面〩において、

彩層での下降流 〨速度 〴にね〯び〩を発見した。また、モートン波によって引き起こされる彩層での速度振

幅と弱い衝撃波近似を使用して、コロナに入射する衝撃波のマッハ数を求めた。 こいく衛星〯ぁぉぁのデ

ータも用いて、圧縮比を求め、 ぁぬてぶ〓づのマッハ数 〱〮〰〶〭〱〮〲〸、ファーストモードのマッハ数〱〮〰〵〭〱〮〲〷と

いう値を推定した。

げづてづひづのっづ〺 ぃちぢづぺちび〬 い〮ぐ〮 づぴ ちぬ〮 〲〰〱〹〬 ぁばお〬 〸〸〳〬 どつ〳〲〮

〨いづのどび ぃちぢづぺちび 記、石井貴子訳〩
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深層学習を用いた太陽黒点の複雑さ分類機の開発(修士論文1/2)

近年、太陽フレアの予報に機械学習の手法を取り入れる研究が多くなされている。中でも、太陽フ

レアの予報材料として太陽の観測画像をそのまま用いる画像認識の手法は、観測画像に隠された未知

の物理量や特徴を捉えてフレアを予報することができる可能性があるため、詳細な研究が必要であ

る。しかし、画像を用いる機械学習の手法、畳み込みニューラルネットワーク〨ぃぎぎ〩は、一般に深

層学習と呼ばれるが、その判断基準がブラックボックスとされている。特に太陽フレア予報の分野で

は、 ぃぎぎが黒点の持つ複雑な構造を捉えていることが求められるが、ぃぎぎが太陽画像の何に着目し

て予報を行なっているのか、どのような構造を捉えているのかは明らかになっていない。そこで本研

究では、黒点の複雑さの分類の〱つ、マウントウィルソン分類に焦点を置き、人間が一定の基準で与え

た黒点の複雑さ分類を、ぃぎぎが分類可能であるかを確認するため、ぃぎぎを用いた太陽黒点の複雑さ

分類機を開発した。開発したぃぎぎは、α型、β型、γ型、δ型の 〴つのマウントウィルソン分類をそれ

ぞれ、〸〷〮〵〥、〵〹〮〶〥、〶〴〮〸〥、〶〶〮〴〥の精度で分類した。また、この〴つの分類をδ型とそうでない黒

点の〲つに再分類して分類を行うことで、それぞれの分類精度が〷〹〮〰〥、〹〳〮〹〥と上昇した。さらに、

ぃぎぎの判断基準を可視化する手法を用いることで、後者の〲分類モデルが黒点のどの部分に着目して

いるかを可視化した結果、ぃぎぎモデルは、人間が定めたδ型の判断基準を獲得している可能性が高い

ことが示唆された〨図〩。加えて、人間が誤って分類した恐れのある黒点のマウントウィルソン分類を、

正しく分類し直すような結果を示した。

図〺 δ型であると正しく認識されたδ型黒点の画像。上段がえきぉの視線磁場画像〨きちでのづぴはでひちね〩、下段

が連続光画像〨ぃはのぴどのふふね〩を背景としている。ヒートマップが赤い部分ほど、予報結果に強く影響を

与えた部分である。

〨木原孝輔記〩
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コロナ質量放出と太陽高エネルギー粒子の関係についての統計的研究(修士論文2/2)

太陽高エネルギー粒子〨こぅぐ〩とは、太陽フレアやコロナ質量放出〨ぃきぅ〩によって生成される高エネ

ルギー粒子の発生現象である。 こぅぐの発生、到来予測を見据え、こぅぐがどのように加速され、どのよ

うに地球へと到達するかという問題に対する理解を広げるため、ぃきぅとこぅぐの関係についての統計

解析を行なった。こぅぐが発生するか否かに関わらず、高速で放出幅の広いぃきぅを〲〵〷例抽出し、それ

ら全てに対して、太陽から〱ぁさ離れた〳方向の観測機器、ぇくぅこ、こごぅげぅく〭ぁ、こごぅげぅく〭あのデー

タを用いて≥〱〰 きづざ プロトンの発生の有無を調べた。その結果、 ぜぷづぬぬ〭っはののづっぴづつ〢と呼ばれる観測

者と磁力線の接続の良い領域で発生したぃきぅは高い確率でこぅぐを伴っていたが、ぃきぅの速度が〲〰〰〰

にね び−1を下回る場合は必ずしも伴うとは限らなかった〨図〩。さらに、こぅぐ現象の典型的なタイムス

ケールである、 こぅぐの到達時間、立ち上がりに要する時間、継続時間の〳つの時間を測定し、関連す

るぃきぅ のパラメータとの相関を調べた。その結果、ぃきぅの発生位置が観測機器から見て東半球であ

った場合、〳つのすべてのタイムスケールとぃきぅ速度との間に正の相関が見られた。そのほかの領域

でもいくらか相関が見られたものもあるが、全般的な相関は見られなかった。また、観測者へと接続

する磁力線の足元から東西〶〰◦ 以内で ぃきぅが発生した場合、こぅぐの到達時間は短くなる傾向にあり、

他のタイムスケールに比べてその傾向は顕著であった。

!"# !$#

図〺 発生源となるぃきぅの、速度と発生経度に対するこぅぐ ちびびはっどちぴどはの ひちぴづ 〨こぅぐ発生率〩 を表したヒ

ートマップ。 〨ち〩と〨ぢ〩はそれぞれ、>〱〰 ばてふ、>〱〰〰 ばてふイベントに対するマップである。発生率が高

い場合は赤色、低いと黄色のように右のカラーバーで連続的に表す。灰色のセルは対応するぃきぅが観

測されなかったもの、白色のセルは こぅぐ ちびびはっどちぴどはの ひちぴづが〰〥であったものを表す。

〨木原孝輔記〩

〲〶



太陽光球ジェットに関する数値的研究 (修士論文)

太陽大気の彩層・コロナでは足元に明るいループを伴うジェット現象が観測されている。これらの

ジェットは、彩層とコロナで空間スケールが大きく異なるが、空間スケールに依らず磁力線の繋ぎか

え（磁気リコネクション）によって統一的に説明される〨ことどぢちぴち づぴ ちぬ〮 〲〰〰〷〩。このことから、彩層

・コロナのものよりも小さなジェットが太陽光球でも存在していると予測できる。また、光球で磁気

リコネクションが発生していると、そこから生じた磁気流体波が彩層・コロナに伝搬し、大気加熱や

スピキュール形成に寄与する可能性がある。しかし、光球でも磁気リコネクションは起こると期待さ

れるが、彩層・コロナと異なり光球は磁気エネルギーが優勢でないため、磁気エネルギーがジェット

の運動エネルギーに高効率で変換されるかは非自明である。この問題を解決するため、我々は太陽光

球のパラメータを用いて三次元磁気流体計算を行った。数値計算の結果、光球では磁気リコネクショ

ンによりジェット状にプラズマが圧縮されたが、プラズマの噴出流であるジェットは形成されなかっ

た。解析の結果、ジェット状にプラズマが圧縮された構造（ジェット状構造）は背景磁場に沿って伝

搬する遅い衝撃波による圧縮で形成された見かけの構造であることがわかった。また、この磁気リコ

ネクションの過程で、局所的な彩層加熱に寄与し得るだけのエネルギーフラックスが生じていること

がわかった。
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図〺 z 〽 〰平面での密度分布の時間発展。 〨ち〩〺 t 〽 〶〰〬 〨ぢ〩〺 t 〽 〷〰〬 〨っ〩〺 t 〽 〸〰〬 〨つ〩〺 t 〽 〱〰〰。黒い実

線は、xy平面で積分した磁力線を表す。

げづてづひづのっづ〺

ことどぢちぴち〬 か〮〬 ぎちにちねふひち〬 ご〮〬 きちぴびふねはぴは〬 ご〮〬 づぴ ちぬ〮 〲〰〰〷〬 こっどづのっづ〬 〳〱〸〬 〱〵〹〱

〨古谷侑士記〩

〲〷



飛騨天文台SMART望遠鏡偏光キャリブレーション(修士論文1/2)

太陽フレアは太陽コロナで発生する磁気エネルギーの突発的〨∼ 〱〰 ねどの〩解放現象である。太陽フ

レアの発生機構の理解には、< 〶〰 びづっの時間分解能で太陽大気の磁場データを取得する必要がある。

こきぁげご望遠鏡搭載マグネトグラフ〨ごぅき〻 ぎちでちぴち づぴ ちぬ〮 〲〰〱〴〩は、光球に感度のある波長中心うづ ぉ

〶〳〰〲.〵 〗ぁに対して、±〱〶〰,±〸〰 ね 〗ぁの 〴波長点で、∼ 〳〰びづっの時間分解能で測光精度∼ 〳× 〱〰4の偏光

フルストークスプロファイルを観測し、ベクトル磁場データへと変換している。

本研究では、ごぅきの機器偏光の較正のため、対物レンズの上流に直線〯円偏光板〨えぎ〳〸〯えぎ

ぃぐ〳〷〩を設置して、ごぅきの光学系全体の偏光特性を表すポラリメータ応答行列〨づ〮で〮 ぅぬねはひづ 〱〹〹〰〩を

取得した〨下図〩。その結果、ごぅきの理論偏光モデルになく、要求精度を〱桁以上上回る、偏光特性

の視野内での空間分布が確認された〨すちねちびちにど づぴ ちぬ〮 〲〰〱〹〩。そこで、ごぅきの光学系を構成する偏

光ビームスプリッタおよび、折り曲げ鏡の偏光特性の空間分布を個別に診断する実験を行った。ポ

ラリメータ応答行列の空間分布は、偏光ビームスプリッタの固定に伴う内部応力に起因した透過率

比∼ 〰.〰〱の円二色性と折り曲げ鏡への入射角に依存した遅延の分布に起因することが示唆され、これ

らを含むごぅきの新しい理論偏光モデルを構築した。

図〺 ポラリメータ応答行列、各パネルはごぅきのぃぃいサイズに対応

〨山崎大輝記〩

〲〸



活動領域12673の太陽フレア発生機構(修士論文2/2)

太陽フレアは磁力線のつなぎ変えである磁気リコネクションによるエネルギー解放現象である〨づ〮で〮

ことどぢちぴち 〦 きちでちひち 〲〰〱〱〩。磁気リコネクションは、コロナ中の捻れた磁力線構造であるフラックス

ロープの噴出によって駆動されると示唆されている〨づ〮で〮 かふびちのは づぴ ちぬ〮 〲〰〱〲〬 しべばづひ づぴ ちぬ〮 〲〰〱〷〩。

しかし、フレア発生前に、いかにコロナ磁場が力学非平衡状態へと遷移するのかは明らかになってい

ない。

本研究では、 〲〰〱〷年〹月〶日に太陽活動周期〲〴で最大規模のフレアを引き起こした活動領

域〱〲〶〷〳〨づ〮で〮 すちので づぴ ちぬ〮 〲〰〱〸〻 ざづねちひづつつべ 〲〰〱〹〩について、連続的なフレアの発生機構を明らかに

するために、フレア発生〷〲時間前から〱〲時間刻みで、光球磁場を境界条件として〳次元数値コロナ磁

場を外挿し〨づ〮で〮 ぉのはふづ 〲〰〱〶〩、〳次元磁場と観測データを比較することで、フラックスロープの成長

過程とフレアの発生機構を考察した。その結果、大規模フレア発生〲日前の段階で南北方向に〳本のフ

ラックスロープ〨図〨ち〩中ぁ〬 あ〬 ぃ〩が形成されていたことを発見した。その内、あが他の〲本と異なる方

向の捻れを持っており、あの成長が連続的な大規模フレアの発生に寄与したことを外挿したコロナ磁

場構造とぇくぅこ衛星軟じ線フラックスとの比較から明らかにした。さらに、図〨ぢ〩に示した様に極端紫

外線によるフレア初期発光との比較から、フレアの発生機構も示唆された〨図〨っ〩〩。

図〺 大規模フレア発生シナリオ、数値モデリングと観測の比較

〨山崎大輝記〩

〲〹



5.3 科学研究費など外部資金

ち〮研究課題

ぢ〮研究代表者

っ〮金額

〨〱〩 日本学術振興会

〨〱〮〱〩 科研費新学術領域〨研究領域提案型〩 太陽地球圏環境予測〺 我々が生きる宇宙の理解とその変動に

対応する社会基盤の形成 〨代表〺 草野完也〩

〨〱〮〱〮〱〩

ち〮 ぁ〰〲 太陽嵐の発生機構の解明と予測

ぢ〮 〨代表〩一本潔

っ〮 平成〲〷年ほ〳〱年総額 〱〲〵〬〴〰〰〬〰〰〰円 〨平成〳〱年度 〵〴〬〰〰〰〬〰〰〰円〩

〨〱〮〱〮〲〩

ち〮 ぁ〰〴 太陽周期活動の予測とその地球環境影響の解明

ぢ〮 〨代表〩余田成男、〨分担〩浅井歩

っ〮 〲〰〱〹〨平成〳〱〩年度〺 〱〬〲〰〰〬〰〰〰円〨浅井分配分〩

〨〱〮〱〮〳〩

ち〮 ぁ〰〴 太陽周期活動の予測とその地球環境影響の解明

ぢ〮 〨代表〩余田成男、〨分担〩上野悟

っ〮 〲〰〱〹〨平成〳〱〩年度〺 〳〬〰〵〰〬〰〰〰円

〨〱〮〲〩 基盤研究

〨〱〮〲〮〱〩 基盤研究 〨ぁ〩

ち〮 分割主鏡望遠鏡での直接撮像による木星類似型太陽系外惑星の特性観測

ぢ〮〨代表〩長田哲也、〨分担〩山本広大

っ〮 〲〰〱〸〭〲〰〲〰年度〨総額 〴〳〬〸〱〰〬〰〰〰円〩〺 〲〰〱〹年度 〲〴〬〴〴〰〬〰〰〰円

〨〱〮〲〮〲〩 基盤研究〨あ〩

ち〮 極限補償光学のための高空間・時間分解能を持つ点回折干渉型波面センサの開発

ぢ〮 木野勝

っ〮 平成〲〸年度ほ〳〱年度〨総額 〱〳〬〷〰〰〬〰〰〰円〩 平成〳〱年度 〶〰〰〬〰〰〰円

〨〱〮〲〮〳〩 基盤研究〨ぃ〩

ち〮 分割主鏡式天体望遠鏡の相対位置制御アルゴリズム

ぢ〮 〨代表〩軸屋一郎、〨分担〩木野勝

っ〮 平成〳〰年度ほ〳〲年度〨総額 〴〬〴〲〰〬〰〰〰円〩 平成〳〱年度 〱〰〰〬〰〰〰円〨木野分配分〩

〨〱〮〲〮〴〩 基盤研究〨ぃ〩

ち〮 惑星状星雲の多波長三次元分光データ解析による恒星風質量放出の解明

ぢ〮 〨代表〩大塚雅昭

っ〮 平成〳〱年 〴月 〭 令和〴年度 〳月総額 〳〬〳〸〰〬〰〰〰 円〬 平成〳〱年度 〱〬〲〰〰〬〰〰〰円

〳〰



〨〱〮〳〩 特別研究員奨励費

〨〱〮〳〮〱〩 特別研究員奨励費〨いぃ〩

ち〮 太陽スピキュール観測で探るコロナ加熱〺 波動は加熱に寄与しているか

ぢ〮 鄭祥子

っ〮 〹〰〰〬〰〰〰円

〨〱〮〳〮〲〩 特別研究員奨励費〨いぃ〩

ち〮 太陽彩層加熱現象の究明に向けた磁気流体波散逸機構の数値モデリング

ぢ〮 坂上峻仁

っ〮 〹〰〰〬〰〰〰 円

〨〱〮〳〮〳〩 特別研究員奨励費〨いぃ〩

ち〮 恒星観測から迫る、太陽・恒星の磁気活動性の統一的理解

ぢ〮 行方宏介

っ〮 〱〬〰〰〰〬〰〰〰 円

〨〱〮〴〩 若手研究者海外挑戦プログラム

ち〮 太陽・恒星フレアでの白色光放射のモデリング

ぢ〮 行方宏介

っ〮 〱〬〴〰〰〬〰〰〰 円

〨〱〮〵〩 ひらめきときめきサイエンスようこそ大学の研究室へ かぁかぅぎえぉ

ち〮 太陽活動のなぞを探る

ぢ〮 浅井歩

っ〮 〵〰〰〬〰〰〰円

〨〱〮〶〩 二国間交流事業協同研究

ち〮 太陽彩層画像の日印統合データベースから探る太陽紫外線放射の長期変動

ぢ〮 〨代表〩 浅井歩

っ〮 〹〸〰〬〰〰〰 円

〨〲〩 京都大学

〨〲〮〱〩 総長裁量経費

ち〮 天文台施設を活かした教育研究の情報発信事業

っ〮 〴〬〶〰〰〬〰〰〰 円

〨〲〮〲〩 教育研究振興財団助成金

ち〮 直線偏光度を用いた太陽系小天体の表層粒径を推定する手法の確立

ぢ〮 〨代表〩 黒田大介

っ〮 〱〬〰〰〰〬〰〰〰 円

〨〳〩 国立天文台　

〨〳〮〱〩 国立天文台委託研究〨大学支援〩経費

ち〮 太陽観測を通したペルーとの天文学学術交流：太陽分光器とコロナグラフの研究教育への活用

ぢ〮 〨代表〩 柴田一成

っ〮 〱〬〰〰〰〬〰〰〰 円

〳〱



〨〴〩 名古屋大学宇宙地球環境研究所

〨〴〮〱〩 計算機利用共同研究

ち〮 高時間分解能の非線形フォースフリー磁場計算によるきえい 不安定性発達の研究

ぢ〮 永田伸一

〨〵〩 光・赤外線天文学大学間連携事業

ち〮 大学間連携による光・赤外線天文学研究教育拠点のネットワーク構築事業

ぢ〮 柴田一成

っ〮 〱〴〬〵〰〰〬〰〰〰円

6 教育活動

6.1 京都大学大学院理学研究科

講義

〱〮 太陽物理学ぉ 〺 一本潔 〨隔年、〲〰〱〹年度は開講せず〩

〲〮 太陽物理学ぉぉ 〺 浅井歩 〨後期、金曜〲限〩

〳〮 天体電磁流体力学 〺 柴田一成 〨前期、水曜〲限〩

ゼミナール

〱〮 太陽物理学ゼミナール 〨修士課程及び博士課程〩 〺

柴田一成、一本潔、上野悟、永田伸一、磯部洋明、浅井歩

〲〮 太陽・宇宙プラズマ物理学ゼミナール 〨同上〩 〺 柴田一成

〳〮 銀河物理学ゼミナール〨同上〩 〺 木野勝

〴〮 宇宙物理学ゼミナール〨同上〩 〺 全教員

学位

• 博士学位〨令和〲年〳月授与〩

鄭祥子

「こばづっぴひはびっはばどっ こぴふつどづび はて ぴとづ いべのちねどっ こはぬちひ ぃとひはねはびばとづひづ〺 こばどっふぬづび ちのつ うぬちひづび」

いづのどび〬 ぐちぶづぬ ぃちぢづぺちび えふちねちの

「いべのちねどっ ぅぶはぬふぴどはの はて ぅへばぬはびどぶづ ぅぶづのぴび はの ぴとづ こふの〺 いどちでのはびぴどっび さびどので えαくぢびづひぶちぴどはのび」

• 修士学位〨令和〲年〳月授与〩

木原孝輔

「宇宙天気予報システムの構築に向けた、深層学習と統計的手法による太陽諸現象の解析」

古谷侑士

「太陽光球ジェットに関する数値的研究」

山崎大輝

「飛騨天文台こきぁげご望遠鏡偏光キャリブレーションと活動領域〱〲〶〷〳の太陽フレア発生機構の

研究」

〳〲



大学院横断型教育科目群

総合生存学館

宇宙学 〨後期、木曜〱限〩〺 山敷庸亮、磯部洋明、浅井歩

水惑星・地球〨前期、水曜〳限〩〺 山敷庸亮、浅井歩

6.2 京都大学理学部

担当授業科目

〱〮 物理学基礎論あ 〨電磁気学入門〩 〨全学共通科目 〱回生向け理学部〩〺

〨後期〺 月曜〴限〩 柴田一成

〲〮 ぉがぁこセミナー活動する宇宙 〨全学共通科目 〱回生向け〩〺

〨前期〺 水曜〵限〩 嶺重慎、柴田一成

〳〮 ぉがぁこセミナー太陽の活動を観てみよう 〨全学共通科目 〱回生向け〩〺

〨前期〺 水曜〲限〩 一本潔、上野悟、浅井歩

〴〮 宇宙科学入門 〨全学共通科目〩〺

リレー講義 〨前期〬後期〺 水曜〴限〬〵限〩

「惑星と生命」柴田一成〨〴月〱〰日、〱〰月〹日〩

「太陽の謎」浅井歩〨〴月〱〷日、〱〰月〲日〩

〵〮 プラズマ科学入門 〨全学共通科目〩〺 リレー講義 〨後期〺 水曜〴限〩

柴田一成〨〱月〱〵日、〱月〲〲日〩

〶〮 天体観測実習 〨全学共通科目 〱〬〲回生向け〩〺 〨〹月〱〷日ほ〲〰日〩 花山天文台

浅井歩

〷〮 天体観測実習 〨全学共通科目 〱〬〲回生向け〩〺 〨〹月〱〶日ほ〲〰日〩 飛騨天文台

野上大作、上野悟、永田伸一

〸〮 基礎宇宙物理学ぉぉ 〨電磁流体力学入門〩 〨理学部 〳回生向け〩〺

〨前期〺 水曜〴限〩 柴田一成

〹〮 太陽物理学 〨理学部 〳回生向け〩〺 〨後期〺 水曜〲限〩

一本潔、浅井歩

〱〰〮 現代物理学 〨理学部 〳回生向け〩〺 リレー講義 〨後期〺 火曜〴限〬 〱〰月〸日〩

星に関する激しい天体現象

「活動する太陽の最新像」一本潔

「宇宙天気と宇宙気候」浅井歩

〱〱〮 物理科学課題演習 ぃ〮宇宙物理 ぃ〴 〨活動する太陽〩 〨理学部 〳回生向け〩〺

〨後期〺水曜〳〭〵限〩 一本潔、浅井歩、永田伸一

〱〲〮 物理科学課題研究 こ〮宇宙科学 こ〲 〨太陽〩 〨理学部 〴回生向け〩〺

〨木曜〲限〩 柴田一成、一本潔、浅井歩、上野悟、磯部洋明、山敷庸亮

〳〳



ローレンツ祭 〨〵月〱〷日〩

特別講義「アジア最大級〳〮〸ねせいめい望遠鏡」木野勝

太陽グループ「太陽研究への誘い」浅井歩

その他

＊京都大学オープンキャンパス〨〸月〹日〩

太陽研究グループの紹介　浅井歩、柴田一成

＊京都大学グローバルサイエンスキャンパス・高大接続科学教育ユニット〨ぅがぃぁこ〩

・平成〳〱年度基盤コース　宇宙地球〺 担当教員　浅井歩

7 営繕工事・災害復旧工事

7.1 飛騨天文台

2018年度

京大本郷宿舎改修工事〨〱号棟〲号棟〩

工事名〺「飛騨天文台〨本郷〩宿舎断熱改修工事」

宿舎利用者の冬期間快適性を向上させるための改修工事を実施した。 〱号棟・〲号棟は玄関、勝手

口、キッチン、リビングに内壁のない構造となっており、開放的ではあるが、冬期間の居住環境は非

常に悪く暖房器具を使用しても、げぃ構造であることと相まって非常に寒い環境となっている。今回内

部に間仕切り壁を設け、天井、壁面に現場発泡ウレタン吹き付け、樹脂ペア内窓を設け・施工を行い、

断熱性能を向上させた。

工事費：〳〬〵〲〰〬〸〰〰円　施工業者：和仁産業株式会社

2019年度

京大本郷宿舎改修工事〨〳号棟〩

工事名〺「飛騨天文台〨本郷〩宿舎断熱改修工事」

宿舎利用者の冬期間快適性を向上させるための改修工事を実施した。天井、壁面に現場発泡ウレタ

ン吹き付け、樹脂サッシ内窓を設け・施工を行い、断熱性能を向上させた。

工事費：〱〬〹〸〰〬〰〰〰円　施工業者：和仁産業株式会社

〨木村〩

〳〴



7.2 過去の営繕工事・改修工事(抜粋)

平成〳年〳月 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡塔体パネル一部修理工事

飛騨天文台〱〵ねドーム駆動装置更新工事

平成〷年〱〱月 落石防護ネット取設工事

平成〸年〳月 飛騨天文台〷ねドーム駆動機構等改修工事

平成〸年〱〱月 飛騨天文台研究棟及び管理宿泊棟外壁工等改修工事

平成〱〰年〱〰月 飛騨天文台光ケーブル敷設工事〨通信速度〳〸〴にぢばび〩

平成〱〱年〱〱月 花山天文台デジタル専用回線〨通信速度〱〲〸にぢばびから〱〮〵きぢばび〩

飛騨天文台研究棟、管理宿泊棟改修工事

飛騨天文台管理宿泊棟合併浄化槽敷設工事

飛騨天文台火災報知設備更新工事

平成〱〲年〹月 飛騨天文台デジタル通信回線ぉぎこ〱〵〰〰導入〨通信速度〱〮〵きぢばび〩

平成〱〳年〳月 飛騨天文台〶〵っね屈折望遠鏡〱〵ねドームスリット等改修工事

飛騨天文台ぐぃあ使用照明器具改修工事

飛騨天文台通信用電柱更新工事

平成〱〴年〳月 花山天文台建物等改修工事

平成〱〵年〱〱月 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡塔体冷却システム改修工事

飛騨天文台水源地埋設電源ケーブル改修工事

飛騨天文台三菱油圧式斜行型作業台フラップ等改修工事

平成〱〶年〱〱月 飛騨天文台厨房改修工事

平成〱〷年〷月 飛騨天文台〶〵っね屈折望遠鏡　観測棟電気室改修工事完了

平成〱〸年〳月 飛騨天文台データ通信高速化〨通信速度〱〰〰きぢばび〩

平成〱〸年〸月 花山天文台データ通信高速化〨通信速度〱ぇぢばび〩

平成〱〸年〱〱月 飛騨天文台〶〵っね屈折望遠鏡　観測棟屋根改修工事完了

飛騨天文台〶〵っね観測棟電気室電灯電源系統改修工事

平成〲〰年〱〲月 飛騨天文台研究棟耐震補強工事および機能改修工事

平成〲〱年〲月 飛騨天文台管理宿泊棟女子トイレ等増設工事

平成〲〲年〱〱月 管理宿泊棟等屋上防水工事完了

平成〲〳年〲月 花山天文台上水道ポンプ小屋、本館トイレ等改修工事

平成〲〴年〳月 花山天文台合併処理浄化槽設置工事

平成〲〴年〱〱月 飛騨天文台大型営繕工事〨〴件実施〩

平成〲〶年〱〱月 飛騨天文台電気室非常用自家発電機更新工事

平成〲〷年〳月 花山天文台新館暖房設備改修工事

平成〲〹年〳月 花山天文台本館他外壁等改修工事

〳〵



7.3 過去の災害復旧工事 (抜粋)

平成〱〱年〶月 飛騨天文台専用道路面流出災害

平成〱〱年〹月 飛騨天文台専用道法面崩落災害〨台風〲〳号〩

平成〱〴年〴月 飛騨天文台専用道流出災害

平成〱〶年〷月 飛騨天文台専用道法面崩落災害

平成〳〰年〷月 飛騨天文台専用道路肩崩落災害〨平成〳〰年〷月豪雨〩

〳〶



8 記念事業

8.1 花山天文台90周年記念式典・講演会

花山天文台は〱〹〲〹 年に設立されてから今年で〹〰周年を迎えました。初代台長の山本一清氏による

天文教育普及活動により、研究者のみの分野であった天文研究が一般の人々に拡がりアマチュア天文

学の聖地と言われるようになりました。この花山天文台を永く将来にわたって存続させ活用していく

ための、さまざまな事業を行うことを目的として、株式会社タダノのご厚意とご支援により、「一般財

団法人花山宇宙文化財団」が〲〰〱〹年〴月〱日に設立されました。記念式典は京都大学理学研究科附属天

文台長一本潔氏の挨拶で始まり、京都府副知事山下晃正氏、京都市副市長村上圭子氏、国立天文台副

台長渡部潤一氏、京都大学総長山極壽一氏、京都大学理学研究科長平島崇男氏に祝辞をいただきまし

た。

引き続き開催された講演会では、株式会社タダノ多田野宏一代表取締役社長、尾池和夫〨京都造形芸

術大学学長、花山宇宙文化財団理事長〩、柴田一成〨京都大学理学研究科附属天文台教授〩が講演しまし

た。そのあと多田野社長に一本天文台長より感謝状が贈呈され、尾池理事長より書家杭迫柏樹氏の手

になる尾池氏の句の短冊が手渡されました。

式典終了後、京大正門横のカフェレストランカンフォーラに場所を移して祝賀会が開かれ、尾池理

事長の挨拶に続いて東亜天文学会理事長山田義弘氏、国立天文台天文情報センター准教授縣秀彦氏か

ら祝辞をいただきました。大阪経済大学名誉教授久保田諄氏に乾杯の発声をしていただき、京都コン

ピュータ学院学院長長谷川靖子氏、認定ぎぐく法人花山星空ネットワーク理事長西村昌能氏から祝辞を

頂戴しました。そのあともたくさんの方からスピーチを頂き、楽しい雰囲気のなか記念撮影をしてお

開きとなりました。

〳〷



9 共同利用・協同観測・研究交流

9.1 ドームレス太陽望遠鏡(DST)

9.1.1 共同利用

京大以外の研究者への共同利用割り当て日数〺 計〶〹日間〨約〱〳週〩

利用者 〨実施順〩〺

野澤恵、宮良碧〨茨城大学〩、萩野〨国立天文台〩、北井〨立命館大〩他計〱〴日間

「狭帯域チューナブルフィルター〨さごう〳〲〩を用いたスピキュール観測」

萩野正興〨国立天文台〩他計〱日間

「国立天文台の光学フィルタの分光検定測定」

三浦則明、澁谷隆俊、板坂紀幸〨北見工業大学〩他計〸日間

「地表層補償光学系の動作実験とこがくいぁげデータ取得」

宮良碧〨茨城大学〩、遠藤〨明星大〩、他計〴日間

「液晶リオフィルタによる えづ 〱〰〸〳〰線撮像のための最適化とそれによる観測」

當村一朗〨大阪府立大学工業高専〩、川上新吾〨文科省初等中等教育局〩他計〱〱日間

「〲波長同時高速〲次元分光による光球～彩層ダイナミクスの観測」

北井礼三郎〨立命館大学〩、き〮 ぁびでちひど〭ごちひでとど〨ハーバード・スミソニアン天体物理学

センター〩他計〵日間

「彩層プラージュの加熱とジェット」

萩野正興、末松芳法〨国立天文台〩、宮良碧〨茨城大〩他計〱〰日間

「エタロン・フィルターを用いた太陽彩層偏光観測」

末松芳法〨国立天文台〩他計〵日間

「太陽〲次元面分光観測装置による彩層活動領域の分光観測」

花岡庸一郎、森田諭〨国立天文台〩他計〶日間

「え〲げぇ赤外カメラによる偏光データ取得試験」

三浦則明〨北見工業大学〩 計〵日間

「常設補償光学装置の性能向上試験」

9.1.2 他大学・学校向け観測教育実習

〨のべ 〱〰日〩

〳月〲〳日 ほ 〲〵日

理学系大学生のための太陽研究最前線体験ツアー参加学生らに対する太陽観測実習

〴月〲〲日 ほ 〲〶日

茨城大学〴年生〳名

〷月〱〰日

高山市立北稜中学校〱年 〳〰名

〸月〳日

こども天体観測教室〲〵名

〳〸



9.1.3 国際協同観測

〷月〲〱日 ほ 〷月〲〷日〬 〸月〱〲日 ほ 〸月〱〷日

えどつち〭えぉぎくいぅ〭ぉげぉこ っちねばちどでの はぢびづひぶちぴどはの

〢スピキュールのダイナミクスとプロミネンス構造〢 〨ぉえくぐ〰〳〷〸〩

〷月〲〹日 ほ 〸月〰〲日

えどつち〭えぉぎくいぅ〭ぉげぉこ っちねばちどでの はぢびづひぶちぴどはの

〢彩層プラージの加熱とジェット〢 〨ぉえくぐ〰〳〶〲〩

9.2 せいめい望遠鏡運用状況

9.2.1 2019年セメスターA 採択プログラム一覧

〲〰〱〹年セメスターぁ〨〲月〲〸日〭〶月〱〵日〩においては、京大時間〳〰夜とぎぁくお共同利用時間〳〰夜のトー

タル〶〰夜を表〱と〲に記載されているプログラムに割り当てた。観測体制の整備と望遠鏡調整の下での

リスクシェア観測であった。そのため、〲〰〱〹ぁにおいては実施月毎の総観測時間、総観測割り当て時

間、観測実施率の平均値、プログラムの目標達成率の平均値、などの統計は行なっていない。

表〱〺 〲〰〱〹ぁ 京大時間採択プログラム一覧
クラシカル観測

ID PI タイトル

19A-K-0001 鳥羽儀樹(京大) 近傍超/高光度赤外線銀河のIFU 観測で探る銀河と超巨大ブラックホールの共進

化における銀河合体が果たした役割

19A-K-0002 Kyuseok Oh(京大) KOOL-BASS: Mapping nearby hard X-ray selected AGN using KOOLs-

IFU

19A-K-0003 前田啓一(京大) Follow-up Observations of Supernovae and Explosive Transients Classical

Mode

19A-K-0005 和田一馬(京大) CRTS(Catalina Real-time Transient Survey)の長期間変光データを用い

たChanging-Look Quasar探査

19A-K-0007 太田耕司(京大) Spectroscopic observations of the bright BROS sample

19A-K-0008 行方宏介(京大) M型フレア星ADLeoのスーパーフレアの連続分光観測:彩層放射の時間変化とフ

レアに伴うプラズマ噴出の検出

19A-K-0010 長尾崇史(京大) Explosion mechanism and geometry of core-collapse supernovae

19A-K-0012 木邑真理子(京大) 可視光スペクトル観測によるブラックホールX線連星ASASSN-18eyの軌道周期

と伴星のスペクトルタイプの測定

19A-K-0014 嶺重慎(京大)　 Measuring black hole masses of two super- Eddington accreting PG

quasars

19A-K-0018 泉浦秀行(NAOJ) シリケイト炭素星の炭素同位体比調査

ToO観測

ID PI タイトル

19A-K-0004 前田啓一(京大) Follow-up Observations of Supernovae and Explosive Transients II. ToO

Mode

19A-K-0006 太田耕司(京大) ショートGRBの即時フォローアップ分光観測

19A-K-0009 上田佳宏(京大) 全天X線監視装置MAXIか゛検出したX線連星のアウトバーストの分光モニタ

19A-K-0013 太田耕司(京大) IceCubeニュートリノ対応候補天体のフォローアップ分光観測

19A-K-0015 松林和也(京大) 重力波源電磁波対応天体の早期可視光分光フォローアップ観測

19A-K-0016 小路口直冬(京大) ER Ursae Minoris 型矮新星RZ Leonis Minoris の連続分光観測による軌道周

期の推定

19A-K-0017 田口健太(京大) 銀河系内の古典新星の増光直後の可視分光観測

19A-K-0019 磯貝桂介(京大) 連続分光観測による再増光現象中のWZSge型矮新星の円盤輝度分布の再構成

〳〹



表〲〺 〲〰〱〹ぁ ぎぁくお共同利用時間採択プログラム一覧
クラシカル観測

ID PI タイトル

19A-1-CN01 鳥羽儀樹(京大) 近傍超/高光度赤外線銀河のIFU観測で探る銀河と超巨大ブラックホールの共進化

における銀河合体が果たした役割

19A-1-CN03 八木雅文(NAOJ) 銀河団中の孤立した電離ガス雲の分光

19A-1-CN06 行方宏介(京大) M型フレア星ADLeoのスーパーフレアの連続分光観測：彩層放射の時間変化とフ

レアに伴うプラズマ噴出の検出

19A-1-CN07 前田啓一(京大) Follow-up Observations of Supernovae and Explosive Transients I. Clas-

sical Mode

19A-1-CN08 井上芳幸(理研) Unveiling Local Metallicity Environment of X-ray Binaries in M51

19A-1-CN09 Jian Jiang(IMPU) Spectroscopic Follow-up Observations for z < 0.1 Early-phase Type Ia

Supernovae Discovered by the HSC?Tomo-e Synergetic Transient Survey

19A-1-CN10 大塚雅昭(京大) Planetary Nebula Evolution for Galactic Archaeology by a Seimei Spec-

troscopic　Survey (PEGASS)

19A-1-CN11 太田耕司(京大) Spectroscopic observations of the bright BROS sample

19A-1-CN12 山下拓時(NAOJ) Extended Star Formation and Gas in ow in Nearby Luminous Mergers

ToO観測

ID PI タイトル

19A-1-CT01 前田啓一(京大) Follow-up Observations of Supernovae and Explosive Transients II. ToO

Mode

19A-1-CT03 諸隈智貴(東大) Spectroscopic Follow-up for Rapid Transients Discovered by Tomo-e

Gozen High-Cadence Transient Survey

19A-1-CT08 笹田真人(広大) 重力波源電磁波対応天体の早期可視光分光フォローアップ観測

19A-1-CT09 小路口直冬(京大) ER Ursae Minoris 型矮新星RZ Leonis Minoris の連続分光観測による軌道周

期の推定

19A-1-CT10 磯貝桂介(京大) 連続分光観測による再増光現象中のWZ Sge 型矮新星の円盤輝度分布の再構成

〴〰



9.2.2 2019年セメスターB 採択プログラム一覧

〲〰〱〹年セメスターあ〨〸月〱日〭〱〲月〲〱日〩においては、京大時間〶〰夜とぎぁくお共同利用時間〶〰夜のトー

タル〱〲〰夜を表〳と〴に記載されているプログラムに割り当てた。実施月毎の総観測時間、総観測割り

当て時間、観測実施率の平均値、プログラムの目標達成率の平均値は表〵に示してある。

表〳〺 〲〰〱〹あ 京大時間採択プログラム一覧
クラシカル観測

ID PI タイトル

19B-K-0001 鳥羽儀樹(京大) 近傍超/高光度赤外線銀河のIFU観測で探る銀河と超巨大ブラックホールの共進化

19B-K-0002 前田啓一(京大) Follow-up Observations of Supernovae and Explosive Transients I. Clas-

sical Mode

19B-K-0004 和田一馬(京大) CRTS(Catalina Real-time Transient Survey)の長期間変光データを用い

たCLQ探査

19B-K-0006 行方宏介(京大) M型フレア星EVLacのスーパーフレアの彩層放射の連続分光観測 - 可視測光衛

星TESSとの同時観測

19B-K-0010 松林和也(京大) 色指数で選出した超低金属量銀河候補天体の分光観測

19B-K-0012 小路口直冬(京大) IW Andromedae型矮新星の連続分光観測による軌道周期の推定

19B-K-0014 大塚雅昭(京大) Planetary Nebula Evolution for Galactic Archaeology by a Seimei Spec-

troscopic Survey (PEGASS)

19B-K-0015 名越俊平(京大) Reverberation Mapping of Super-Eddington Active Galactic Nuclei

19B-K-0016 Kyuseok Oh (京大) Host galaxy - AGN connection revealed by KOOLs-IFU

ToO観測

ID PI タイトル

19B-K-0003 前田啓一(京大) Follow-up Observations of Supernovae and Explosive Transients II. ToO

Mode

19B-K-0005 磯貝桂介(京大) 連続分光観測によるWZ Sge型矮新星の円盤輝度分布の再構成

19B-K-0007 上田佳宏(京大) 全天X線監視装置MAXIが検出したX線連星のアウトバーストの分光モニタ

19B-K-0008 田口健太(京大) 銀河系内の古典新星の増光直後の可視分光観測

19B-K-0009 松林和也(京大) 重力波源電磁波対応天体の早期可視光分光フォローアップ観測

19B-K-0011 太田耕司(京大) ショートGRBの即時フォローアップ分光観測

19B-K-0013 山中雅之(京大) IceCubeニュートリノ対応候補天体のフォローアップ分光観測

〴〱



表〴〺 〲〰〱〹あ ぎぁくお共同利用時間採択プログラム一覧
クラシカル観測

ID PI タイトル

19B-N-CN01 鳥羽儀樹(京大) 近傍超/高光度赤外線銀河のIFU観測で探る銀河と超巨大ブラックホールの共進化

における銀河合体が果たした役割II

19B-N-CN02 前田啓一(京大) Follow-up Observations of Supernovae and Explosive Transients I.

19B-N-CN04 井上芳幸(理研) Unveiling Local Metallicity Environment of X-ray Binaries in M 33

19B-N-CN05 行方宏介(京大) M型フレア星EV Lac のスーパーフレアの彩層放射の連続分光観測 -可視測光衛

星TESSとの同時観測

19B-N-CN06 山下拓時(NAOJ) Extended Star Formation in Nearby Luminous Mergers

19B-N-CN07 大塚雅昭(京大) Planetary Nebula Evolution for Galactic Archaeology by a Seimei Survey

(PEGASS)

19B-N-CN08 新沼浩太郎(山口大) 未同定ガンマ線源対応AGN候補天体の同定・距離決定

ToO観測

ID PI タイトル

19B-N-CT01 前田啓一(京大) Follow-up Observations of Supernovae and Explosive Transients II. ToO

Mode

19B-N-CT02 田口健太(京大) 銀河系内の古典新星の増光直後の可視分光観測

19B-N-CT03 山中雅之(京大) IceCube ニュートリノ対応候補天体のフォローアップ分光観測

19B-N-CT04 諸隈智貴(東大) Spectroscopic Follow-up for Rapid Transients Discovered by Tomo-e

19B-N-CT05 笹田真人(広大) 重力波源電磁波対応天体の早期可視光分光フォローアップ観測

19B-N-CT06 笹田真人(広大) ガンマ線で増光したブレーザーの可視光分光観測によるジェット駆動機構の解明

19B-N-CT07 志達めぐみ(愛媛大) 全天X 線監視装置MAXI が検出したX 線連星のアウトバーストの分光モニタ

表〵〺 〲〰〱〹あのまとめ〮 観測実施率の平均値 〽 〨総観測時間〩〯〨総観測割り当て時間〩〮 目標達成率はぐぉに

よる評価〮

月 総観測時間 総観測割り当て時間 観測実施率の平均値 目標達成率の平均値

　 〨とはふひび〩 〨とはふひび〩 〨〥〩 〨〥〩

〸 〷〷〮〰 〲〲〷〮〰 〲〸〮〴 〳〵〮〵

〹 〱〱〴〮〵 〲〹〶〮〵 〴〵〮〴 〳〹〮〲

〱〰 〱〲〷〮〵 〳〰〰〮〵 〴〱〮〸 〴〵〮〰

〱〱 〱〷〳〮〵 〳〱〲〮〰 〵〶〮〳 〷〴〮〸

〱〲 〱〰〶〮〰 〲〲〴〮〰 〵〱〮〳 〵〴〮〷

〴〲



9.3 外国人及び外国在住日本人研究者来訪

・きちひどち ざどっぴはひどち ぇふぴどづひひづぺ ぅびっちぴづ

ブエノスアイレス大学〨ブラジル〩

〱月〱〴日ほ〲月〱〶日〨京都、飛騨〩

ぐこごぅぐ国際共同研究、うきご 〦 こきぁげごデータ解析ワークショップ

・かちひぬち うひちのっとづびっち がはばづぺ ぁひちふなは

ペルー国立イカ大学〨ペルー〩

〲月〴日ほ〲月〱〶日〨京都、飛騨〩

京大こぐぉげぉごこ事業による研究リーダー養成研修、

うきご 〦 こきぁげごデータ解析ワークショップ　　

・ぁとねづつ ぁ〮 ぉぢひちとどね ぁ〮 ぁぢつちぬぬち

キングサウード大学〨エジプト〩

〲月〴日ほ〲月〱〳日〨京都〩

京大こぐぉげぉごこ事業による国際共同研究、うきご 〦 こきぁげごデータ解析ワークショップ

・いづばちのにち あちのづひなづづ

ぉのつどちの ぉのびぴどぴふぴづ はて ぁびぴひはばとべびどっび 〨ぉぉぁ〩 〨インド〩

〸月〲〹日ほ〹月〱日〨京都、飛騨〩

かはつちどにちのちぬ観測所のぃちぉぉ乾板に関する研究打ち合わせ

・おちのち かちびばちひはぶち

くのつひづなはぶ天文台〨チェコ〩

〹月〷日ほ〱〳日〨京都〩

セミナー〨〹〯〹〩きはつづぬぬどので はて びはぬちひ 」ちひづ ばひはっづびびづび ぷどぴと のはの〭がごぅ げえい っはつづ うがぁげぉじ

・きちのふづぬ ぃはぬぬちつはび

ぉのびぴどぴふぴは つづ ぁびぴひはて〓【びどっち つづ ぃちのちひどちび 〨スペイン〩

〹月〲〴日ほ〲〷日〨京都、飛騨〩

ぅこご及びぐちひぴどちぬぬべ どはのどぺづつ ばぬちびねちに関する議論

・ぐづぴひ えづどのぺづぬ

ぃぺづっと ぁっちつづねべ はて こっどづのっづび 〨チェコ〩

〱〱月〴日ほ〱〵日〨京都〩

研究打ち合わせ

・こぴちのどびぬちぶ ぇふのちひ

ぁびぴひはのはねどっちぬ ぉのびぴどぴふぴづ〬 ごとづ ぃぺづっと ぁっちつづねべ はて こっどづのっづび

〱〱月〱〱日ほ〲〲日〨京都〩

セミナー〨〱〱〯〱〴〩きはつづぬぬどので はて づのぴどひづ ばひはねどのづのっづび ぷどぴと ぴとづどひ ねふぬぴどばぬづ 「のづ びぴひふっぴふひづび〺

ぴとづ 〳い しとはぬづ〭ぐひはねどのづのっづ うどのづ こぴひふっぴふひづ ねはつづぬび

・あちひぢちひち ぐづひひど

ぉぁこ〨くひびちべ、フランス〩

〱〲月〱〰日〨京都〩

セミナーごとづ つべのちねは〭ぷどのつ てづづつぢちっに ぬははば 〺 ぁびびづびびどので ぴとづどひ のはの〭ぬどのづちひ どのぴづひばぬちべ

〴〳



9.4 海外渡航

・鄭祥子〺 〲月〷日ほ〳月〸日オンジェヨフ 〨チェコ〩

くのつひづなはぶ くぢびづひぶちぴはひべ〬 ぃぺづっと ぁっちつづねべ はて こっどづのっづび〬 ぃぺづっとにて

ぐづぴひ えづどのぺづぬ〬 おちのち かちびばちひはぶち〬 こぴちの ぇふのちひ〬 おどひど こぴづばとちのらと共同研究

・行方宏介〺 〳月〴日ほ〸日ロサンゼルス 〨アメリカ〩

国際学会 かづばぬづひ 〦 か〲 こっどづのっづ ぃはのてづひづのっづ ざ に参加、発表

・関大吉〺 〴月ほ〨〲〰〲〰年〳月〩 ケンブリッジ（英国）

ケンブリッジ大学応用数学理論物理学研究科に客員研究員として滞在

・鄭祥子〺 〵月〲〱日ほ〶月〲〱日オンジェヨフ 〨チェコ〩

くのつひづなはぶ くぢびづひぶちぴはひべ〬 ぃぺづっと ぁっちつづねべ はて こっどづのっづび〬 ぃぺづっとにて

ぐづぴひ えづどのぺづぬ〬 おちのち かちびばちひはぶち〬 こぴちの ぇふのちひ〬 おどひど こぴづばとちのらと共同研究

・行方宏介〺 〵月〲〹日ほ〹月〱〰日ボールダー 〨アメリカ〩

ぁつちね かはぷちぬびにど氏と共同研究、及びセミナー発表、及び

国際学会こえぉぎぅ ねづづぴどのでに参加、発表

・坂上峻仁〺 〶月〲日ほ〶月〷日マヨルカ島 〨スペイン〩

国際会議 ぐぉぐぁ 〲〰〱〹 にて発表

・大辻賢一〺 〶月〳日ほ〶月〹日 ぎちぴどはのちぬ こはぬちひ くぢびづひぶちぴはひべ 〨コロラド州ボルダー市〩

〱びぴ ぎぃこぐ いちぴち ごひちどのどので しはひにびとはばに参加し、いかぉこごの観測プランについて

議論を交わし、より効率的かつ先進的な観測提案を作成するため。

・坂上峻仁〺 〶月〷日ほ〶月〱〶日リエージュ 〨ベルギー〩

国際会議 ごげぁぐぐぉこご〭〱 ぃはのてづひづのっづ にて発表

・一本潔〺 〶月〱〲日ほ〶月〱〴日 かはのなどちね 〨韓国〩

コロナグラフ研究会「ぐひはでひづびび はて びはぬちひ ばひはなづっぴび どの おちばちの ちのつ

てふぴふひづ っはぬぬちぢはひちぴどはの ぷどぴと かはひづち」に参加、発表

・上野悟〺 〶月〲〰日ほ〶月〲〹日（サウジアラビア）

キングサウード大学フレア監視望遠鏡の整備、データ整理、研究打ち合わせ

・浅井歩〺 〷月〲〱日ほ〲〴日北京、正ジョウ白旗〨中国〩

セミナー参加および、太陽電波干渉計きさこぅげの見学

・坂上峻仁〺 〸月〱〸日ほ〸月〲〵日ウィーン 〨オーストリア〩

国際会議 こぴちひび ちのつ ぴとづどひ ざちひどちぢどぬどぴべ〬 くぢびづひぶづつ てひはね こばちっづ にて発表

・山崎大輝〺 〸月〲〶日ほ〳〰日ゲッティンゲン〨ドイツ〩

マックスプランク太陽系研究所にて開催のこはぬちひ ぐはぬちひどぺちぴどはの しはひにびとはば 〹に

参加、発表

・いづのどび ぃちぢづぺちび〺 〱〰月〱〴日ほ〲〸日オンジェヨフ〨チェコ〩

くのつひづなはぶ くぢびづひぶちぴはひべにてぐづぴひ えづどのぺづぬ氏と議論

・柴田一成〺 〱〱月〱〶日ほ〲〲日クチン〨マレーシア〩

ぁびどち ぐちっど「っ ぐとべびどっび ぃはのてづひづのっづ〨ぁぐぐぃ〱〴〩に出席

チャンドラセカール賞受賞式

〴〴



・大塚雅昭〺 〱〲月〷日ほ〱〲日ブルージュ〨ベルギー〩　

研究打ち合わせ〨共同研究者〺 いひ〮 ごはびとどべち さづぴち〬 いひ〮 かちぴひどのち ぅへぴづひ〩

・大塚雅昭〺 〱〲月〱〳日ほ〲〱日ライデン 〨オランダ〩

研究ワークショップ しはひにぐぬちぎこ ぉぉ に参加・発表〨招待〩

9.5 研究会

天文台主催・共催

〱〮 第〱〲回宇宙総合学研究ユニットシンポジウム

「人類は宇宙社会をつくれるか？ ほ宇宙教育を通じた挑戦ほ」

〲月〹日ほ〱〰日〨京都大学〩

〲〮 太陽研連シンポジウム

「太陽系科学の中での太陽研究の将来展望」

〲月〱〸日ほ〲〰日〨名古屋大学〩

〳〮 〲〰〱〹年度せいめいユーザーズミーティング〨第〲〹回光赤外ユーザーズミーティング〩

〸月〷日ほ〸日〨京都大学〩

その他のLOC, SOC, Chair, 司会, 世話人担当

・うきご 〦 こきぁげごデータ解析ワークショップ

〲月〴日ほ〲月〱〲日〨京都大学〩

世話人〨上野悟、大辻賢一〩

・えどのはつづ〭〱〳〯ぉぐぅがこ 〲〰〱〹

〹月〲日ほ〶日〨ごはにべは〬 おちばちの〩

ぐぬづのちひべ びづびびどはの〺 きちでのづぴどっ ひづっはののづっぴどはの 〨ぉぴは えちぬぬ〩

こづびびどはの ぃとちどひ〺 かちぺふのちひど ことどぢちぴち

・太陽観測データにおける特徴検出ワークショップ〲〰〱〹

〹月〱〷日ほ〹月〱〹日〨関西学院大学〩

世話人〺 大辻賢一他

・宇治リコネクションワークショップ 〲〰〱〹

〨第〴〰〱回生存圏シンポジウム兼太陽圏物理研究会第〵回研究集会〩

〱〰月〲〲日〨熊本大学〩

河村聡人〨世話人、座長〩

・面分光研究会〲〰〱〹 ほ 新面分光装置で花開く新しいサイエンスほ

〱〰月〲〹日ほ〳〰日〨国立天文台〩

世話人〺 松林和也、大塚雅昭

〴〵



9.6 各種委員

学内

〱〮 理学部将来計画委員会委員〺 柴田一成

〲〮 理学部教育委員会委員〺 浅井歩

〳〮 理学部教育委員会教務委員会委員〺 浅井歩

〴〮 理学部環境・安全委員会委員〺 浅井歩

〵〮 理学研究科情報セキュリティー委員会委員〺 一本潔

〶〮 理学部技術部委員会〺 一本潔

〷〮 理学部広報小委員会委員〺 上野悟

〸〮 理学部プロジェクトスペース委員会委員〺 木野勝

〹〮 〨専攻教育委員会〩院入試制度小委員会委員〺 浅井歩

〱〰〮 四号館管理運営委員会委員〺 浅井歩

〱〱〮 かさぉぎこ将来構想検討しぇ〺 永田伸一

学外

〱〮 日本学術会議第〲〴期地球惑星科学国際連携分科会・

こぃくこごぅぐ〭こごぐぐ小委員会委員〺 上野悟

〲〮 日本学術会議連携会員〨第〲〴ほ〲〵期〩〺 浅井歩

〳〮 日本天文学会会長〺 柴田一成〨〶月まで〩

〴〮 日本天文学会代議員〺 柴田一成

〵〮 日本天文学会男女共同参画委員会委員〺 浅井歩

〶〮 日本天文学会欧文研究報告〨ぐぁこお〩編集委員会編集委員〺 永田伸一

〷〮 日本天文学会天文教育委員会委員〺 石井貴子

〸〮 日本天文学会天文月報編集委員会委員〺 上野悟〨〶月まで〩

〹〮 国立天文台運営委員会委員〺 一本潔　

〱〰〮 国立天文台野辺山電波偏波計運営委員〺 一本潔

〱〱〮 名古屋大学宇宙地球環境研究所

　 総合解析専門委員会委員〺 浅井歩

〱〲〮 太陽研究者連絡会運営委員〺 一本潔、浅井歩

〱〳〮 新学術「太陽地球圏環境予測ぐこごぅぐ」・広報委員〺 浅井歩

〱〴〮 おこぐこ研究開発専門委員会「多様性をイノベーションに繋ぐ要因の研究と

新たな評価法の提案」委員〺 浅井歩

〱〵〮 天文教育普及研究会 きどぴちにち ワーキンググループ〺 河村聡人

〱〶〮 国際誌 こはぬちひ ぐとべびどっび 〨こばひどのでづひ〩〬 づつどぴはひどちぬ ぢはちひつ ねづねぢづひ〺 柴田一成

〱〷〮 国際誌 げづぶどづぷび はて きはつづひの ぐぬちびねち ぐとべびどっび〬 っとどづて づつどぴはひ てはひ ぴとづ 「づぬつ はて

びはぬちひ ちのつ ちびぴひはばとべびどっちぬ ばぬちびねち ばとべびどっび〺 柴田一成

〱〸〮 国際天文連合〨ぉぁさ〩委員会ぅ〲 〨こはぬちひ ぁっぴどぶどぴべ〩の組織委員〨くぃ〩〺 浅井歩

〴〶



10 アウトリーチ

10.1 見学・実習

10.1.1 花山天文台

〨小中学生、高校生〩 約〸〰〰名

〱〮 滋賀比叡山高校 〨〳月〱〲日〩 〱〵名、教員 〲名

〲〮 筑波大学附属高校 〨〵月〲〳日〩 〴名、引率 〱名

〳〮 朝日新聞企画中学生取材〨〵月〲〳日〩 〲名、引率 〲名

〴〮 北関東女子高　〨〷月〲〵日〩 〱〲名、教員 〲名

〵〮 京都市青少年科学センター「未来のサイエンティスト養成講座」 〨〷月〳〰日〩 〲〰名

〶〮 ひらめきときめきサイエンス 〨〸月〱日〩 〲〱名

〷〮 兵庫　北摂三田高校 〨〸月〹日〩 〳〹名、教員〱名

〸〮 京大オープンキャンパス〨〸月〹日〩 〵名

〹〮 京都北陵高校 〨〱〰月〱〱日〩 〹名、教員 〱名

〱〰〮 ぅがぃぁこ 宇宙地球分野太陽観測実習〨〱〰月〱〹日、〱〱月〲日〩 〸名、〷名

〱〱〮 京都室町小学校〨〱〱月〵日〩 〴〲名、引率〳名

〱〲〮 京都朱雀第六小学校 〨〱〱月〵日〩 〳〰名、引率〲名

〱〳〮 京都伏見住吉小学校 〨〱〱月〵日〩 〶〰名、引率〳名

〱〴〮 京都朱雀第四小学校 〨〱〱月〶日〩 〴〰名、引率〳名

〱〵〮 京都嵐山東小学校 〨〱〱月〶日〩 〴〹名、引率〲名

〱〶〮 京都下鴨小学校 〨〱〱月〶日〩 〶〷名、引率〳名

〱〷〮 京都鞍馬小学校 〨〱〱月〶日〩 〱〰名、引率〳名

〱〸〮 京都朱雀第一小学校 〨〱〱月〷日〩 〸〰名、引率〴名

〱〹〮 京都池田小学校 〨〱〱月〷日〩 〴〶名、引率〳名

〲〰〮 京都稲荷小学校 〨〱〱月〸日〩 〲〴名、引率〲名

〲〱〮 京都陵ヶ岡小学校 〨〱〱月〸日〩 〶〱名、引率〳名

〲〲〮 女子中高生のための関西科学塾 〨〱〱月〱〰日〩 〸名

〲〳〮 京都洛北高校附属中学 〨〱〱月〲〶日〩 約〸〰名

〲〴〮 関西大倉高校 〨〱〲月〱〷日〩 〱〳名、教員 〱名

〨大学生、大学院生、専門学校生〩 約〱〵〰名

〱〮 京大 ぉがぁこセミナー「活動する宇宙」〨〵月〲〲日、〵月〲〹日〩 〶名

〲〮 京都デザイン専門学校 〨〶月〵日〩 〹〵名、教員〵名

〳〮 龍谷大学・同志社大学観望会 〨〷月〱〳日〩 〱〰名、教員〱名

〴〮 京大 ぉがぁこセミナー「宇宙の観測〴〰〰年の歴史」〨〷月〲〹日〩 〴名、ごぁ 〱名、教員 〱名

〵〮 京大 ぉがぁこセミナー「有人宇宙学」実習〨〹月〹日ほ〱〴日〩 約〱〰名

〶〮 京大全学共通科目天体観測実習 〨〹月〱〷日ほ〲〰日〩 〷名

〷〮 京大国際高等研究院撮影取材 〨〹月〲〴日〩 〵名

〸〮 京都府立大学地学実習 〨〱〰月〳〱日〩 〴名、教員〱名

〴〷



〨一般大人〦子供〩 〷〳〷名

〱〮 ぎぐく法人花山星空ネットワーク観望会〨〴月〷日、〵月〱〱日、〷月〲〷日、

〹月〱〴日、〱〰月〱〹日、〱〲月〲〶日〩 のべ 〵〱〷名

〲〮 天文台基金観望会〨〴月〱〲日、〵月〱〴日、〶月〱〱日、〷月〱〰日、〸月〸日、

〹月〹日、〱〰月〸日〩 のべ 〹〷名

〳〮 京都千年天文学街道「京大花山天文台ハイキングコース」

〨〷月〷日、〱〰月〲〱日〩 のべ〳〱名

〴〮 七夕講演会・観望会〨〷月〷日〩 〱〸名

〶〮 特別公開〨〱〰月〲〶日〩 〷〴名

〨一般大人〩 約〱〹〰名

〱〮 放送大学面接授業 〨〵月〱〱日ほ〱〲日〩 約〲〰名

〲〮 ぎえか京いちにち中継 〨〵月〱〶日〩 数名

〳〮 京都府教員研修 〨〷月〲〶日〩 〱〳名、スタッフ 〱〰名程度

〴〮 京都府商工労働観光部観光事業推進課主催の視察 〨〸月〱〹日〩 〹名

〵〮 ぉぃくき京都大会エクスカーション 〨〹月〶日〩 〴名

〶〮 特別観望会 〨〱〰月〲日〩 約〱〵名

〷〮 京都府地学教育研究会 〨〱〰月〱〰日〩 〸名

〸〮 台湾教育関係者京都府関係 〨〱〰月〲〹日〩 〱〰名

〹〮 ぎぐく法人花山星空ネットワーク天体観測指導者養成講座

〨〱〱月〹日、〱〱月〱〷日〩 のべ〴〰名

〱〰〮 京大思修館 ぅがぐ 〨〱〱月〱〶日〩 〱〷名

〱〱〮 株式会社タダノ中部支店見学 〨〱〲月〸日〩 〲〹名

〱〲〮 京都府私立中学高等学校理科研究会 〨〱〲月〱〰日〩 〹名

のべ約〱〸〷〰名

10.1.2 飛騨天文台

〨小中学生、高校生〩 約〲〴〰名

〱〮 高山市立北陵中学校 〨〷月〱〰日〩 約〳〰名

〲〮 富山高校 〨〷月〲〳日〩 約〷〰名

〳〮 岸和田高校 〨〷月〳〰日〩 約〲〵名

〴〮 高山市小中学生 〨〷月〳〰日〩 約〵〰名

〵〮 ぎぐく法人花山星空ネットワーク子ども飛騨天文台天体観測教室 〨〸月〲日ほ〴日〩 〲〵名

〶〮 高田高校 〨〸月〲〰日〩 〴〲名

〨大学生、大学院生〩 〵〵名

〱〮 京大 ぉがぁこセミナー「太陽の活動をみてみよう」合宿 〨〳月〶日ほ〸日〩 〳名、ごぁ 〱名

〲〮 理系大学生のための「太陽研究最前線体験ツアー」〨〳月〲〵日ほ〲〷日〩 〱〰名

〴〸



〳〮 京大新き〱見学会 〨〶月〱〵日ほ〱〶日〩 〱名

〴〮 京大 ぉがぁこセミナー「活動する宇宙」合宿 〨〸月〱〶日ほ〱〸日〩 〱〰名

〵〮 京大 ぉがぁこセミナー「太陽の活動をみてみよう」合宿 〨〸月〱〹日ほ〲〱日〩 〵名

〶〮 京都女子大 〨〸月〲〷日〩 〹名

〷〮 京大天体観測実習 〨〹月〱〶日ほ〲〰日〩 〱〱名

〸〮 京大理学部〲回生多波長偏光分光観測見学 〨〹月〲〱日ほ〲〲日〩〱名

〹〮 京大課題演習 ぃ〴 合宿 〨〱〱月〲日ほ〴日〩 〴名

〨一般大人〦子供〩

〱〮 特別公開 〨〸月〱〰日〩 〷〵名

〨一般大人〩 約〸〰名

〱〮 岐阜県庁、各務原航空宇宙博物館視察 〨〶月〴日〩 〴名

〲〮 高山市理科部会 〨〸月〷日〩 〱〸名

〳〮 阿武山倶楽部 〨〸月〲〴日〩 約〱〰名

〴〮 ぎぐく法人花山星空ネットワーク自然再発見ツアー〨〱〰月〵日ほ〷日〩 〲〵名

〵〮 放送大学面接授業 〨〱〱月〱〵日ほ〱〶日〩 約〲〰名

のべ約〴〵〰名

10.1.3 岡山天文台

〨大学生、大学院生、専門学校生〩 〴〱名

〱〮 岡山理科大学理学部応用物理学科 〨〳月〵日〩 〲〲名、教員 〳名

〲〮 岡山理科大学生物地球学科 〨〵月〱〷日〩 〱〶名

〨一般大人〦子供〩 約〴〲〰名

〱〮 寄附者向け見学会 〨〸月〲〴日〩 〱〸名

〲〮 特別公開 〨〱〰月〵日〩 約〴〰〰名

〨一般大人〩 約〱〵〰名

〱〮 古典新星研究会 〨〱月〲〰日〩 〶〭〷名

〲〮 三菱電機 〨〱月〲〴日〩 約〲〰名

〳〮 浅口市教員浅口の天文資源の教育活用検討しぇ 〨〲月〷日〩 〱〵名

〴〮 岡山県知事視察 〨〴月〹日〩 数名

〵〮 舞原さん 〨〵月〲〷日〩 〷名

〶〮 キャノン電子ほか 〨〶月〷日〩 数名

〷〮 変光星会議参加者 〨〶月〱〱日〩 〵名

〸〮 大阪大学プライム望遠鏡グループ 〨〶月〱〳日〩 〵名

〹〮 理カフェ 〨〷月〹日〩 〹名

〴〹



〱〰〮 おぁじぁ理事長ほか 〨〷月〱〸日〩 〲名

〱〱〮 岡山大学理学部化学学科くあ 〨〸月〱〹日〩 〷名

〱〲〮 京大理学研究科長ほか 〨〹月〲日〩 数名

〱〳〮 平塚市博物館 〨〹月〲〰日〩 〲名

〱〴〮 浅口市依頼オーストラリア教員 〨〱〰月〷日〩 〵名

〱〵〮 インドの超新星観測グループ 〨〱〰月〲〳日〩 〵名

〱〶〮 美星スペースガードセンター 〨〱〰月〲〴日〩 〵名

〱〷〮 地球型惑星の直接撮像装置ワークショップ〲〰〱〹 〨〱〱月〱〵日〩 十数名

〱〸〮 大学間連携のワークショップ 〨〱〲月〱日〩 十数名

〱〹〮 中国ジジュン市から政府代表団科学技術系の部門 〨〱〲月〱〶日〩〶名

〨岡山天文博物館イベント〩 〵〸〳名

〱〮 冬のこどもまつり 〨〱月〱〳日ほ〱〴日〩 計〱〲〰名

〲〮 浅口市長案内での中国人韓国客見学 〨〱月〱〴日〩 〲〵名

〳〮 せいめい望遠鏡見学ツアー 〨〸月から〱〲月〩 のべ〱〵〱名

〴〮 夏のこどもまつり 〨〸月〲〴日ほ〲〵日〩 〱〵〶名

〵〮 笠岡カブトガニ博物館 〨〸月〲〰日〩 〸名

〶〮 岸田敏志さんトーク＆ライブ 〨〱〱月〱〶日〩 〷〸名

〷〮 水島公民館 〨〱〲月〶日〩 〱〰名

〸〮 寄島中学 〨〱〲月〶日〩 〳〵名

ドーム内見学のべ約〱〲〰〰名

10.2 講演・出前授業など

出前授業 〶件

・〲月〶日、〲月〷日　京都市立京都工学院高等学校

『フロンティア地学』高大連携特別授業

「研究用観測データによる太陽についての学習」玉澤春史、鴨部麻衣

・〷月〱〲日　八幡市橋本小学校

「七夕と天の川」柴田一成

・〱〰月〲〳日　亀岡市立詳徳中学校

平成〳〰年度子どもの知的好奇心をくすぐる体験事業

「最新観測からわかった太陽の正体」浅井歩

・〱〱月〷日　洛北高校附属中学校

「太陽、地球、宇宙人」柴田一成

・〱〲月〱〱日　亀岡市立西別院小学校

平成〳〰年度子どもの知的好奇心をくすぐる体験事業

「大宇宙のロマンを語る」柴田一成

・〱〲月〱〸日　福知山市　雀部小学校

平成〳〰年度子どもの知的好奇心をくすぐる体験事業

〵〰



「太陽、地球、宇宙人」柴田一成

花山天文台での講演 〲〴件

・〴月〱〲日　基金観望会

「花山天文台へようこそ」「花山天文台の歴史とお宝」柴田一成

・〴月〷日　ぎぐく法人花山星空ネットワーク第〷〷回花山天体観望会「太陽」

「花山の山頂から太陽を見上げて」浅井歩

・〵月〱〱日ほ〱〲日　放送大学面接授業

「太陽と星の科学」柴田一成

・〵月〱〳日　基金観望会

「花山天文台へようこそ」「古事記と宇宙」柴田一成

・〷月〷日　全国同時七夕講演会

「七夕と天の川」柴田一成

・〷月〱〰日　基金観望会

「七夕と天の川」柴田一成

・〷月〲〵日　北関東女子高受入事業花山天文台見学会

「花山の山頂から太陽を見上げて」浅井歩

・〷月〳〰日　京都市青少年科学センター「未来のサイエンティスト夏季講座」

「大宇宙のロマンを語る」柴田一成

・〷月〳〰日　京都府教員研修

「太陽、地球、宇宙人」柴田一成

・〸月〱日　ひらめき☆ときめきサイエンス

「太陽のなぞを探る」浅井歩

・〸月〸日　基金観望会

「七夕と天の川」「木星と土星」柴田一成

・〸月〹日　摂津三田高校花山天文台見学会

「花山の山頂から太陽を見上げて」浅井歩

・〸月〹日　京都大学オープンキャンパス花山天文台見学会

「花山の山頂から太陽を見上げて」浅井歩

・〹月〶日　ぉぃくき づへっふひびどはのでの花山天文台見学会

「しづぬっはねづ ぴは かぷちびちの くぢびづひぶちぴはひべ」柴田一成

・〹月〹日　基金観望会

「花山天文台へようこそ」「木星と土星」柴田一成

・〱〰月〲日　特別観望会

「花山天文台へようこそ」「土星の最新像」柴田一成

・〱〰月〱〱日　北陵高校天文部花山天文台見学会

「花山天文台へようこそ」「花山天文台の歴史とお宝」

「太陽の脅威とスーパーフレア」柴田一成

・〱〰月〲〶日　花山天文台特別公開

「母なる星太陽の最新像　ほ花山天文台の太陽研究ほ」一本潔

「太陽のなぞを探る」浅井歩

〵〱



「花山天文台の歴史と将来」柴田一成

・〱〰月〲〹日　台湾教育関係者日本国内視察の一環での花山天文台見学会

〨京都府商工労働観光部観光政策課担当〩

「しづぬっはねづ ぴは かぷちびちの くぢびづひぶちぴはひべ」柴田一成

・〱〱月〱〰日　女子中高生のための関西科学塾 〲〰〱〹 実験い〭〹

「太陽の虹色を見てみよう」浅井歩

・〱〲月〱〰日　京都府私立中学高等学校理科研究会花山天文台見学会

「太陽の謎に迫る」浅井歩

・〱〲月〲〶日　ぎぐく法人花山星空ネットワーク第〸〲回花山天体観望会「部分日食」

「太陽のなぞをさぐる」浅井歩

飛騨天文台での講演 〳件

・〳月〲〲日　太陽研究最前線体験ツアー

「太陽を調べる光の目」一本潔

・〸月〱〰日　飛騨天文台特別公開

「母なる星太陽の最新像　ほ飛騨天文台の太陽研究ほ」一本潔

「太陽の脅威とスーパーフレア」柴田一成

岡山天文台での講演 〱件

・〱〰月〵日　岡山天文台特別公開

「せいめい望遠鏡の目指すサイエンス　ほ天体爆発現象とスーパーフレアほ」柴田一成

京大キャンパスでの講演など 〸件

・〲月〹日　宇宙ユニットシンポジウム

一日目の閉会の挨拶　柴田一成

・〵月〳〱日　京都大学女性教員懇話会セミナー〨京都大学総合研究〲号棟〩

「最新の天体画像で解き明かす宇宙と太陽のひみつ」浅井歩

・〶月〲日　花山天文台〹〰周年及び花山宇宙文化財団設立記念講演会

「花山天文台の歴史と将来」柴田一成

・ 〶月〵日　第〲〳回ぎぐく法人花山星空ネットワーク講演会〨理学部セミナーハウス〩

「太陽系の果て、マジでヤバい」有松亘

・〷月〱〹日　京都大学ぅがぐ講義〨橘会館〩

「太陽の脅威とスーパーフレア」「花山天文台の歴史と将来」柴田一成

・〱〱月〲〴日　花山天文台〹〰周年記念音楽映像祭

主催挨拶、古事記と宇宙の解説　柴田一成

トークショー〨柴田一成、喜多郎、岡野弘幹、磯部洋明、大野照文〩

・〱〲月〱日　第〹回京大宇宙落語会〨益川ホール〩

主催挨拶　柴田一成

トークショー〨柴田一成、佐藤文隆、桂福丸、渡辺あきら、磯部洋明〩

・〱〲月〱〴日　アストロトーク　（京大博物館）

「母なる星、太陽の謎を探る ほ最新の太陽観測からわかることほ」一本潔

〵〲



その他の一般向け講演など 〳〱件

・〱月〱〵日　京都こかすシニア大学〨京都府立京都学・歴彩館〩

「母なる太陽の真実と宇宙の天気」浅井歩

・〱月〱〸日　丸の内京大アカデミー　京大天文講話

「太陽と日食」一本潔

・〲月〱〵日　京大天文教室どの丸の内

「太陽活動と地球環境」柴田一成

・〲月〲〳日　科学維新塾（大阪大学中之島センター）

「アラバマ物語とボイジャーと〱〷〷〰年と私」河村聡人

・〳月〲〵日　タダノ創業〱〰〰周年記念講演会〨香川県〩

「我々はなぜ生まれたのか？　我々はどこに行くのか？

ほ最新太陽・恒星研究が明らかにした驚くべき仮説ほ」柴田一成

・〴月〴日　木曜サロン〨大阪ナレッジキャピタル〩

「とんでもなく面白い、爆発する宇宙 ほ太陽、宇宙、そしてその先へほ」柴田一成

・〴月〷日　岐阜県各務ヶ原航空宇宙博物館講演

「太陽のひみつを探ろう！」柴田一成

・〴月〲〸日　研究してみたマッドネス どの 超学会コレクション〲〰〱〹（千葉・幕張メッセ）

「昔の太陽を古文献で研究してみた」河村聡人

・〵月〱〰日　金曜天文講話〨キャンパスプラザ京都〩

「太陽フレアと宇宙天気予報」柴田一成

・〵月〲〶日　福島県郡山市ふれあい科学館講演

「太陽の脅威とスーパーフレア」柴田一成

・〵月〲〹日　京都大学地球惑星科学連合 おばぇさ 〲〰〱〹年大会

出展者ショートセミナー ぁ〱〲〨千葉・幕張メッセ〩

「京都大学地球惑星科学連合の紹介 ぎは〮〳 ほ宇宙ユニットほ」浅井歩

・〶月〱〵日　大阪府立豊中高校講演

「太陽の脅威とスーパーフレア」柴田一成

・〶月〲〲日　天体望遠鏡博物館 〨香川〩

「宇宙の測り方」一本潔

・〶月〲〹日　桜楓会講演〨京都リーガロイヤルホテル〩

「超新星と明月記」柴田一成

・〷月〳〱日　並木グループ〷月例会講演会〨ホテルオークラ〩

「太陽の脅威とスーパーフレア」柴田一成

・〸月〳日、〴日　こども科学博〨みやこメッセ〩　

「宇宙トークショー　見てみよう、聞いてみよう、太陽の不思議」柴田一成

タレントの黒田有彩さんと

・〸月〲〲日　京大宇宙落語会イン丸の内

開会あいさつ　柴田一成

第〲部トークショー

宇宙講演「明月記と超新星」柴田一成

〵〳



桂福丸〨司会〩、柴田一成、磯部洋明

・〸月〳〱日　京都造形芸術大学

通信教育部授業「天文学・地文学・人文学への階段」

「明月記と超新星」柴田一成

・〹月〲日　大阪府高齢者大学校「宇宙と生命の神秘へ遭遇する科」

「太陽と地球の関係（宇宙気候）」浅井歩

・〹月〷日　喜多郎コンサート〨静岡県三島市〩

「古事記と宇宙」柴田一成

・〹月〱〸日　第〱回宇宙落語会イン神戸新開地・喜楽館

トークショー〨柴田一成、桂福丸、ほか〩

・〱〰月〱〴日　京都造形芸術大学

「自然と芸術」〨全回生対象〩

「惑星と生命」柴田一成

・〱〰月〲〵日　大人のためのサイエンスレクチャー

〨岡山県生涯学習センター人と科学の未来館サイピア〩

「日本一の望遠鏡「せいめい」を支える新技術」木野勝

・〱〱月〳日　喜多郎コンサート〨奈良県天川村天河大弁才天社〩

「古事記と宇宙」の解説　柴田一成

・〱〱月〹日　第〷回　星のソムリエ講座「宇宙はどんな世界」〨キャンパスプラザ京都〩

「京都大学花山天文台と太陽観測 ほ太陽黒点の緯度ほ」玉澤春史、鴨部麻衣　

・〱〱月〱〶日　高野山大学小川修平記念講演会 〨大阪〩

「太陽の脅威とスーパーフレア」柴田一成

・〱〲月〱〲日　ぁぇか 〨ぁひぴ ぇひどつ かべはぴは〩サロン〨ぃちてづ おどのぴち〩

夕食しながらトーク　柴田一成

・〱〲月〱〳日　京大天文教室どの丸の内

「太陽フレアと宇宙天気予報」柴田一成

・〱〲月〱〴日　兵庫医療大学 〲〰〱〹年度第〳回学術講演会

「太陽の脅威とスーパーフレア」柴田一成

・〱〲月〱〷日　清交社講演〨大阪市北区堂島浜〩

「太陽の脅威とスーパーフレア」柴田一成

・〱〲月〲〲日　アストロ・アカデミア（ががぐ京都虹光房）

「太陽爆発今昔物語」河村聡人

ここまで、計〷〳件

天文台外での各種イベント　

花山天文台創立〹〰周年及び花山宇宙文化財団設立記念式典・講演会

花山天文台〹〰周年記念土星大観望会

花山天文台〹〰周年記念音楽映像祭

金曜天文講話〨ちぴキャンパスプラザ京都〩

京大天文教室どの丸の内

〵〴



京都千年天文学街道

京大宇宙落語会

〴次元宇宙デジタルシアター出張上映

10.3 受賞・記事・メディア出演など

受賞

第〶回チャンドラセカール賞〺 柴田一成

受賞理由〺 太陽及び宇宙磁気流体力学における先駆的かつ独創的な貢献

解説記事

〨〱〩柴田一成

あすとろん　ざはぬ〮 〴〷〬 ば〱〷 〨〲〰〱〹年〶月〳〰日発行〩 「京大理天文台長退任の挨拶」

〨〲〩柴田一成・土居守

学術の動向 〲〰〱〹 年 〲〴 巻 〶 号 ばば〮 〷〲〭〷〷 「安全保障と天文学ぼ日本天文学会の取り組み」

〨〳〩柴田一成

岩波科学 〲〰〱〹年〶月号　ざはぬ 〸〹〬 ぎは〮 〶

巻頭エッセイ　「天文学と軍事研究：２年の議論を経た学会声明とこれから」

〨〴〩柴田一成・土居守・伊王野大介

天文月報　〲〰〱〹年〹月号　ざはぬ〮 〱〱〲〬 ぎは〮 〹〬 〶〵〰〭〶〶〳

「「安全保障と天文学」日本天文学会声明にいたるまでの経緯報告」

〨〵〩柴田一成

天文月報　〲〰〱〹年〶月号　ざはぬ〮 〱〱〲〬 ぎは〮 〶 〬　〴〰〶〭〴〰〷

追悼　川口市郎先生　　弔辞

〨〶〩柴田一成

天文月報　〲〰〱〹年〸月号　ざはぬ〮 〱〱〲〬 ぎは〮 〸 〬 〵〶〴〭〵〶〵

追悼　海部宣男先生　弔辞

〨〷〩柴田一成

青羽悠「星に願いを、そして手を。」の解説

集英社文庫（〲〰〱〹年〲月）

〨〸〩柴田一成

「日本天文学会第〲〱回ジュニアセッションへようこそ」

〲〰〱〹年〳月　ジュニアセッション予稿集

著書編書

京都大学宇宙総合学研究ユニット編（編集委員柴田一成・磯部洋明・浅井歩・玉澤春史）

シリーズ宇宙総合学〨朝倉書店 〲〰〱〹年〱〲月〩

第〱巻　人類が生きる場所としての宇宙　

第〲巻　人類は宇宙をどう見てきたか

第〳巻　人類はなぜ宇宙へ行くのか

第〴巻　宇宙にひろがる文明

〵〵



柴田一成　著「太陽の脅威とスーパーフレア」

　シリーズ宇宙総合学第〱巻人類が生きる場所としての宇宙 ばば 〶〵〭〸〹　（〲〰〱〹）　朝倉書店

テレビ　

〲〰〱〹年〲月〲〰日山陽ござ　　「せいめい」完成祝う

〲〰〱〹年〲月〲〰日 かこあ瀬戸内海放送　ニュースかこあ

〲〰〱〹年〲月〲〰日 ぎえか京都　京いちにち　ニュース〶〳〰 京大せいめい望遠鏡　完成記念式典　

〲〰〱〹年〲月〲〰日笠岡ケーブルござ　せいめい望遠鏡　完成記念式典

〲〰〱〹年〳月〱〶日　〲〳時〹分 ぎえか全国ニュース日本天文学会　安全、平和脅かす研究行わず

〲〰〱〹年〴月〱〷日　午後〵時〵〵分 ぎえか京都　ニュース

〱億円寄付で財団設立　存続危機　花山天文台の運営へ

〲〰〱〹年〴月〱〷日　午後〵時〴〶分 ぎえか関西　ニュース

京大　花山天文台　支援へ寄付１億円　財団発足させ運営費に

〲〰〱〹年〴月〱〷日　午後〴時半すぎ毎日放送ござ　ニュース　

アマチュア天文学の聖地に１億円

〲〰〱〹年〴月〱〷日　午後〶時 かあこ京都ござ　ニュース

京大花山天文台　存続に向け民間支援

〲〰〱〹年〵月〱〶日　 ぎえか京都　ニュース〶〳〰　京いちにち　〱〸時半ぼ〱〹時

岩槻里子アナウンサー　〵分間　花山天文台から生中継

リアルタイムで〴〵っね屈折で見た月を生中継

〲〰〱〹年〱〰月〵日　笠岡放送　ニュースゆめネット

京都大学岡山天文台　せいめい望遠鏡を一般公開

〲〰〱〹年〱〰月〸日　 ぎえか京都　ニュース〶〳〰

ノーベル物理学賞がマイヨール博士に 〨〴年前に京都賞、柴田一成教授が選考委員の一人〩

〲〰〱〹年〱〱月〱〵日　 かあこ京都ござ　きらきん　花山天文台を生中継

マッハ文朱さんと森谷威夫アナウンサーと共演

ラジオ

〲〰〱〹年〲月〸日〲〵時〱〰分ー〲〶時　ＭＢＳ（毎日放送）ラジオ　放送　（収録は〲月〶日）

福島のぶひろの、どうぞお構いなく

〲〰〱〹年〷月〲〲日（月）　ぎえか大阪ラジオ　小林恭子ディレクター「関西ラジオワイド」〱〶時〵分ぼ〱〸時

「旬の人時の人」コーナー　〱〷：〱〵すぎ～〱〷：〵〰ごろのインタビューコーナーで、

天文学会の「日本天文遺産」について解説

インターネットネット記事

〲〰〱〹年〸月〲〲日

京大宇宙学のルーツを訪ねて

とぴぴばび〺〯〯〱〲〵ぴと〮にべはぴは〭ふ〮ちっ〮なば〯つどびっはぶづひ〯〰〱〯

〵〶



11 記者発表・新聞記事

記者発表

・〱月〲〷日 〱〴時ほ〱〵時

小型望遠鏡で捉えた太陽系最果てにある小天体の影

於：ごかぐガーデンシティぐげぅきぉさき神保町

有松亘、渡部潤一

・〲月〲〰日 〱〱時半〭〱〲時半

光赤外線天文学大学間連携の研究成果発表、および、京都大学岡山天文台

せいめい望遠鏡の共同利用観測開始に関する記者発表

京都大学岡山天文台（岡山県浅口市）

国立天文台　常田佐久（台長）、関口和寛（教授）、泉浦秀行（准教授）、前原裕之（助教）

鹿児島大学　面高俊宏（特任教授）

京都大学　柴田一成（台長・教授）、長田哲也（教授）、野上大作（准教授）、

岩室史英（准教授）、栗田光樹夫（准教授）、木野勝（助教）ほか

・〴月〱〷日 〱〴時ほ〱〵時

花山宇宙文化財団設立について

京大時計台記者クラブ

柴田一成、尾池和夫、多田野宏一

・〹月〱〷日 〱〴時ほ〱〵時

花山天文台創立〹〰周年記念音楽映像祭

京大時計台記者クラブ

柴田一成、喜多郎、岡野弘幹

・〱〱月〶日 〱〱時ほ〱〲時

第〹回京大宇宙落語会

京大時計台記者クラブ

柴田一成、宇佐美悟、岡村勝

新聞記事

小型望遠鏡で捉えた太陽系最果てにある小天体の影

〱月〲〸日　うはひぢづび ぷづぢ　きべびぴづひどはふび 〧きどびびどので がどのに〧 くぢなづっぴ うはふのつ ぁぴ ぅつでづ くて こはぬちひ こべびぴづね

あべ こっどづのぴどびぴび さびどので ごどのべ ごづぬづびっはばづ

〱月〲〸日　ぇぉずきくいく ぷづぢ　ぁねちぴづふひ ぁびぴひはのはねべ ぅぱふどばねづのぴ きちべ えちぶづ こばはぴぴづつ ごどのべ くぢなづっぴ

あづべはのつ ぎづばぴふのづ

〱月〲〹日　しんぶん赤旗　太陽系の最果てに小天体の“影”観測

〱月〲〹日　うはへ ぎづぷび しづぢ　きどびびどので ぬどのに てはふのつ〿 きべびぴづひどはふび びばちっづ ひはっに ねちべ ばひはぶどつづ っぬふづび ぴは

とはぷ ばぬちのづぴび てはひね

〱月〲〹日　福井新聞（共同通信）　太陽からの距離〵〰億キロ　微小天体を初観測

〵〷



〱月〲〹日　茨城新聞（共同通信）　最果て微小天体、初観測

〱月〲〹日　ぉのつづばづのつづのぴ しづぢ きべびぴづひどはふび はぢなづっぴ びばはぴぴづつ 」はちぴどので はの ぴとづ づつでづ はて はふひ びはぬちひ

びべびぴづね〬 びっどづのぴどびぴび びちべ

〱月〲〹日　岩手日報（共同通信）　〵〰億キロ先　微小天体初観測

〱月〲〹日　北日本新聞（共同通信）　太陽からの距離〵〰億キロ　微小天体観測

〱月〲〹日　京都新聞（共同通信）　最果て微小天体　市販望遠鏡で確認

〱月〲〹日　毎日新聞（東京）　市販望遠鏡で極小天体　距離〵〰億キロ先、半径〱〮〳キロ　

海王星の外側

〱月〲〹日　毎日新聞（べちとはは〬東京版）　市販望遠鏡で太陽系の果て観測

〱月〲〹日　日本経済新聞（共同通信）　太陽から〵〰億キロ　微小天体初観測

〱月〲〹日　沖縄タイムス（共同通信）　最果ての微小天体観測　宮古島から初

〱月〲〹日　人民网　市售望〫像机 日本首到最遥微小天体

〱月〲〹日　琉球新報（共同通信）　最果ての天体　初観測

〱月〲〹日　埼玉新聞（共同通信）　最果て微小天体　初観測

〱月〲〹日　産経新聞〨〪〩　太陽系の最果てに微小天体

〱月〲〹日　四国新聞（共同通信）　最果て微小天体、初観測

〱月〲〹日　静岡新聞（共同通信）　微小天体　観測成功

〱月〲〹日　信濃毎日新聞（共同通信）　太陽から〵〰億キロの太陽系外縁

〱月〲〹日　こばちっづ〮っはね　ぎづぷてはふのつ いどびぴちのぴ こばちっづ げはっに きちべ あづ きどびびどので がどのに はて

ぐぬちのづぴ うはひねちぴどはの

〱月〲〹日　こばふぴのどに ぷづぢ　こねちぬぬ ぐひはぴはばぬちのづぴ いぅごぅぃごぅい ちぴ ぅつでづ はて こはぬちひ こべびぴづね

〱月〳〰日　ごとづ げづでどびぴづひ ぷづぢ　おちばちのづびづ ちびぴひはのはねづひび 「のつ ぴどのどづびぴ かふどばづひ あづぬぴ はぢなづっぴ べづぴ

ほふびどので っとづちば びっはばづび ちのつ は》〭ぴとづ〭びとづぬて ぃきくこ っちねづひちび

〱月〳〰日　こかす 〦 ごぅがぅこぃくぐぅ　ぁねちぴづふひ こっはばづび えづぬば うどのつ ぐぬちのづぴ うはひねちぴどはの〧び

きどびびどので がどのに

〱月〳〰日　読売新聞　太陽系果てに微小天体

〲月〸日　読売新聞　太陽系の果てに微小天体

〲月〱〱日　山陽新聞さん太タイムズ　天体観測新時代へ

〲月〲〱日　日本経済新聞太陽系外惑星の謎解明

〳月〶日　朝日新聞ぷづぢ　太陽系の果て、原始の小天体みつけた

せいめい望遠鏡

〲月〱日　日本経済新聞　おでかけスポット　岡山・備前高原は「天文のまち」

〲月〱〱日　山陽新聞さん太タイムズ　浅口に京大天門台　新望遠鏡で目指せ新発見

〲月〲〰日　共同通信ぷづぢ　東アジア最大の望遠鏡活用を

〲月〲〰日　ねどのにちぢふぐげぅここ ぷづぢ　オハラの極低膨張ガラスセラミックスが

国内最大の望遠鏡「せいめい」に採用

〲月〲〰日　日本経済新聞ぷづぢ　東アジア最大の望遠鏡が完成、京大など

〲月〲〰日　産経ニュースぷづぢ　望遠鏡「せいめい」活用を　東アジア最大　岡山天文台

〲月〲〰日　山陽新聞つどでどぴちぬ〨ぷづぢ〩　「せいめい」完成祝う　浅口、アジア最大級反射望遠鏡

〵〸



〲月〲〱日　しんぶん赤旗　東アジア最大の口径　光学望遠鏡が始動

〲月〲〱日　毎日新聞岡山版（産経）　望遠鏡「せいめい」活用を　岡山天文台「多くの研究者に」

〲月〲〱日　ねどのにちぢふぐげぅここ ぷづぢ　オハラが〳日ぶり反発、

極低膨張ガラスセラミックスが国内最大の望遠鏡「せいめい」に採用

〲月〲〱日　山陽新聞〨〪〩 　「せいめい」完成祝う

〲月〲〱日　山陽新聞　観光、教育に期待

〲月〲〱日　山陽新聞　国内初の技術アピール　

〲月〲〱日　読売新聞　「せいめい」共同利用観測へ

〲月〲〱日　読売新聞ぷづぢ　「せいめい」共同利用観測へ

〲月〲〴日　山陽新聞　「せいめい」完成記念シンポ　星空生かし観光振興を　

〳月 〸日　日本経済新聞ぷづぢ　東洋一の大望遠鏡、京大が挑んだ「純国産」

〳月〱〷日　山陽新聞　美宙の星空を巡るシンポジウム～岡山県備中地域の天文と観光を考える～

〳月〲〵日　しんぶん赤旗　東アジア最大　口径〳〮〸メートル　せいめい望遠鏡　始動

〴月〱〱日　日経産業新聞　科学記者の目　京大、東洋一の大型望遠鏡完成

〴月〱〵日　日本経済新聞電子版　 ぉがぃ知っていますか　問われる巨大科学の意義

〵月〱〵日　京都新聞　科学スコープ　京大岡山天文台にハイテク望遠鏡

〵月〲〰日　山陽新聞　滴一滴

〵月〲〰日　山陽新聞　望遠鏡せいめい稼動〲ヵ月ほ京大大学院・長田教授に聞く

〹月〲〹日　しんぶん赤旗　風ぐるま（せいめい望遠鏡特別公開）

〱〰月〶日　山陽新聞　〳〮〸メートル望遠鏡間近に

〱〰月〹日　朝日新聞〨〪〩　せいめい望遠鏡に熱視線　

〱〱月〲〴日　朝日新聞岡山〨〪〩 　人ひと　京都大大学院准教授野上大作さん

日本天文学会

〳月〱〴日　毎日新聞ぷづぢ　日本天文遺産　会津藩校跡と定家の「明月記」認定　学会が新設

〳月〱〴日　べちとはは 時事通信　日本天文遺産、学会が初認定＝「明月記」と会津日新館天文台跡

〳月〱〴日　べちとはは 共同通信　会津藩校跡と明月記認定「日本天文遺産」新設

〳月〱〶日　時事通信ぷづぢ　平和脅かす研究せず＝日本天文学会が声明

〳月〱〶日　共同通信ぷづぢ　天文学会が声明「平和脅かさず」軍事応用可能な研究への助成に

〳月〱〸日　しんぶん赤旗　平和脅かす研究しない　天文学会が声明

〳月〲〷日　朝日新聞ぷづぢ　「平和脅かす研究しない」　声明発表した天文学会

〳月〲〸日　朝日新聞　天文学会「平和脅かす研究しない」　防衛省の研究資金制度で声明

〴月 〱日　日経テレコン〲〱　ぷづぢ　天文学と安全保障、学会声明が映す課題と希望

〵月〱〴日　毎日新聞　そこが聞きたい　日本天文遺産を創設

花山天文台

〴月〱〷日　べちとはは 共同通信　ぷづぢ　京大の花山天文台、運営継続　支援の財団設立

〴月〱〷日　べちとはは 毎日新聞　ぷづぢ　アマチュア天文学の聖地に〱億円タダノ寄付で存続決まる

〴月〱〷日　読売新聞ぷづぢ　「アマ天文家の聖地」存続へ・・・現役最古の望遠鏡

〴月〱〸日　毎日新聞〨〪〩 　京大の天文台タダノが〱億円

〵〹



〴月〱〸日　日本経済新聞　京大花山天文台　寄付で運営継続

〴月〱〸日　産経新聞　花山天文台　存続へ

〴月〱〸日　読売新聞　京大「花山天文台」存続へ

〴月〲〲日　毎日新聞〨〪〩　企業の寄付で存続　花山天文台　予算削減　政策に疑問符

〴月〲〶日　朝日新聞　花山天文台　存続

〵月〶日　しんぶん赤旗　「アマチュア天文台の聖地」花山天文台が存続へ

〵月〳〱日　朝日新聞　京大花山天文台〹〰年

〶月〱日　朝日新聞特別号外　洛南中学職場体験　朝日新聞京都総局で記者研修

〶月〱日　朝日新聞特別号外　こふの 活動鮮明に〡〡 　花山天文台　望遠鏡フル稼働〡

〶月〱日　朝日新聞特別号外　太陽光が７色に！　花山天文台でスペクトルを作る

〶月〱日　朝日新聞特別号外　洛南中学職場体験　朝日新聞京都総局で記者研修

〶月〳日　京都新聞　花山天文台　財団設立祝う　京大で創立〹〰周年式典

〶月〵日　読売新聞〨〪〩　花山天文台　市民に愛され〹〰年

〱〱月〲〰日　毎日新聞　「クイーン」のブライアン・メイさん、京大天文台に支援のメッセージ

〱〱月〲〲日　徳島新聞ぷづぢ（オリコン）　上川隆也、“宇宙大好き少年”だった巨大望遠鏡に大興奮

〱〱月〲〴日　毎日新聞　雑記帳（ブライアン・メイさんのメッセージ）

〱〲月 〱日　京都新聞　凡語

〱〲月 〱日　京都新聞ぷづぢ　コラム凡語：花山天文台〹〰年

京大宇宙落語会

〸月〷日　毎日新聞東京夕刊　京大落語会、都内で〲〲日に初高座　「宇宙身近に感じて」

〸月〷日　毎日新聞ぷづぢ　天を見上げるほど笑ったら天文台を救えます

〸月〸日　読売新聞　「京大宇宙落語会」〲〲日に東京で

〸月〱〰日　毎日新聞東京夕刊　京大天文台落語で守れ

〸月〱〴日　読売新聞東京　「宇宙」笑って学ぼう　〲〲日千代田区　京大宇宙落語会

〸月〱〹日　東京新聞　暗雲の天文台笑いで救え

〸月〲〸日　読売新聞　宇宙テーマの落語会　喜楽館で来月〱〸日

〱〱月〸日　読売新聞〨〪〩　ブラックホール落語で

〱〲月〲日　読売新聞　創作落語に学ぶ　ブラックホール　京大

花山天文台〹〰周年記念音楽映像際

〹月〲〲日　朝日新聞　花山天文台〹〰周年の祝祭　喜多郎さん・松本零士さんら京大で

〱〰月 〸日　毎日新聞　祝おう花山天文台〹〰周年

〱〰月〲〷日　読売新聞　花山天文台〹〰年　音楽映像祭

〱〱月 〶日　京都新聞　音と映像で祝う“〹〰歳”花山天文台、京大で〲〴日イベント

〱〱月〲〵日　京都新聞〨〪〩 　京都大花山天文台〹〰年　左京で「音楽映像祭」

〱〱月〲〸日　京都大学ぃがくぃか　花山天文台〹〰周年　音楽と映像で魅力発信

トモエゴゼン

〱〱月〲〸日　市民タイムスぷづぢ　東大木曽観測所　トモエゴゼン「掩蔽」を観測　

〶〰



太陽系の果て究明へ一歩

〱〱月〲〹日　時事通信ぷづぢ　「クワオアー」に大気ない　太陽系外縁の天体－京大・東大

〱〲月〱〶日　朝日新聞　科学の扉　動画が天文学を変える

観望会・講演会など

〳月〲〱日　日本経済新聞　文化　天体望遠鏡を観測しよう

〳月〲〱日　日本経済新聞ぷづぢ　天体望遠鏡を観測しよう

〳月〲〴日　京都新聞　太陽の観察会　参加者を募集

〴月〱〸日　朝日新聞　イベント　花山天体観望会「月」

〴月〲〳日　京都新聞　人類初の月面着陸から〵〰年　月のクレーター観測しよう

〷月 〴日　朝日新聞　イベント　花山天体観望会「木星とガリレオ衛星」

〷月〳〰日　毎日新聞　左京・岡崎公園で土星の大観望会

〸月 〱日　朝日新聞　花山天文台〹〰周年を記念して「土星大観望会」

〸月〲〰日　毎日新聞　観望会：日本の名曲と秋の夜空　来月〱〴日、京大花山天文台

〸月〲〳日　朝日新聞　花山天体観望会「土星と名曲」

〹月 〷日　毎日新聞　飛騨天文台ツアー：満点の星浴びよう、飛騨天文台ツアー

〱〱月〲〸日　朝日新聞　イベント　第〲〴回花山星空ネットワーク講演会

その他

〴月 〳日　うがす ごづちね ニュース　ぷづぢ　岐阜県と京大附属天文台、〴月〷日に空宙博で協定締結式

〶月〱〲日　べちとはは びはひちづ ぷづぢ　太陽でも起こりうるスーパーフレア。

壊滅的影響を及ぼす現象は「いつ」起こるのか

〸月〲〱日　べちとはは こっどづのっづ ぐはひぴちぬ　太陽・宇宙磁気流体研究の柴田氏ら〲氏に

チャンドラセカール賞

〱〰月〲〷日　毎日新聞　京の人今日の人　宇宙物理学者で京都大教授　柴田一成さん

〱〰月〲〶日　京都新聞　ノーベル物理学賞き・マイヨール氏「太陽系外惑星の発見」意義と現状

〨〪〩の記事についての切り抜き*1、観望会などイベントポスターを〶〲 ∼ 〶〹ページに掲載。

*1 この報告で使用されている新聞記事及び写真は著作権者（新聞社、写真提供者等）から許諾を得て転載しています。これ

らの記事を無断で複製、送信、出版、頒布、翻訳、翻案する等、著作権を侵害する一切の行為を禁止します。

〶〱
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12 研究成果報告

著者の所属先

(1) 京都大学・理・附属天文台, (2) 茨城大学, (3) 宇宙航空研究開発機構, (4) 大阪大学, (5) 大阪電気通

信大学, (6) 大阪府立大学工業高等専門学校, (7) 鹿児島大学, (8) 金沢大学, (9) 北見工業大学, (10) 京

都市立芸術大学, (11) 京都産業大学, (12) 京都大学・宇宙総合学研究ユニット, (13) 京都大学・生存圏研

究所, (14) 京都大学・総合生存学館, (15) 京都大学・理・宇宙物理学教室, (16) 国立極地研究所, (17) 国

立天文台, (18) 九州大学・国際宇宙天気科学・教育センター, (19) 情報通信研究機構, (20) 東京工業大学,

(21) 東京大学, (22) 東北大学, (23) 名古屋大学, (24) 名古屋大学・宇宙地球環境研究所, (25) 美星天文

台, (26) 兵庫県立大学西はりま天文台, (27) 一橋大学, (28) 広島大学, (29) 宮城教育大学, (30) 明星大

学, (31) 立命館大学, (32) VSNET (国際変光星ネットワーク), (33) Center for Backyard Astrophysics,

(34) Academy of Sciences of the Czech Republic (チェコ) , (35) Banaras Hindu大学(インド), (36)

California大学(アメリカ), (37) Catholic大学(アメリカ), (38) Crimean Astrophysical Observatory (ロ

シア), (39) Denver大学(アメリカ), (40) Indian Institute of Astrophysics (インド), (41) Ljubljana大

学 (スロべニア), (42) Lockheed Martin Solar and Astrophysics Laboratory (アメリカ), (43) NASA

Goddard Space Flight Center (アメリカ), (44) National Solar Obervatory (アメリカ), (45) National

University of Central Peru (ペルー), (46) New Mexico州立大学 (アメリカ) , (47) Oslo大学(ノルウェー),

(48) Rochester Institute of Technology (アメリカ), (49) ソウル大学(韓国), (50) Taras Shevchenko

National University of Kyiv (ウクライナ), (51) Vihorlat Observatory (スロバキア), (52) Washington大

学(アメリカ), (53) Yunnan Observatory (中国)

12.1 出版

〲〰〱〹年に出版された査読論文　

(1) ぁどひちばづぴどちの〬 ざ〮こ43〬 ちのつ 〴〶 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので きちづとちひち〬 え〮1〬 ぎはぴびふ〬 す〮1〬 ことどぢちぴち〬 か〮1〬

すちねちびとどにど〬 す〮14

ぉねばちっぴ はて びばちっづ ぷづちぴとづひ はの っぬどねちぴづ ちのつ とちぢどぴちぢどぬどぴべ はて ぴづひひづびぴひどちぬ〭ぴべばづ づへはばぬちのづぴび〬

〲〰〱〹〯〰〷〨はのぬどのづ〩〬 〲〰〲〰〯〰〴〬 ぉのぴづひのちぴどはのちぬ おはふひのちぬ はて ぁびぴひはぢどはぬはでべ〬 〱〹〬 〱〳〶〮

(2) ぁのでづぬはばはふぬはび〬 ざ〮36 ちのつ 〱〰〱 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので さづぎは〬 こ〮1

ごとづ こばちっづ ぐとべびどっび ぅのぶどひはのねづのぴ いちぴち ぁのちぬべびどび こべびぴづね 〨こぐぅいぁこ〩〬 〲〰〱〹〯〰〱〬 こばちっづ こっどづのっづ

げづぶどづぷび〬 〲〱〵〬 〹〮

(3) ぁひどねちぴびふ〬か〮1,17〬 づぴ ちぬ〮

ぁ にどぬはねづぴひづ〭びどぺづつ かふどばづひ ぢづぬぴ はぢなづっぴ つどびっはぶづひづつ ぢべ びぴづぬぬちひ はっっふぬぴちぴどはの ふびどので ちねちぴづふひ ぴづぬづ〭

びっはばづび〬 〲〰〱〹〯〰〱〬 ぎちぴふひづ ぁびぴひはのはねべ〬 〳〬 〳〰〱〮

(4) ぁひどねちぴびふ〬か〮1〬 づぴ ちぬ〮

ぎづぷ ぃはのびぴひちどのぴ はの ぴとづ ぁぴねはびばとづひづ はて 〨〵〰〰〰〰〩 けふちはちひ てひはね ち こぴづぬぬちひ くっっふぬぴちぴどはの〬 〲〰〱〹〯〱〲〬

ぁお〬 〱〵〸〬 〲〳〶〮

(5) あひははねとちぬぬ〬 ぁ〭き〮〬 ちのつ 〱〲 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので ぎはぴびふ〬 す〮1

ぁ あぬふづばひどのぴ はて こぴちぴづ〭はて〭ぴとづ〭ちひぴ ごづっとのどぱふづび てはひ いづぴづっぴどので けふちびど〭ばづひどはつどっ ぐふぬびちぴどはのび どの こはぬちひ

ちのつ こぴづぬぬちひ うぬちひづび〬 〲〰〱〹〯〱〰〬 ぁばおこ〬 〲〴〴〬 〴〴〮

(6) あはふびびづなひち〬 く〮 き〮〬 さっとどにど〬 げ〮〬 ごちにづにちぷち〬 こ〮〬 きちぴびふぢちべちびとど〬 か〮1〬 ごちにづびとどねち〬 す〮〬 さづねふひち〬

き〮〬 うふなどびとどひは〬 ぉ〮

〷〰



ち」ちに〺 ざどびふちぬ ぐひはでひちねねどので ぅのぶどひはのねづのぴ ぷどぴと きちっひは こふばばはひぴ てはひ ぃはぬぬちぢはひちぴどぶづ ちのつ ぅへ〭

ばぬはひちぴはひべ ぁびぴひはのはねどっちぬ ぁのちぬべびどび〬 〲〰〱〹〯〰〸〬 ごとづ 〶ぴと ぉぉぅぅお ぉのぴづひのちぴどはのちぬ ぃはのてづひづのっづ はの

ぉねちでづ ぅぬづっぴひはのどっび ちのつ ざどびふちぬ ぃはねばふぴどので 〲〰〱〹 〨ぉぅざぃ〲〰〱〹〩

(7) ぃちぢづぺちび〬 い〮ぐ〮1〬 ぁびちど〬 ぁ〮1〬 ぉっとどねはぴは〬 か〮1〬 こちにちふづ〬 ご〮1〬 さづぎは〬 こ〮1〬 ぉびとどぴびふにち〬 お〮か〮45〬 ことど〭

ぢちぴち〬 か〮1

いべのちねどっ ぐひはっづびびづび はて ぴとづ きはひづぴはの しちぶづ はの 〲〰〱〴 きちひっと 〲〹〬 〲〰〱〹〯〰〹〬 ぁばお〬 〸〸〳〬 どつ〳〲〮

(8) うふなどべちねち〬 き〮24 ちのつ 〹 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので くぴびふなど〬 か〮1

げづぶどびどぴどので かふのどぴはねは’び こふのびばはぴ いひちぷどのでび いふひどので〱〸〳〵ほ〱〸〳〶 どの おちばちの〬 〲〰〱〹〯〰〴〬 こはぬちひ

ぐとべびどっび〬 〲〹〴〬 〴〳〮

(9) ぇふのちひ〬 こ〮34〬 おふひっちに〬 お〮〬 ぉっとどねはぴは〬 か〮1

ごとづ どの」ふづのっづ はて えどのはつづ〯こくご ぎうぉ どのびぴひふねづのぴちぬ づ》づっぴび はの ぴとづ ぶどびどぢどぬどぴべ はて びどねふぬちぴづつ ばひはねど〭

のづのっづ 「のづ びぴひふっぴふひづび どの えα〬 〲〰〱〹〯〰〹〬 ぁ〦ぁ〬 〶〲〹ぁ〮 〱〱〸ぇ〮

(10) ぉびはでちど〬 か〮15,1〬 かちぴは〬 ご〮15〬 きはのちひつ〬 あ〮33〬 えちねぢびっと〬 う〮 お〮32〬 きべづひび〬 ぇ〮33〬 こぴちひひ〬 ぐ〮32〬 ぃははに〬

が〮 き〮32〬 ぎはでちねど〬 い〮15

ぎこざ 〱〴〴〰〺 「ひびぴ しず こでづ〭ぴべばづ はぢなづっぴ どの ぁき ぃざの びぴちひび ちのつ っちのつどつちぴづび〬 〲〰〱〹〯〰〴〬 ぐぁこお〬 〷〱〬

〴〸〮

(11) かちぴは〬 ご〮15〬 ぐちぶぬづのには〬 ぅ〮 ぐ〮38〬 ぐどぴ〬 ぎ〮 ざ〮38〬 ぁのぴはのべふに〬 か〮 ぁ〮38〬 ぁのぴはのべふに〬 く〮 ぉ〮38〬 あちぢどのち〬

お〮 ざ〮38〬 あちにぬちのはぶ〬 ぁ〮 ざ〮38〬 こはびのはぶびにどな〬 ぁ〮 ぁ〮38 ちのつ 〳〵 っは〭ちふぴとはふひび どのっぬふつどので ぉびはでちど〬 か〮1

いどびっはぶづひべ はて びぴちのつびぴどぬぬび どの ぴとづ こさ さきち〭ぴべばづ つぷちひて のはぶち ぎす こづひばづのぴどび〬 〲〰〱〹〯〰〴〬 ぐぁこお〬 〷〱〬

〱〮

(12) かふねちひ〬 あ〮40〬 ぅびぷちひちどちと〬 ぃ〮40〬 こどのでと〬 ぁ〮40〬 こちとふ〬 い〮 か〮40〬 ぁのふばちねち〬 ぇ〮 ぃ〮40〬 かちぷちぢちぴち〬

か〮 こ〮28〬 すちねちのちにち〬 き〮28〬 くぴびふぢは〬 ぉ〮28〬 ぐちのつづべ〬 こ〮 あ〮40〬 づぴ ちぬ〮

くの ぴとづ はぢびづひぶちぴどはのちぬ ぢづとちぶどはふひ はて ぴとづ とどでとぬべ ばはぬちひどぺづつ ごべばづ ぉぉの びふばづひのはぶち こぎ 〲〰〱〷とっっ〬

〲〰〱〹〯〰〹〬 きぎげぁこ〬 〴〸〸〬 〳〰〸〹〮

(13) かぷはの〬 す〮 ぇ〮49〬 ぉびとどでふひは〬 き〮49〬 かぷはの〬 お〮21〬 かふひはつち〬 い〮1〬 ぉね〬 き〮49〬 ぃとはど〬 ぃ〮49〬 ごちねふひち〬

き〮21,17〬 ぎちでちべちねち〬 ご〮7〬 づぴ ちぬ〮

ぎづちひ〭どのてひちひづつ ばはぬちひどねづぴひどっ びぴふつべ はて のづちひ〭ぅちひぴと はぢなづっぴ 〲〵〲ぐ〯がぉぎぅぁげ〺 ちの どねばぬどっちぴどはの はて

びっちぴぴづひづつ ぬどでとぴ てひはね ぴとづ づぶはぬぶづつ つふびぴ ばちひぴどっぬづび〬 〲〰〱〹〯〰〹 ぁ〦ぁ〬 〶〲〹〬 ぁ〱〲〱〮

(14) えちびづでちぷち〬 こ〮3〬 えどひはど〬 ご〮〬 くとぴびふにち〬 か〮〬 ぉびとどでふひは〬 き〮49〬 かふひはつち〬 い〮1〬 ぉぴは〬 ご〮17〬 こちびちにど〬 こ〮4

け〭ぴべばづ ちびぴづひはどつび〺 ぐはびびどぢどぬどぴべ はて のはの〭てひづびと ぷづちぴとづひづつ びふひてちっづび〬 〲〰〱〹〯〱〰〬 ぐぁこお〬 〷〱〬 〱〰〳〮

(15) えちべちにちぷち〬 え〮4〬 ちのつ 〱〱 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので ぎちねづにちぴち〬 か〮1〬 こちにちふづ〬 ご〮1〬 ことどぢちぴち〬 か〮1

ごとづ づへぴひづねづ びばちっづ ぷづちぴとづひ づぶづのぴ どの こづばぴづねぢづひ 〱〹〰〹〬 〲〰〱〹〯〰〴〬 きぎげぁこ〬 〴〸〴〬 〴〰〸〳〮

(16) きちぴびふぢちべちびとど〬 か〮1〬 くとぴち〬 か〮〬 ぉぷちねふひは〬 う〮〬 ぉぷちぴち〬 ぉ〮〬 かちねぢづ〬 ぅ〮〬 ごびふぴびふど〬 え〮〬 ぉぺふねどふひち〬

え〮〬 すはびとどつち〬 き〮〬 えちぴぴはひど〬 ご〮

かくくがこ〭ぉうさ〺 かべはぴは くにちべちねち くばぴどっちぬ がはぷ〭つどびばづひびどはの こばづっぴひはでひちばと ぷどぴと はばぴどっちぬ〭「ぢづひ ぉの〭

ぴづでひちぬ うどづぬつ さのどぴ〬 〲〰〱〹〯〱〰〬 ぐぁこお〬 〷〱〬 〱〰〲〮

(17) ぎちにちはにち〬 ご〮28〬 きはひどべち〬 ご〮お〮17〬 ごちのちにち〬 き〮22〬 すちねちのちにち〬 き〮28〬 かちぷちぢちぴち〬 か〮こ〮28〬 きちづつち〬

か〮15〬 かちぷちぢちぴち〬 き〮28〬 づぴ ちぬ〮

こぎ 〲〰〱〷っぺつ〺 ぁ げちばどつぬべ ぅぶはぬぶどので こふばづひのはぶち てひはね ち しづちに ぅへばぬはびどはの はて ち ごべばづ ぉぉぢ こふばづひ〭

のはぶち ぐひはでづのどぴはひ〬 〲〰〱〹〯〰〴〬 ぁばお〬 〸〷〵〬 〷〶〮

〷〱



(18) ぎちねづにちぴち か〮1 〬 きちづとちひち〬 え〮NAOJO 〬 ぎはぴびふ〬 す〮1 〬 ごはひどふねど〬 こ〮17 〬 えちべちにちぷち〬 え〮4 〬 ぉにふぴち〬

か〮15〬 ぎはぴびふ〬 こ〮15〬 えはのつち〬 こ〮26〬 ぎはでちねど〬 い〮15〬 ことどぢちぴち〬 か〮1

がどてづぴどねづび ちのつ ぅねづひでづのっづ〯いづっちべ げちぴづび はて こぴちひ こばはぴび はの こはぬちひ〭ぴべばづ こぴちひび ぅびぴどねちぴづつ ぢべ

かづばぬづひ いちぴち どの ぃはねばちひどびはの ぷどぴと ごとはびづ はて こふのびばはぴび〬 〲〰〱〹〯〰〲〬 ぁばお〬 〸〷〱〬 〱〸〷〮

(19) ぎはぴびふ〬 す〮1〬 きちづとちひち〬 え〮17〬 えはのつち〬 こ〮〬 えちぷぬづべ〬 こ〮が〮〬 いちぶづのばはひ〬 お〮げ〮ぁ〮〬 ぎちねづにちぴち〬 か〮1〬

ぎはぴびふ〬 こ〮15〬 ぉにふぴち か〮15〬 ぎはでちねど〬 い〮15〬 ことどぢちぴち〬 か〮1

いは かづばぬづひ こふばづひ」ちひづ こぴちひび げづちぬぬべ ぉのっぬふつづ こぬはぷぬべ げはぴちぴどので こふの〭ぬどにづ こぴちひび〿 ほげづびふぬぴび さびどので

ぁぐく 〳〮〵 ね ごづぬづびっはばづ こばづっぴひはびっはばどっ くぢびづひぶちぴどはのび ちのつ ぇちどち〭いげ〲 いちぴち〬 〲〰〱〹〯〰〵〬 ぁばお〬 〸〷〶〬

〵〸〮

(20) くとびちぷち〬げ〮21〬 ちのつ 〳〵 っはちふぴとはひび どのっぬふつどので ぁひどねちぴびふ〬 か〮1

がふねどのはびどぴべ うふのっぴどはの はて うちどのぴ こばはひちつどっ きづぴづはひび ねづちびふひづつ ぷどぴと ち しどつづ〭うどづぬつ ぃきくこ ねはびちどっ

っちねづひち ごはねは〭づ ぐき〬 〲〰〱〹〯〰〱〬 ぐぬちのづぴちひべ ちのつ こばちっづ こっどづのっづ〬 〱〶〵〬 〲〸〱〮

(21) くぴびふにち〬 き〮1

ぐとべびどっちぬ ばひはばづひぴどづび はて ぴとづ てふぬぬづひづのづ ぃ〶〰〭っはのぴちどのどので ばぬちのづぴちひべ のづぢふぬち こちこぴ〲〭〳〬 〲〰〱〹〯〰〱〬

きぎげぁこ〬 〴〸〲〬 〲〳〵〴〮

(22) けふどのぴづひは ぎはつち〬 ぃ〮47〬 ぉどなどねち〬 え〮〬 かちぴびふにちぷち〬 す〮17〬 ことどねどぺふ〬 ご〮3〬 ぃちひぬびびはの〬 き〮〬 つづ ぬち

ぃひふぺ げはつひどでふづぺ〬 お〮〬 げふどぺ ぃはぢは〬 あ〮〬 くひはぺっは こふちひづぺ〬 い〮〬 くぢち〬 ご〮3〬 ぁのちの〬 ご〮〬 かふぢは〬 き〮17〬

かちぷちぢちぴち〬 す〮17〬 ぉっとどねはぴは〬 か〮1〬 こふづねちぴびふ〬 す〮17

ぃとひはねはびばとづひどっ ばはぬちひどねづぴひべ ぴとひはふでと ねふぬぴどぬどのづ はぢびづひぶちぴどはのび はて ぴとづ 〸〵〰 のね びばづっぴひちぬ ひづでどはの

ぉぉぉ〺 ぃとひはねはびばとづひどっ なづぴび つひどぶづの ぢべ ぴぷどびぴづつ ねちでのづぴどっ 「づぬつび〬 〲〰〱〹〯〰〷〬 きぎげぁこ〬 〴〸〶〬 〴〲〰〳〮

(23) こづにど〬 いちどにどっとど1〬 くぴびふなど〬 かづのどっとど1〬 ぉびはぢづ〬 えどひはちにど〬 ぉびとどど〬 ごちにちには ご〮1〬 ぉっとどねはぴは〬 かどべはびとど1〬

ことどぢちぴち〬 かちぺふのちひど1

こねちぬぬ〭びっちぬづ ねはぴどはのび どの びはぬちひ 「ぬちねづのぴび ちび ぴとづ ばひづっふひびはひび はて づひふばぴどはのび〬 〲〰〱〹〯〰〶〬 ぐぁこお〬 〷〱〬

〵〶こ

(24) ことづの〬 す〮53〬 ぃとづの〬 ぐ〮う〮〬 がどふ〬 す〮い〮〬 ことどぢちぴち〬 か〮1〬 ごちので〬 ず〮〬 がどふ〬 す〮

うどひびぴ さのちねぢどでふはふび ぉねちでどので はて がちひでづ〭びっちぬづ けふちびど〭ばづひどはつどっ ぅへぴひづねづ〭ふぬぴひちぶどはぬづぴ しちぶづ はひ

ことはっに〬 〲〰〱〹〯〰〳〬 ぁばお〬 〸〷〳〬 〲〲〮

(25) こどのでと〬 ぁ〮40〬 こちとふ〬 い〮 か〮40〬 ぁのふばちねち〬 ぇ〮 ぃ〮40〬 かふねちひ〬 あ〮40〬 かふねちひ〬 え〮40〬 すちねちのちにち〬

き〮1〬 あちにぬちのはぶ〬 ぐ〮ざ〮〬 ごはねどのちでち〬 ぎはぺはねふ〬 あぬどののどにはぶ〬 こ〮ぉ〮 づぴ ちぬ〮

こぎ 〲〰〱〸とのち〺 〱〹〸〷ぁ〭ぬどにづ こふばづひのはぶち ぷどぴと ち こどでのちぴふひづ はて ことはっに あひづちにはふぴ〬 〲〰〱〹〯〰〹〬 ぁばおが〬

〸〸〲〬 〱〵〮

(26) こどのでと〬 か〮ぁ〮ぐ〮35〬 ぐふっっど〬 う〮〬 ごづのづひちのど〬 ぁ〮〬 ことどぢちぴち〬 か〮1〬 えどぬぬどづひ〬 ぁ〮〬 ざづぬぬど〬 き〮

いべのちねどっ ぅぶはぬふぴどはの はて ぃふひひづのぴ ことづづぴび〬 ぉつづちぬ ごづちひどので〬 ぐぬちびねはどつ うはひねちぴどはの ちのつ ぇづのづひちぬどぺづつ

うひちっぴちぬ げづっはののづっぴどはの こっちぬどので げづぬちぴどはのび〬 〲〰〱〹〯〰〸〬 ぁばお〬 〸〸〱〬 〵〲〮

(27) こどのでと〬 か〮ぁ〮ぐ〮35〬 こちにちふづ〬 ご〮1〬 ぎちにちねふひち〬 ぎ〮〬 かちぷちねふひち〬 ぁ〮い〮1〬 ぉびはぢづ〬 え〮〬 ことどぢちぴち〬 か〮1

ぅ》づっぴ はて ぉはのどぺちぴどはの ちのつ げづっはねぢどのちぴどはの はの ぴとづ ぅぶはぬふぴどはの はて ぴとづ えちひひどび〭ぴべばづ ぃふひひづのぴ ことづづぴ

どの ぐちひぴどちぬぬべ ぉはのどぺづつ ぐぬちびねちび〬 〲〰〱〹〯〱〰〬 ぁばお〬 〸〸〴〬 〱〶〱〮

(28) こふづねちぴびふ〬 す〮17〬 えちひち〬 え〮17〬 かちぴびふにちぷち〬 す17〮〬 かちのは〬 げ〮17〬 ことどねどぺふ〬 ご〮3〬 ぉっとどねはぴは〬 か〮1〬

いづびどでの はて ちぬぬ〭ひづ」づっぴどぶづ びばちっづ〭ぢはひのづ 〱〭ね ちばづひぴふひづ びはぬちひ はばぴどっちぬ ぴづぬづびっはばづ〬 〲〰〱〹〯〰〷〬 こぐぉぅ〬

〱〱〱〸〰ぅ〮

〷〲



(29) ごちにづつち〬 す〮17〬 さづぎは〬 こ〮1

こはぬちひ ぃづのぴづひほぬどねぢ ざちひどちぴどはの はて ぴとづ こぴひづのでぴとび はて こばづっぴひちぬ がどのづび〺 ぃぬちびびど「っちぴどはの ちのつ ぉのぴづひ〭

ばひづぴちぴどはの はて くぢびづひぶづつ ごひづのつび〬 〲〰〱〹〯〰〵〬 こはぬちひ ぐとべびどっび 〲〹〴〬 〶〳〮

(30) ごちにづびとどでづ〬 こ〮1〬 ごちにちとちびとど〬 え〮げ〮〬 ことどぢちぴち〬 か〮1

ぎはの〭ひづぬちぴどぶどびぴどっ ちのつ ひづぬちぴどぶどびぴどっ ねちでのづぴどっ ひづっはののづっぴどはの ぷどぴと ぴとづ づ》づっぴび はて はばぴどっちぬぬべ ぴとどの

びべのっとひはぴひはの っははぬどので〬 〲〰〱〹〯〰〶〬 〷〱〬 〶〳〮

(31) さづぴち〬 ご〮39〬 えどひはべふにど きどぴは〬 きちびちちにど くぴびふにち1〬 すはびとどにちぺふ ぎちにちつち〬 あぬちどひ ぃ〮 ぃはのの〬 ちのつ いなちぺどち

がちつなちぬ〮

ごとづ けふちつひちぴどっ ぐひはでひちねねどので きづぴとはつ てはひ ぅへぴひちっぴどので ぅねどびびどはの がどのづ きちばび てひはね がどのづ〭

ぢぬづのつづつ ぎちひひはぷぢちのつ ぉねちでづび〮〬 〲〰〱〹〯〱〰〬 ぁお〬 〱〵〸〬 〱〴〵〮

(32) さづぴち〬 ご〮39〬 きちびちちにど くぴびふにち1〬 ちのつ えづひぐぬちぎこ ぃはのびはひぴどふね〮

さのつづひびぴちのつどので ぴとづ こばちぴどちぬ いどびぴひどぢふぴどはのび はて ぴとづ ぉはのどっ〯ぁぴはねどっ〯きはぬづっふぬちひ〯いふびぴ ぃはねばはのづのぴび

どの ぐぎづ〬 〲〰〱〹〯〰〱〬 ぇちぬちへどづび〬 〷〬 〱〰〮

(33) すちねちびとどにど〬 す〮ぁ〮14〬 ちのつ 〱〷 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので きちづとちひち〬 え〮17〬 ぎちねづにちぴち〬 か〮1〬 ぎはでちねど〬

い〮15〬 ことどぢちぴち〬 か〮1

ぉねばちっぴ はて こぴづぬぬちひ こふばづひ」ちひづび はの ぐぬちのづぴちひべ えちぢどぴちぢどぬどぴべ〬 〲〰〱〹〯〰〸〬 ぁばお〬 〸〸〱〬 〱〱〴〮

(34) すちのちでどびちぷち〬 か〮17,21〬 ことどねどぺふ〬 す〮17〬 くにどぴち〬 か〮17〬 かふひはつち〬 い〮1,NAOJ 〬 ごびふぴびふど〬 え〮17〬 かはべ〭

ちのは〬 え〮17〬 ぉぺふねどふひち〬 え〮17〬 すはびとどつち〬 き〮17〬 づぴ ちぬ〮〬

くにちべちねち ぁびぴひはばとべびどっちぬ くぢびづひぶちぴはひべ しどつづ〭うどづぬつ ぃちねづひち〬 〲〰〱〹〯〱〱〬 ぐぁこお〬 〷〱〬 〱〱〸〮

(35) 吉塚弘康2、野澤恵2、北井礼三郎31、上野悟1、大辻賢一1

活動領域スピキュールの物理量の推定 〨ぅびぴどねちぴどので ぐとべびどっちぬ けふちのぴどぴどづび はて こばどっふぬづび はぶづひ

ぁっぴどぶづ げづでどはの〩〬 〲〰〱〹〯〱〲〬 こぴちひび ちのつ ぇちぬちへどづび〬 〲〬 どつ〮〴〮

(36) 軸屋一郎8〬 上野幸紀8〬 木野勝1〬 栗田光樹夫15〬 山田克彦4

せいめい望遠鏡の分割主鏡制御の概念設計計測自動制御学会論文集〬 〵〵巻〬 〸号〬 ば〮〴〸〵〭〴〹〰

(37) 青木成一郎1

「天文講演におけるアンケートのテキストマイニングによる分析」〬 〲〰〱〹〬 研究報告コンピュー

タと教育（ぃぅ）〬〲〰〱〹〭ぃぅ〭〱〴〹〨〳〩〬〱〭〷 〨〲〰〱〹〭〰〲〭〲〳〩 〬 〲〱〸〸〭〸〹〳〰

(38) 青木成一郎1

「天文学講演におけるアンケートの自由記述欄に対する計量テキスト分析」〬 〲〰〱〹〬 情報教育シ

ンポジウム論文集〬 ば〲〷〷〭〲〸〲

(39) 青木成一郎1

「ぃぁぐ〲〰〱〸における「京都千年天文学街道」の口頭発表に関する報告」〬 〲〰〱〹〬 ぎぁぉこ おはふひのちぬ〬

ぶはぬ〮〱〳〬 ば〸〵〭〸〹

〲〰〱〹年に受理された査読論文　

(1) くぴびふにち〬 き〮1〬 こどづに えべふので

ぐとべびどっちぬ ばひはばづひぴどづび はて ぴとづ 」ふはひどのづ ちのつ のづふぴひはの〭っちばぴふひづ づぬづねづのぴ〭ひどっと ぐぎ おはのっにとづづひづ 〹〰〰〬

〲〰〲〰〯〰〱〬 きぎげぁこ〬 〴〹〱〬 〲〹〵〹〮

(2) かちぴは〬 ご〮15〬 しちにちねちぴびふ〬 す〮15〬 かはなどでふっとど〬 ぎ〮15〬 かどねふひち〬 き〮15〬 くとのどびとど〬 げ〮15〬 ぉびはでちど〬 か〮15,1〬

ぎどどなどねち〬 か〮15〬 すはびとどぴちにづ〬 ご〮15 づぴ ちぬ〮

〷〳



ぉし ぁのつ〭ぴべばづ びぴちぴづ どの ぉき ぅひどつちのど〬 〲〰〲〰〯〰〲〬 ぐぁこお〬 〷〲〬 〱〱〮

(3) かちぴは〬 ごちどっとど15〬 ぉびはでちど〬 かづどびふにづ1〬 しちにちねちぴびふ〬 すちびふべふにど15〬 えちねぢびっと〬 うひちのぺ〭おはびづて32〬 ぉぴはと〬

えどひはびとど32〬 ごはひつちど〬 ごちねちび32〬 ざちのねふのびぴづひ〬 ごはののべ32〬 いふぢはぶびにべ〬 ぐちぶはぬ ぁ〮51 ちのつ 〶〲 っは〭ちふぴとはひび

どのっぬふつどので きちづとちひち えどひはべふにど17,1

こふひぶづべ はて ぐづひどはつ ざちひどちぴどはのび はて こふばづひとふねばび どの こさ さきち〭ごべばづ いぷちひて ぎはぶちづ〮 じ〺 ごとづ ごづのぴと

すづちひ 〨〲〰〱〷〩 〲〰〲〰〯〰〲〬 ぐぁこお〬 〷〲〬 〱〴〮

(4) げどっとねはのつ〬 し〮 き〮48〬 ちのつ 〳〹 っはちふぴとはひび どのっぬふつどので ぁひどねちぴびふ〬 か〮1

ぁの はばぴどっちぬ びづちひっと てはひ ぴひちのびどづのぴび ぬちびぴどので ち てづぷ びづっはのつび〬 〲〰〲〰〯〰〲〬 ぐぁこお〬 〷〲〬 〳〮

(5) ことどねはなは〬 き〮17〬 かちぷちぴづ〬 ご〮3〬 くにちねはぴは〬 ご〮お〮17〬 ちのつ 〶 ねはひづ ことどぢちぴち〬 か〮1

ぅびぴどねちぴどので ぴとづ ぴづねばづひちぴふひづ ちのつ つづのびどぴべ はて ち びばどっふぬづ てひはね 〱〰〰 ぇえぺ つちぴち はぢぴちどのづつ ぷどぴと

ぁがきぁ〬 〲〰〲〰〯〰〱〬 ぁばおが〬 〸〸〸〬 〲〸〮

(6) ごづど〮 ぁ〮1〬 ぇふの〓ちひ〮 こ〮34〬 えづどのぺづぬ〬 ぐ〮34〬 くにちねはぴは〬 ご〮 お〮17〬 こぴ〔づば〓ちの〬 お〮34〬 おづな〔っど〔っ〬 こ〮〬 ことどぢちぴち〬

か〮1

ぉげぉこ きで ぉぉ くぢびづひぶちぴどはのび ちのつ ぎはの〭がごぅ きはつづぬどので はて く》〭ぬどねぢ こばどっふぬづび どの ち こはぬちひ ぐはぬちひ

ぃはひはのちぬ えはぬづ〬 〲〰〲〰〯〰〱〬 ぁばお〬 〸〸〸〬 〴〲〮

(7) さっとどべちねち〬 き〮17〬 すちねちびとどぴち〬 ご〮17〬 こふでどべちねち〬 か〮17〬 ぎちにちはにち〬 ご〮28〬 かちぷちぢちぴち〬 き〮15〬 ぉぴはと〬

げ〮25〬 すちねちのちにち〬 き〮1 〬 ぁにどぴちべち〬 え〮28〬 かちぷちぢちぴち〬 か〮28〬 づぴ ちぬ〮

ぎづちひ〭どのてひちひづつ ねはのどぴはひどので はて ぴとづ ちっっひづぴどはの はふぴぢふひびぴ どの ぴとづ ねちびびどぶづ べはふので びぴづぬぬちひ はぢなづっぴ

こ〲〵〵〭ぎぉげこ〳〬 〲〰〲〰〯〰〲〬 ぐぁこお〬 〷〲〬 〴〮

〲〰〱〹年に出版された国際会議集録など

(1) あはふびびづなひち〬 く〮 き〮〬 ごちにづにちぷち〬 こ〮〬 さっとどにど〬 げ〮〬 きちぴびふぢちべちびとど〬 か〮1〬 ごちにづびとどねち〬 す〮〬 さづねふひち〬

き〮〬 うふなどびとどひは〬 ぉ〮

ぁうがぁか〺 ざどびふちぬ ぐひはでひちねねどので ぅのぶどひはのねづのぴ ぷどぴと けふどっに うづづつぢちっに がははば〬 ごふのづつ てはひ きふぬぴど〭

こばづっぴひちぬ ぁびぴひはばとべびどっちぬ くぢびづひぶちぴどはのび〬 〲〰〱〹〯〱〰〬 ぁこぐ ぃはのてづひづのっづ こづひどづび〬 〵〲〳〬 〲〴〵

(2) ぉっとどねはぴは〬 かどべはびとど1

ぃとちばぴづひ 〵〮〳 〭 こばづっぴひはばはぬちひどねづぴひべ ちのつ きちでのづぴどっ こぴひふっぴふひづび 〢ごとづ こふの ちび ち ぇふどつづ ぴは こぴづぬ〭

ぬちひ ぐとべびどっび〢〬 ぅつどぴづつ ぢべ くつつぢなはひの ぅのでぶはぬつ〬 おづちの〭ぃぬちふつづ ざどちぬ ちのつ ぁのつひづぷ こにふねちのどっと〮

ぅぬびづぶどづひ〬 〲〰〱〹〬 ぉこあぎ 〹〷〸〰〱〲〸〱〴〳〳〴〶〬 ば〮〱〸〵〭〲〰〶

(3) ぉびはでちど〬 か〮1 ちのつ きちづとちひち〬 え〮17,1

こばづっぴひはびっはばどっ っはの「ひねちぴどはの はて ぁこぁここぎ〭〱〹ちつべ ちび ち つぷちひて のはぶち〬 〲〰〱〹ぁごづぬ〱〳〳〷〴〮〮〮〮〱ぉ

(4) ぉびはでちど〬 か〮1〬 かちぴは〬 ご〮15〬 かちぷちふっとど〬 か〮21〬 ぎどびとどふねど〬 ご〮11〬 かはなどでふっとど〬 ぎ〮15〬 ぎちひどぴち〬 ぎ〮17〬

うふにふど〬 ぁ〮21〬 かふびちにちぢづ〬 ぎ〮17〬 づぴ ちぬ〮

こねちぬぬ はばぴどっちぬ ぶちひどちぴどはのび はて きぁじぉ お〱〸〲〰〫〰〷〰 〨〽ぁこぁここぎ〭〱〸づべ〩 どの ぴとづ てちどのぴ びぴちぴづ〬

〲〰〱〹ぁぴづぬ〱〲〹〸〸〮〮〮〮〱ぉ

(5) ぉびはでちど〬 か〮1〬 かちぴは〬 ご〮15〬 かはなどでふっとど〬 ぎ〮15〬 ぎはでちねど〬 い〮15〬 くぴびふにち〬 き〮1〬 すちねちのちにち〬 き〮1

がはぷ〭ひづびはぬふぴどはの びばづっぴひはびっはばべ はて ぴとづ ぬはので〭はひぢどぴちぬ ばづひどはつ つぷちひて のはぶち っちのつどつちぴづ ぁこぁここぎ〭〱〹ひへ〬

〲〰〱〹ぁぴづぬ〱〳〰〱〰〮〮〮〮〱ぉ

(6) ぉびはでちど〬 か〮1〬 かちぷちぢちぴち〬 き〮15〬 あふひでちぺ〬 さ〮15〬 きちづつち〬 か〮15〬 きちづとちひち〬 え〮17,1

こばづっぴひはびっはばべ はて ぴとづ しず こでづ〭ぴべばづ つぷちひて のはぶち ぅけ がべの 〨〽こいここ お〰〷〴〵〳〱〮〹〲〫〴〵〳〸〲〹〮〶〩〬

〷〴



〲〰〱〹ぁごづぬ〱〳〱〶〱〮〮〮〮〱ぉ

(7) ぉびはでちど〬 か〮1〬 かちぷちぢちぴち〬 き〮15〬 きちづつち〬 か〮15

こばづっぴひはびっはばどっ っぬちびびど「っちぴどはの はて ぴとづ ふぬぴひち〭びとはひぴ ばづひどはつ つぷちひて のはぶち きぁこごぅげ くご

お〲〳〴〸〴〳〮〲〳〫〲〵〰〲〵〰〮〴〬 〲〰〱〹ぁごづぬ〱〳〲〷〷〮〮〮〮〱ぉ

(8) ぉびはでちど〬 か〮1〬 かはなどでふっとど〬 ぎ〮15〬 ごちねばは〬 す〮15〬 きちづとちひち〬 え〮17,1

こばづっぴひはびっはばどっ っぬちびびど「っちぴどはの はて ぴとづ ぢひどでとぴ つぷちひて のはぶち ごぃぐ お〰〰〵〹〰〹〷〲〫〳〴〳〸〳〵〷〬

〲〰〱〹ぁごづぬ〱〳〳〴〸〮〮〮〮〱ぉ

(9) かはなどでふっとど〬 ぎ〮15〬 かちぴは〬 ご〮15〬 ぉびはでちど〬 か〮1〬 ぎはでちねど〬 い〮15

ごとづ 〱〸〹〸 ちのつ 〱〹〳〴 はふぴぢふひびぴび はて ぁこぁここぎ〭〱〸づべ 〨〽 きぁじぉ お〱〸〲〰〫〰〷〰〩〬 〲〰〱〹ぁごづぬ〱〳〰〶〶〮〮〮〮〱か

(10) きちづとちひち〬 え〮17,1〬 ぉびはでちど〬 か〮1

くばぴどっちぬ びばづっぴひはびっはばべ はて ざ〳〸〹〰 こちでどぴぴちひどど〬 〲〰〱〹ぁごづぬ〱〳〰〶〲〮〮〮〮〱き

(11) きちづとちひち〬 え〮17,1〬 かちぷちぢちぴち〬 き〮15〬 すちねちのちにち〬 き〮1〬 きちづつち〬 か〮15〬 ぉびはでちど〬 か〮1〬 かどのは〬 き〮1

こばづっぴひはびっはばどっ はぢびづひぶちぴどはの はて ごぃぐ お〱〸〳〲〵〷〹〰〭〱〶〴〲〲〱〱〬 〲〰〱〹ぁごづぬ〱〲〶〳〳〮〮〮〮〱き

(12) ぐちぶぬづのには〬 ぅ〮38〬 ぎどどなどねち〬 か〮 15〬 きちびはの〬 ぐ〮 46〬 しづぬぬび〬 ぎ〮46〬 こはびのはぶびにどな〬 ぁ〮 〮 38〬 ぁのぴはのべふに〬

か〮38〬 こどねはの〬 ぁ〮 50〬 ぐどぴ〬 ぎ〮 38〬 ちのつ 〱〷 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので ぉびはでちど〬 か〮1

ぁこぁここぎ〭〱〸てに〺 ぁ のづぷ しず こでづ〭ぴべばづ つぷちひて のはぶち ぷどぴと ねふぬぴどばぬづ ひづぢひどでとぴづのどのでび ちのつ ち のづぷ

っちのつどつちぴづ てはひ ち びふばづひとふので どのぴづひねづつどちぴづ ばはぬちひ〬 〲〰〱〹〬 ぃはこにち〬 〴〹〬 〲〰〴 〨ぐひはっづづつどのでび はて ぉのぴづひ〭

のちぴどはのちぬ しはひにびとはば〩

(13) あ〮 こちひでづのぴ〬 こ〮 こひどのどぶちびちの〬 き〮 あはべづひ〬 き〮 うづちびぴ〬 ぐ〮 しとどぴづぬはっに〬 き〮 きちひづのでは〬 き〮 ぁ〮 ご〮

ぇひはづのづぷづでづの〬 き〮 きづどへのづひ〬 お〮 が〮 えはひち〬 ちのつ き〮 くぴびふにち〮1

ぉのてひちひづつ こぴふつどづび はて ぴとづ ざちひどちぢどぬどぴべ ちのつ きちびび がはびび はて こはねづ はて ぴとづ いふびぴどづびぴ ぁびべねばぴはぴどっ ぇどちのぴ

あひちのっと こぴちひび どの ぴとづ きちでづぬぬちのどっ ぃぬはふつび〮 ぉの うひちのぺ かづひびっとぢちふね〬 きちひぴどの ぇひはづのづぷづでづの〬 ちのつ

えちのび くぬはてびびはの〬 づつどぴはひび〬 ぉぁさ こべねばはびどふね〬 ぶはぬふねづ 〳〴〳 はて ぉぁさ こべねばはびどふね〬 ばちでづび 〴〹〸〭〴〹〹〬

いづっ 〲〰〱〹〮

(14) さづぴち〬 ご〮39〬 ぉぺふねどふひち〬 え〮17〬 すちねちねふひち〬 ぉ〮 ちのつ くぴびふにち〬 き〮1

きはひばとは〭かどのづねちぴどっび はて ぴとづ ぃどひっふねびぴづぬぬちひ ぅのぶどひはのねづのぴび ちひはふのつ ぐはびぴ〭ぁぇあ こぴちひび〮 ぉの うひちのぺ

かづひびっとぢちふね〬 きちひぴどの ぇひはづのづぷづでづの〬 ちのつ えちのび くぬはてびびはの〬 づつどぴはひび〬 ぉぁさ こべねばはびどふね〬 ぶはぬふねづ

〳〴〳 はて ぉぁさ こべねばはびどふね〬 ばちでづび 〵〲〰〭〵〲〱〬 いづっ 〲〰〱〹〮

(15) さづぴち〬 ご〮39〬 ぉびちぢづぬ ぁぬづねちの〬 きちびちちにど くぴびふにち1〬 かちぴひどのち ぅへぴづひ〬 ちのつ えづひぐぬちぎこ ぃはのびはひぴどふね〮

えづひびっとづぬ ぐぬちのづぴちひべ ぎづぢふぬち こふひぶづべ ぐぬふび 〨えづひぐぬちぎこ〫〩〮 ぉの うひちのぺ かづひびっとぢちふね〬 きちひぴどの ぇひはづ〭

のづぷづでづの〬 ちのつ えちのび くぬはてびびはの〬 づつどぴはひび〬 ぉぁさ こべねばはびどふね〬 ぶはぬふねづ 〳〴〳 はて ぉぁさ こべねばはびどふね〬

ばちでづび 〵〱〸〭〵〱〹〬 いづっ 〲〰〱〹〮

(16) さづぴち〬 ご〮39〬 きちびちちにど くぴびふにち1〬 ちのつ えづひぐぬちぎこ ぃはのびはひぴどふね〮

ぃはねばひづとづのびどぶづ ぐちのっとひはねちぴどっ いちぴち ぁのちぬべびづび ちのつ ぐとはぴはどはのどぺちぴどはの きはつづぬどので はて ぎぇぃ 〶〷〸〱〮

ぉの うひちのぺ かづひびっとぢちふね〬 きちひぴどの ぇひはづのづぷづでづの〬 ちのつ えちのび くぬはてびびはの〬 づつどぴはひび〬 ぉぁさ こべねばはびどふね〬

ぶはぬふねづ 〳〴〳 はて ぉぁさ こべねばはびどふね〬 ばちでづび 〵〱〴〭〵〱〵〬 いづっ 〲〰〱〹〮

(17) 徳田怜実1〬 木村剛一1〬 大辻賢一1〬 一本潔1

狭帯域チューナブルフィルターさごう〭〳〲の波長分解能向上を目的としたエレメントの開発〬

〲〰〱〹〯〰〴〬 京都大学大学院理学研究科附属天文台技報〬 〴〨〱〩〺 〱〭〳〱〬

とぴぴば〺〯〯とつぬ〮とちのつぬづ〮のづぴ〯〲〴〳〳〯〲〴〱〳〸〲

〷〵



12.2 研究会報告

第38回天文学に関する技術シンポジウム(国立天文台) 1月10日–11日

(1) 仲谷善一1

トポロジー最適化による装置ローテータの設計

(2) 鴨部麻衣1、仲谷善一1ほか

京都大学花山天文台での太陽観測とデータの教育活用

2018年度国立天文台天文シミュレーションプロジェクトユーザーズミーティング

（国立天文台三鷹）1月15日–16日

(3) 古谷侑士1、柴田一成1

光球で起こるアネモネジェットの数値的研究〨ポスター〩

(4) 坂上峻仁1〬 柴田一成1

磁気流体数値計算に基づく低温星大気・恒星風の研究 〨ぐはびぴづひ〩

第12回宇宙ユニットシンポジウム（京都大学）2月9日–10日

(5) 田中宏樹15、浅井歩1、一本潔1

飛騨天文台からまだ見ぬ太陽の活動を探る〨ポスター〩

(6) 行方宏介1

太陽におけるスーパーフレアと地球への影響

(7) 青木成一郎1〬 作花〬 梅本

天文学を歴史的側面から知るまちあるき「京都千年天文学街道」〨ポスター〩

(8) きちつづ どの こばちっづ さのどぴ〨発表代表者〺 河村聡人〬佐々木玲奈）

国際宇宙ステーションで〳いプリントするなら何作る？

2019年太陽研究者連絡会シンポジウム (名古屋大学) 2月18日–20日

(9) 野津湧太1

いは かづばぬづひ びふばづひ」ちひづ びぴちひび ひづちぬぬべ どのっぬふつづ びぬはぷぬべ〭ひはぴちぴどので こふの〭ぬどにづ びぴちひび 〿 ほ がちぴづびぴ ひづびふぬぴび

ふびどので びばづっぴひはびっはばどっ つちぴち ちのつ ぇちどち〭いげ〲 びぴづぬぬちひ ひちつどふび つちぴち ほ 〨招待講演〩

(10) 木原孝輔15、黄于蔚1、西村信彦24、八代誠司37、新田就亮42、一本潔1、浅井歩1

太陽高エネルギー粒子（こぅぐ）の発生に関する統計的研究

(11) 山崎大輝15〬 永田伸一1〬 一本潔1

飛騨天文台 こきぁげご ご〴 偏光キャリブレーション 〨ポスター〩

(12) 坂上峻仁1

部分電離プラズマリコネクションにおける高密プラズモイド形成のシナリオ 〨ポスター〩

Max Planck Princeton Center Workshop 2019 (Tokyo) 2月18日–21日

(13) ことどぢちぴち〬 か〮1

こはぬちひ うぬちひづび ちのつ きちでのづぴどっ げづっはののづっぴどはの 〨どのぶどぴづつ ひづぶどづぷ〩

PSTEP・ISEE研究集会・第2回「太陽地球圏環境予測のためのモデル研究の展望」

(名古屋大学) 2月26日–27日

(14) 浅井歩1

太陽紫外線変動研究の現状・課題・展望＋議論

国立天文台談話会 (国立天文台) 3月1日

〷〶



(15) 柴田一成1

安全保障と天文学

第13回星空案内人シンポジウム (大阪) 3月3日–4日

(16) 青木成一郎1

「京都大学〴次元デジタル宇宙シアター」による出張上映　～キトラ古墳での出張上映とこれま

での実績～

Kepler & K2 Science Conference V (Glendale, CA, USA) 3月4日–8日

(17) ぎちねづにちぴち〬 か〮1

がどてづぴどねづび ちのつ ぅねづひでづのっづ〯いづっちべ げちぴづび はて こぴちひ こばはぴび はの こはぬちひ〭ぴべばづ こぴちひび ぅびぴどねちぴづつ ぢべ

かづばぬづひ いちぴち どの ぃはねばちひどびはの ぷどぴと ごとはびづ はて こふのびばはぴび

国立天文台運営会議サイエンスレポート (国立天文台) 3月11日

(18) 有松亘1

カイパーベルト天体による恒星掩蔽候補を可視小望遠鏡で発見 〨招待講演〩

日本天文学会春季年会 (法政大学) 3月14日–17日

M:太陽

(19) 河村聡人1〬 柴田一成1

太陽フレアに伴うコロナ質量放出の可視性と統計的傾向 〨き〰〱ち〩

(20) 木原孝輔1〬 黄于蔚1〬 西村信彦24〬 八代誠司37〬 新田就亮42〬 一本潔1〬 浅井歩1

太陽高エネルギー粒子（こぅぐ）の発生に関する統計的研究 〨き〰〳ち〩

(21) か〮 ぁぬにづのつひち〮 ぐ〮 こどのでと1〬 えどひはちにど ぉびはぢづ10〬 ご〮こちにちふづ1〬 ぁにどぴは い〮 かちぷちねふひち1〬 か〮 ことどぢちぴち1

ぎちぴふひづ はて きちでのづぴどっ げづっはののづっぴどはの どの こはぬちひ ぃとひはねはびばとづひづ〺 こぴづちつべ はひ ごどねづ〭いづばづのつづのぴ

〨き〱〳ち〩

(22) 古谷侑士1〬 柴田一成1

光球で起こるアネモネジェットの数値的研究 〨き〱〴ち〩

(23) 清水敏文3 ちのつ 〲〴 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので 一本潔1〬 永田伸一1

こはぬちひ〭ぃぅさざこご 〨高感度ぅさざ〯さざ分光望遠鏡衛星〩：最新状況 〨き〱〵ち〩

(24) 岡田翔陽1〬 一本潔1〬 町田亜希1〬 徳田怜実1〬 黄于蔚1

多波長観測によるプロミネンスの温度診断 〨き〲〴っ〩

(25) 當村一朗6，川上新吾，廣瀬公美1，上野悟1，一本潔1

えα線とうづぉ 〵〴〳〮〴 のね線による太陽光球・彩層の〲波長同時高速〲次元分光 〨き〲〵っ〩

(26) 大辻賢一1

　　飛騨天文台こきぁげご〯こいいぉ高速フラット処理手法の開発 〨き〲〶ぢ〩

(27) 萩野正興17 ちのつ 〱〲 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので 木村剛一1 〬一本潔〨京都大学〩1

多波長観測によるプロミネンスの温度診断 〨き〲〷ぢ〩

(28) 山崎大輝1〬 永田伸一1〬 一本潔1

飛騨天文台こきぁげご望遠鏡マグネトグラフ偏光キャリブレーション実験 〨き〳〵ち〩

(29) 徳田怜実1〬 一本潔1

撮像観測による太陽彩層微細構造の３次元速度場の解析 〨き〳〶ち〩

(30) 町田亜希1〬 浅井歩1〬 大辻賢一1

浮上磁場領域アーチフィラメントシステムの環境による時間発展の違いについて 〨き〳〷ち〩

〷〷



(31) 鄭祥子1〬 岡本丈典〬 ぐづぴひ えぅぉぎずぅが34〬 こはのなち おぅお〔ぃぉ〔ぃ〬 こぴちのどびぬちぶ ぇさぎ〓ぁげ34〬 柴田一成1

ぉげぉこによる きで ぉぉ とに 線観測と のはの〭がごぅ 計算によるスピキュールの物理量推定 〨き〳〸ち〩

(32) 阿南徹44〬 米谷拓朗〬 一本潔1〬 上野悟1〬 塩田大幸19〬 野澤恵Ib〬 高棹真介23〬 川手朋子3

えづぉ 〱〰〸〳〰ぁ偏光分光観測によるフレアカーネルの磁場ベクトル測定 〨き〴〲ち〩

(33) いづのどび ぐ〮 ぃちぢづぺちび1〬 ぁべふねど ぁびちど1〬 かどべはびとど ぉっとどねはぴは1〬 ごちにちとどぴは こちにちふづ1〬 こちぴはひふ さづぎは1〬

おはび〓づ か〮 ぉびとどぴびふにち45〬 ちのつ かちぺふのちひど ことどぢちぴち1

いべのちねどっ ぐひはっづびび はて ぴとづ きはひづぴはの ぷちぶづ はの 〲〰〱〴 きちひっと 〲〹 〨き〴〳ち〩

N: 恒星

(34) 野津湧太1〬 前原裕之17〬 本田敏志26〬 こふぺちののづ えちぷぬづべ52〬 おちねづび いちぶづのばはひぴ52〬 行方宏介1〬 幾

田佳1〬 野津翔太1〬 野上大作1〬 柴田一成1

いは かづばぬづひ びふばづひ」ちひづ びぴちひび ひづちぬぬべ どのっぬふつづ びぬはぷぬべ〭ひはぴちぴどので こふの〭ぬどにづ びぴちひび 〿 ほ げづびふぬぴび ふびどので

ぇちどち〭いげ〲 びぴづぬぬちひ ひちつどふび つちぴち ほ 〨ぎ〰〸ち〩

(35) 行方宏介1

惑星トランジットを用いた、空間分解された恒星黒点の面積の時間変化の推定〨ぎ〱〰ち〩

R: 銀河

(36) 善光哲哉15〬 栗田光樹夫15〬 木野勝1〬 長田哲也15〬松永典之21〬 西山正吾29〬 中島康27

銀河系面内のセファイドを利用した磁場構造解析 〨げ〲〰ち〩

V2: 観測機器（光赤外線・その他）

(37) 久保雅仁17 ちのつ 〱〲 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので 一本潔1

こさぎげぉこぅ〭〳大気球太陽観測実験：高精度偏光分光装置こぃぉぐに搭載する回転波長板駆動機構の

開発 〨ざ〲〳〰ぢ〩

(38) 木村剛一1〬 徳田怜実1〬 大辻賢一1〬 一本潔1〬 上野悟1〬 廣瀬公美1〬 萩野正興17

狭帯域チューナブル・フィルターを用いた観測実例 〨ざ〲〳〱ぢ〩

(39) 宮良碧30〬 ちのつ 〱〱 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので 大辻賢一1〬 木村剛一1〬 仲谷善一1〬 一本潔1

太陽像によるシーイング観測の季節変化調査 〨ざ〲〳〲ぢ〩

特別セッション

(40) 柴田一成1

安全保障と天文学ぉぉぉ これまでの経緯

Flux Emergence Workshop 2019 (Hongo Campus, The University of Tokyo) 3月18日–22日

(41) ことどぢちぴち〬 か〮1

うぬふへ ぅねづひでづのっづ ちのつ おづぴび どの ぴとづ ぃはのぴづへぴ はて ぴとづ さのど「づつ きはつづぬ はて うぬちひづび〺 ぉび ぴとづ ぜあぬはぷ〭はふぴ

おづぴ きはつづぬ〢 げづちぬぬべ ち ぎづぷ きはつづぬ〿　〨どのぶどぴづつ〩

(42) かはぴちのど〬 す〮1〬 ことどぢちぴち〬 か〮1

ぎふねづひどっちぬ こどねふぬちぴどはの はて ぁのづねはのづ おづぴび どの ぴとづ こはぬちひ ぐとはぴはびばとづひづ 〨はひちぬ〩

(43) ぎちねづにちぴち〬 か〮1

がどてづぴどねづび ちのつ ぅねづひでづのっづ〯いづっちべ げちぴづび はて こぴちひ こばはぴび はの こはぬちひ〭ぴべばづ こぴちひび ぅびぴどねちぴづつ ぢべ

かづばぬづひ いちぴち どの ぃはねばちひどびはの ぷどぴと ごとはびづ はて こふのびばはぴび 〨はひちぬ〩

2019 Space Weather Workshop　(Boudler, US) 4月1日–5日

(44) こづにど〬 い〮1〬 くぴびふなど〬 か〮1〬 ぉびはぢづ〬 え〮10〬 ぉびとどど〬 ご〮ご〮1〬 ぉっとどねはぴは〬 か〮1〬 ことどぢちぴち〬 か〮1

こねちぬぬ〭びっちぬづ きはぴどはのび どの こはぬちひ うどぬちねづのぴび ちび ぴとづ ぐひづっふひびはひび はて ぅひふばぴどはのび 〨ばはびぴづひ〩

〷〸



Royal Astronomical Society Specialist Discussion Meeting:

Flares on the Sun and stars: microflares, megaflares, and the largest flare of Solar Cycle 24,

(London, UK) 4月12日

(45) こづにど〬 い〮1〬 くぴびふなど〬 か〮1〬 ぉびはぢづ〬 え〮10〬 ぉびとどど〬 ご〮ご〮1〬 ぉっとどねはぴは〬 か〮1〬 ことどぢちぴち〬 か〮1

こねちぬぬ〭びっちぬづ きはぴどはのび どの こはぬちひ うどぬちねづのぴび ちび ぴとづ ぐひづっふひびはひび はて ぅひふばぴどはのび 〨ばはびぴづひ〩

Regular seminar at University of Cambridge (Cambridge, UK) 4月30日

(46) こづにど〬 い〮1〬 くぴびふなど〬 か〮1〬 ぉびはぢづ〬 え〮10〬 ぉびとどど〬 ご〮ご〮1〬 ぉっとどねはぴは〬 か〮1〬 ことどぢちぴち〬 か〮1

こねちぬぬ〭びっちぬづ きはぴどはのび どの こはぬちひ うどぬちねづのぴび ちび ぴとづ ぐひづっふひびはひび はて ぅひふばぴどはのび 〨はひちぬ〩

World Data System Asia-Oceania Conference (Beijing, China) 5月7日–8日

(47) ごちのちにち〬 す〮16〬 さねづねふひち〬 ぎ〮24〬 ぁぢづ〬 こ〮18〬 ことどのぢはひど〬 ぁ〮24〬 さづぎは〬 こ〮1〬 ぎはびづ〬 き〮24 ちのつ

ぉさぇくぎぅご ぐひはなづっぴ ぴづちね

　　ぁつぶちのっづつ ぴははぬび てはひ ひづびづちひっと はの ふばばづひ ちぴねはびばとづひづ ちのつ 　　ぴとづどひ てふぴふひづ ばづひびばづっぴどぶづ

International Space Weather Initiative Workshop 2019 (Trieste, Italy) 5月19日–24日

(48) さづぎは〬 こ〮1〬 ことどぢちぴち〬 か〮1〬 ぉっとどねはぴは〬 か〮1〬 ぁびちど〬 ぁ〮1〬 ぎちでちぴち〬 こ〮1〬 かどねふひち〬 ぇ〮1〬 ぎちにちぴちのど〬

す〮1〬 くぴびふなど〬 か〮1〬 ぉびとどど〬 ご〮 ご〮1〬 こづにど〬 い〮1〬 ぃちぢづぺちび〬 い〮 ぐ〮1〬 ぉびとどぴびふにち〬 お〮 え〮〬 ぉぢひちとどね〬 ぁ〮 ぁ〮

ぉねばひはぶづねづのぴ はて どのびぴひふねづのぴび ちのつ っちばちっどぴべ〭ぢふどぬつどので ちっぴどぶどぴどづび ふのつづひ ぴとづ ぃえぁぉぎ〭ばひはなづっぴ

〨はひちぬ〩

(49) こづにど〬 い〮1〬 くぴびふなど〬 か〮1〬 ぉびはぢづ〬 え〮10〬 ぉびとどど〬 ご〮 ご〮1〬 ぉっとどねはぴは〬 か〮1〬 ことどぢちぴち〬 か〮1

こねちぬぬ〭びっちぬづ きはぴどはのび どの こはぬちひ うどぬちねづのぴび ちび ぴとづ ぐひづっふひびはひび はて ぅひふばぴどはのび 〨はひちぬ〩

Japan Geoscience Union Meeting 2019 (Chiba, Japan) 5月26日–30日

(50) ぁひどねちぴびふ〬か〮1

ぁ にどぬはねづぴひづ〭びどぺづつ かふどばづひ ぢづぬぴ はぢなづっぴ ひづぶづちぬづつ ぢべ くぁこぅこ びぴづぬぬちひ はっっふぬぴちぴどはの はぢびづひぶちぴどはのび

〨はひちぬ〩

(51) かぷはの〬 す〮 ぇ〮49〬 ぉびとどでふひは〬 き〮49〬 かぷはの〬 お〮21〬 かふひはつち〬 い〮1〬 ぉね〬 き〮49〬 ぃとはど〬 ぃ〮49〬 ごちねふひち〬

き〮21,17〬 ぎちでちべちねち〬 ご〮7〬 づぴ ちぬ〮

いふびぴ ばちひぴどっぬづ づぶはぬふぴどはの はて ち のづちひ〭ぅちひぴと はぢなづっぴ 〲〵〲ぐ〯がぉぎぅぁげ てひはね のづちひ〭どのてひちひづつ ばはぬちひど〭

ねづぴひどっ はぢびづひぶちぴどはのび どの 〲〰〱〶

(52) 長谷川直3、黒田大介1、柳澤顕史17、臼井文彦

うはぬぬはぷ〭ふば はぢびづひぶちぴどはのび てはひ ぁかぁげぉ〯ぉげぃ のづちひ〭どのてひちひづつ ちびぴづひはどつ びばづっぴひはびっはばどっ びふひぶづべ 〨ぁっふぁ〭

びばづっ〩

(53) ぉびとどでふひは〬 き〮49〬 ぇづづね〬 お〮49〬 ぎちどぴは〬 え〮〬 あちっと〬 す〮 ぐ〮49〬 かふひはつち〬 い〮1〬 くのは〬 ご〮〬 ごちにちでど〬 こ〮28〬

こちぴは〬 き〮28〬 づぴ ちぬ〮

ぐはぬちひどねづぴひべ はて 〨〱〵〵〱〴〰〩 〲〰〰〵 さい〺 ぴとづ いべのちねどっちぬ ぁびびはっどちぴどはの ぷどぴと 〨〳〲〰〰〩 ぐとちづぴとはの

(54) 山形稜、関口朋彦、岡崎良、土井和也、黒田大介1、石黒正晃49、内藤博之

北大〱〮〶ねピリカ望遠鏡による不活動彗星核ぐ〯〲〰〱〶 あぁ〱〴の可視光測光・分光・偏光観測

(55) ぇづづね〬 お〮49〬 ぉびとどでふひは〬 き〮49〬 あちっと〬 す〮 ぐ〮49〬 かふひはつち〬 い〮1〬 ぎちどぴは〬 え〮〬 えちのちべちねち〬 え〮17〬 かどね〬

す〮〬 かぷはの〬 す〮 ぇ〮49〬 づぴ ちぬ〮

ぐはぬちひどねづぴひどっ こぴふつべ はて ぁびぴづひはどつび どの ぃはねづぴ〭がどにづ くひぢどぴび 〨ぁぃくび〩

(56) 木村なみ15

いづぶづぬはばねづのぴ はて ぴとづ とどでとぬべ ばひづっどびづ とどでと〭びばづづつ ばとはぴはねづぴひべ ぴづっとのどぱふづ ぷどぴと ぴとづ ばとはぴはねづぴづひ

〷〹



ねはふのぴづつ ぷどぴと ぐぉげかぁ ぴづぬづびっはばづ〨ポスター〩

(57) ごちにちとどぴは こちにちふづ1〬 かちぺふのちひど ことどぢちぴち1

ぎふねづひどっちぬ びぴふつべ はの ぴとづ びぴづぬぬちひ ちぴねはびばとづひづ 〦 ぷどのつ はて ぃははぬ こぴちひび 〨ぐはびぴづひ〩

(58) こづにど〬 い〮14,1

ごとづ ぐひはぢちぢどぬどぴべ はて こちぴづぬぬどぴづ ぁのはねちぬどづび ぢべ ち いどびちびぴひはふび こはぬちひ うぬちひづ’〬 ぐぅき〱〲〭〲〲〨はひちぬ〩

(59) こづにど〬 い〮14,1

ごとづ ぐひはぢちぢどぬどぴべ はて こちぴづぬぬどぴづ ぁのはねちぬどづび ぢべ ち いどびちびぴひはふび こはぬちひ うぬちひづ’〬 えいこ〱〰〭〱〲〨はひちぬ〩

MIS17 歴史学×地球惑星科学
(60) 玉澤春史10、北井礼三郎31、磯部洋明10、上野悟1、坂上峻仁1

現代観測と歴史史料をつなぐ〲〰世紀前半の観測データ：　　花山天文台乾板データの利用例

(61) かちぷちねふひち〬ぁ〮い〮1〬 えちべちにちぷち〬え〮〬 ごちねちぺちぷち〬 え〮〬 ぉびはぢづ〬え〮〬 ことどぢちぴち〬 か〮1

さびちでづ はて えどびぴはひどっちぬ いはっふねづのぴび ぷどぴと こっどづのぴど「っ さのつづひびぴちのつどのでび どの ぴとづ 「づぬつ はて こはぬちひ ぐとべびどっび

〨ポスター〩

(62) ぉびはぢづ〬え〮〬 ぅぢどとちひち〬す〮13〬 ごちねちぺちぷち〬え〮〬 かちぷちねふひち〬ぁ〮い〮1〬 えちべちにちぷち〬え〮

ぉのぴづのびづ でづはねちでのづぴどっ びぴはひね つふひどので きちふのつづひ ねどのどねふね ばはびびどぢぬべ ぢべ ぱふどづびっづのぴ 「ぬちねづのぴ づひふば〭

ぴどはの 〨ポスター〩

MGI31 Open Science in Action: Research Data Sharing, Infrastructure,

Transparency, and International Cooperation

(63) 阿部修司18、田中良昌16、梅村宜生24、新堀淳樹24、上野悟1、能勢正仁24

げづっづのぴ ちっぴどぶどぴどづび はて ぴとづ ぉさぇくぎぅご てはひ ちっっづぬづひちぴどので ぴとづ どのぴづでひちぴづつ びはぬちひ ぴづひひづびぴひどちぬ びっどづのっづ

PEM11 Dynamics of Magnetosphere and Ionosphere

(64) 田中良昌16、梅村宜生24、阿部修司18、上野悟1、能勢正仁24、中川裕美Iba

ぎづぷ ばづひびばづっぴどぶづび はの っはふばぬどので ばひはっづびびづび どの びはぬちひ〭ぴづひひづびぴひどちぬ びべびぴづね はぢぴちどのづつ ぢべ っはねばひづとづの〭

びどぶづ つちぴち ちのちぬべびどび

PEM15 太陽地球系結合過程の研究基盤形成

(65) 新堀淳樹24、田中良昌16、梅村宜生24、阿部修司18、能勢正仁24、上野悟1

太陽地球系結合研究推進のためのぉさぇくぎぅごデータ解析システム

P-EM12 Space Weather and Space Climate

(66) かどとちひち〬 か〮15〬 えふちので〬 す〮1〬 ぎどびとどねふひち〬 ぎ〮24〬 すちびとどひは〬 こ〮37〬 ぎどぴぴち〬 ぎ〮42〬 ぉっとどねはぴは〬 か〮1〬 ぁびちど〬

ぁ〮1

こぴちぴどびぴどっちぬ ぁのちぬべびどび はて こはぬちひ ぅのづひでづぴどっ ぐちひぴどっぬづ ぅぶづのぴび 〨ぐ〭ぅき〱〲〭〲〷〬 はひちぬ〩

Airapetian workshop (Kyoto) 5月31日

(67) ことどぢちぴち〬 か〮1

〳〮〸ね こづどねづど ごづぬづびっはばづ ちのつ こふばづひ」ちひづ こぴふつべ

Partially Ionized Plasmas in Astrophysics - PIPA2019 (Spain) 6月3日–7日

(68) ごちにちとどぴは こちにちふづ1〬 かちぺふのちひど ことどぢちぴち1

ぐちひぴどちぬぬべ どはのどぺちぴどはの づ》づっぴ どの ぴとづ っとひはねはびばとづひづ はて っははぬ ねちどの〭びづぱふづのっづ びぴちひび 〨ぐはびぴづひ〩

Coronagraph workshop(Konjiam 韓国) 6月13日–14日

(69) かどべはびとど ぉっとどねはぴは1

ぐひはでひづびび はて びはぬちひ ばひはなづっぴび どの おちばちの ちのつ てふぴふひづ っはぬぬちぢはひちぴどはの ぷどぴと かはひづち 〨どのぶどぴづつ〩

〸〰



32nd International Symposium on Space Technology and Science &

9th Nano-Satellite Symposium (Fukui, Japan) 6月15日–21日

(70) ごびふつち〬す〮3〬 ごちにづふっとど〬 え〮3〬 くでちぷち〬 ぎ〮3〬 くのは〬 ぇ〮3〬 かどにふっとど〬 こ〮3〬 くにど〬 す〮3〬 ぉびとどでふひは〬 き〮49〬

かふひはつち〬 い〮1〬 づぴ ちぬ〮

ぇふどつちのっづ ちのつ ぎちぶどでちぴどはの げづびふぬぴ はて えちべちぢふびち〲 ぁびぴづひはどつ げづのつづぺぶはふび くばづひちぴどはの

(71) ごちにづふっとど〬 え〮3〬 ごびふつち〬 す〮3〬 すちねちでふっとど〬 ご〮3〬 かどにふっとど〬 こ〮3〬 ぉびとどでふひは〬 き〮49〬 かふひはつち〬 い〮1〬

さひちにちぷち〬 い〮〬 くにふねふひち〬 こ〮〬 づぴ ちぬ〮

こどねふぬぴちのづはふび くひぢどぴ いづぴづひねどのちぴどはの はて えちべちぢふびち〲 ちのつ ぉぴび ごちひでづぴ ぁびぴづひはどつ げべふでふ

PSTEPセミナー (オンライン) 6月18日

(72) 柴田一成1

こっちぬどので げづぬちぴどはのび どの ぃはひはのちぬ きちびび ぅなづっぴどはのび ちのつ ぅのづひでづぴどっ ぐひはぴはの ぅぶづのぴび　ぁびびはっどちぴづつ ぷどぴと

こはぬちひ こふばづひ」ちひづび

University College London Institute for Risk and Disaster Reduction

the 9th Annual Conference (London, UK) 6月19日

(73) こづにど〬 い〮1〬 ぉびはぢづ〬 え〮〬 ごちにちひち〬 か〮

こぴちぴどびぴどっちぬ ぁのちぬべびどび はの ぴとづ こちぴづぬぬどぴづ ぁのはねちぬどづび ちのつ どぴび ぉねばぬどっちぴどはの どの ぴとづ っちびづ はて ち いどびちびぴひはふび

こはぬちひ うぬちひづ 〨ばはびぴづひ〩

天文教育普及研究会近畿支部会 (大阪府立科学館) 6月22日

(74) 河村聡人1

〳〰億分の〱太陽系模型実践報告

精密工学会関西地方定期学術講演会 (大阪大学) 6月28日

(75) 柴田一成1

太陽の脅威とスーパーフレア

IUGG General Assembly (Montreal, Canada) 7月8日–18日

(76) ことどのぢはひど〬 ぁ〮24〬 ごちのちにち〬 す〮16〬 さねづねふひち〬 ぎ〮24〬 ぁぢづ〬 こ〮18〬 ぎはびづ〬 き〮24〬 さづぎは〬 こ〮1

ぉさぇくぎぅご つちぴち ちのちぬべびどび びべびぴづね てはひ ち びぴふつべ はて っはふばぬどので ばひはっづびびづび どの ぴとづ びはぬちひ〭ぴづひひづびぴひどちぬ

びべびぴづね

木曽シュミットシンポジウム2019 (木曽福島) 7月9日–10日

(77) 松林和也1

せいめい望遠鏡ぃきくこ多色カメラによる突発天体・短時間変動天体サイエンス

第49回天文・天体物理若手夏の学校 (ロワジールホテル豊橋) 7月30日–8月2日

(78) 山崎大輝15

〲〰〱〷年〹月〶日に大規模フレアを起こした活動領域のコロナ磁場外挿による不安定解析 〨ポスタ

ー〩

(79) 冨野芳樹1、柴田一成1

部分電離プラズマ中での衝撃波の形成と発展

(80) 古谷侑士1、柴田一成1

光球で起こるアネモネジェットの数値的研究 〨ポスター〩

(81) 木原孝輔15、関大吉14,1、根本茂12、浅井歩1、柴田一成1

宇宙天気予報研究のための太陽黒点分類機の開発 〨ポスター〩

〸〱



(82) 田中宏樹15、浅井歩1、一本潔1

太陽のぃちか線観測による紫外線放射の推定

(83) 木村なみ15、浅井歩1、大辻賢一1

京都大学飛騨天文台望遠鏡を用いたフィラメント噴出・消失の〳次元速度場の導出

Regular seminar at University of Exeter (Exeter, UK) 7月31日–8月2日

(84) こづにど〬 い〮1〬 くぴびふなど〬 か〮1〬 ぉびはぢづ〬 え〮10〬 ぉびとどど〬 ご〮 ご〮1〬 ぉっとどねはぴは〬 か〮1〬 ことどぢちぴち〬 か〮1〬

こねちぬぬ〭びっちぬづ きはぴどはのび どの こはぬちひ うどぬちねづのぴび ちび ぴとづ ぐひづっふひびはひび はて ぅひふばぴどはのび 〨はひちぬ〩

SHINE Conference 2019 (Boulder, USA) 8月5日–9日

(85) か〮 ぎちねづにちぴち1

がどてづぴどねづび ちのつ づねづひでづのっづ〯つづっちべ ひちぴづび はて びぴちひ びばはぴび はの びはぬちひ〭ぴべばづ びぴちひび づびぴどねちぴづつ ぢべ かづばぬづひ

つちぴち どの っはねばちひどびはの ぷどぴと ぴとはびづ はて びふのびばはぴび

PSTEP-SEP-CDAW 2 (東北大学) 8月6日–9日

(86) 浅井歩1〬 増田智24〬 他

ぇひはふば〱〺 フレアとこぅぐ

2019年度せいめいユーザーズミーティング・第29回光赤外ユーザーズミーティング

(京都大学) 8月7日–8日

(87) 山中雅之1

せいめい望遠鏡における超新星爆発のフォローアップ観測

(88) 山中雅之1

光赤外線大学間連携における活動報告

(89) 松林和也1

かくくがこ〭ぉうさステータスレポート

(90) 大塚雅昭1

こばちぴどちぬぬべ〭ひづびはぬぶづつ びぴふつべ はて ばぬちのづぴちひべ のづぢふぬちづ ぷどぴと ぴとづ こづどねづど〯かくくがこ〭ぉうさ

情報処理学会情報教育シンポジウム 2019(SSS2019) (大阪電通大) 8月17日–19日

(91) 青木成一郎1

天文学講演におけるアンケートの自由記述欄に対する計量テキスト分析

天文教育普及研究会年会（志賀レークホテル、志賀高原、長野）8月18日–20日

(92) 河村聡人1

〳〰億分の〱リアルスケール太陽系模型

TRAPPIST-1 Conference (University of Liege, Belgium) 8月19日–8月23日

(93) ごちにちとどぴは こちにちふづ1〬 かちぺふのちひど ことどぢちぴち1

ぎふねづひどっちぬ びどねふぬちぴどはの はの ぴとづ びぴづぬぬちひ ちぴねはびばとづひづ ちのつ ぷどのつ はて ぴとづ ごげぁぐぐぉこご〭〱〮 〨ばはびぴづひ〩

Stars and their Variability, Observed from Space

(University of Vienna, Austria) 8月19日–8月23日

(94) ごちにちとどぴは こちにちふづ1〬 かちぺふのちひど ことどぢちぴち1

ぎふねづひどっちぬ びどねふぬちぴどはの はの ぴとづ びぴづぬぬちひ ちぴねはびばとづひづ ちのつ ぷどのつ はて っははぬ びぴちひび〮 〨ばはびぴづひ〩

サマースクール「コンパクト天体基礎講座」

(95) 磯貝桂介1

しず こでづ型スーパーアウトバーストを起こすヘリウム激変星の可視測光観測 〨ポスター〩

〸〲



Solar Polarization Workshop 9 (Germany) 8月26日–30日

(96) すちねちびちにど〬 い〮15〬 ぎちでちぴち〬 こ〮1〬 ぉっとどねはぴは〬 か〮1

ぐはぬちひどぺちぴどはの ぃちぬどぢひちぴどはの はて ぴとづ こはぬちひ きちでのづぴどっ ぁっぴどぶどぴべ げづびづちひっと ごづぬづびっはばづ 〨こきぁげご〩〭ご〴

〨ばはびぴづひ〩

Hinode-13 SWG meeting (Tokyo, Japan) 9月2日

2-2. Observations demanding larger telemetry allocation

(97) かづのどっとど くぴびふなど1

ぐひはばはびちぬ てはひ こくご〭こぐ ねはびちどっ はぢびづひぶちぴどはの 〨はひちぬ〩

Hinode-13/IPELS 2019 (Tokyo, Japan) 9月2日–6日

(98) ごづど〬 ぁ〮1〬 ご〮〬 くにちねはぴは〬 お〮17〬 えづどのぺづぬ〬 ぐ〮34〬 ぇふの〓ちひ〮 こ〮34〬 おづな〔っど〔っ〬 こ〮〬 ことどぢちぴち〬 か〮1

ぉげぉこ きで ぉぉ くぢびづひぶちぴどはのび ちのつ ぎはの〭がごぅ きはつづぬどので はて く》〭ぬどねぢ こばどっふぬづび どの ち こはぬちひ ぐはぬちひ

ぃはひはのちぬ えはぬづ 〨はひちぬ〩

(99) こぴちのどびぬちぶ ぇふのちひ34〬 おちの おふひっちに34〬 かどべはびとど ぉっとどねはぴは1

くの ぴとづ ぉの」ふづのっづ はて えどのはつづ〯こくご ぎうぉ どのびぴひふねづのぴちぬ づ》づっぴび はの ぴとづ ぶどびどぢどぬどぴべ はて びどねふぬちぴづつ

ばひはねどのづのっづ 「のづ びぴひふっぴふひづび どの え〭ちぬばとち 〨ばはびぴづひ〩

(100) こちのづぴちにち くにちつち1〬 かどべはびとど ぉっとどねはぴは1〬 ぁにど きちっとどつち1〬 こちぴはねど ごはにふつち1〬 すふぷづど えふちので1

ごづねばづひちぴふひづ ちのちぬべびどび はて びはぬちひ ばひはねどのづのっづび ぢべ ねふぬぴど〭ぷちぶづぬづのでぴと はぢびづひぶちぴどはのび 〨ばはびぴづひ〩

(101) すふなど かはぴちのど1〬 かちぺふのちひど ことどぢちぴち1

ぎふねづひどっちぬ こどねふぬちぴどはのび はて ぁのづねはのづ おづぴび どの ぴとづ こはぬちひ ぐとはぴはびばとづひづ 〨ばはびぴづひ〩

(102) おどひど こぴづばちの34〬 ぁにどには ごづど1〬 こぴちのどびぬちぶ ぇふのちひ34〬 ぐづぴひ えづどのぺづぬ34

ぐひはばづひぴどづび はて びばどっふぬづび どのてづひひづつ てひはね ぉげぉこ はぢびづひぶちぴどはのび ぶどち ちばばひはへどねちぴづ あちべづびどちの っはねばふぴち〭

ぴどはの 〨ばはびぴづひ〩

(103) すふぷづど えふちので1〬 ごづぴびふ ぁのちの44〬 かどべはびとど ぉっとどねはぴは1

いはばばぬづひ ぶづぬはっどぴべ つど》づひづのっづび ぢづぴぷづづの どはのび ちのつ のづふぴひちぬび どの ち びはぬちひ びふひでづ 〨ばはびぴづひ〩

(104) すはびとどのはひど こふづねちぴびふ17〬 かどべはびとど ぉっとどねはぴはは1

ごづつ ごちひぢづぬぬ びちの ちのつ えどのはつづ ねどびびどはの 〨はひちぬ〩

(105) かはびふにづ かどとちひち1〬 すふぷづど えふちので1〬 ぎはぢふとどには ぎどびとどねふひち24〬 こづどなど すちびとどひは37〬 ぎちひどちにど ぎどぴぴち42〬

かどべはびとど ぉっとどねはぴは1〬 ぁべふねど ぁびちど1

こぴちぴどびぴどっちぬ ちのちぬべびどび はて びはぬちひ づのづひでづぴどっ ばちひぴどっぬづ づぶづのぴび 〨ばはびぴづひ〩

(106) きちびちとどぴは かふぢは17 ちのつ 〱〲 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので かどべはびとど ぉっとどねはぴは1〬 ことどの’どっとど ぎちでちぴち1

えどでと〭ばひづっどびどはの 〦 てちびぴ ばはぬちひどぺちぴどはの ねづちびふひづねづのぴび ぢべ こさぎげぉこぅ〭〳〯こぃぉぐ 〨ばはびぴづひ〩

(107) ごちにちびとど こちにふひちど17〬 かづのどっとど くぴびふなど1〬 かどひどぬぬ かふぺちのべちの

こばちぴどちぬ こばづっぴひち はて きちでのづぴどっ うどづぬつび ちのつ ぃふひひづのぴ えづぬどっどぴべ ぢべ さびどので えどのはつづ〯こくご〭こぐ きはびちどっ

きちでのづぴはでひちねび 〨ばはびぴづひ〩

(108) いちどにど すちねちびちにど1〬 ことどの〧どっとど ぎちでちぴち1〬 かどべはびとど ぉっとどねはぴは1

ぐはぬちひどぺちぴどはの っちぬどぢひちぴどはの はて ぴとづ こはぬちひ きちでのづぴどっ ぁっぴどぶどぴべ げづびづちひっと ごづぬづびっはばづ〨こきぁげご〩

〨ばはびぴづひ〩

(109) すはふぴち ぎはぴびふ 〨かちぺふのちひど ことどぢちぴち1〩

さのど「づつ ざどづぷ はて こはぬちひ ちのつ こぴづぬぬちひ うぬちひづび 〺 ぃちの こふばづひ」ちひづび くっっふひ はの くふひ こふの〿 〨ばはびぴづひ〩

(110) いづのどび ぐ〮 ぃちぢづぺちび1〬 かどべはびとど ぉっとどねはぴは1〬 ぁべふねど ぁびちど1〬 かづのどっとど くぴびふなど1〬 ごちにちには ご〮 ぉびとどど1〬

〸〳



こちぴはひふ さづぎは1〬 いちどにどっとど こづにど1〬 かちぺふのちひど ことどぢちぴち1〬

うちびぴ 「ぬちねづのぴ づひふばぴどはの はの 〲〰〱〷 ぁばひどぬ 〲〳 つづぴづっぴづつ ぢべ ぴとづ こはぬちひ いべのちねどっび いはばばぬづひ ぉねちでづひ

〨こいいぉ〩 〨ばはびぴづひ〩

(111) えどひはにど ごちのちにち1

ぅびぴどねちぴどはの はて びはぬちひ ふぬぴひちぶどはぬづぴ どひひちつどちのっづ ぢべ づへちねどのどので びばづっぴひはとづぬどはでひちね はて ぃち ぉぉ か ぬどのづ

〨ばはびぴづひ〩

(112) ことどの〧どっとど ぎちでちぴち1〬 こちぴはびとど ぉのはふづ24〬 いちどにど すちねちびちにど1

ごとづ ぬちぴづひちぬ ねはぴどはの はて ぱふちびど っどひっふぬちひ 」ちひづ ひどぢぢはの ぴは ぴとづ ぱふちびど びづばちひちぴひどへ ぬどのづ 〨ばはびぴづひ〩

(113) えちひふてふねど ごぁきぁずぁしぁ10〬 えどはちにど ぉこくあぅ10〬 げづどぺちぢふひは かぉごぁぉ31〬 ごちにちとどひは こぁかぁさぅ1〬

こちぴはひふ さぅぎく1

〱〹〳〳 きちべ 〱 ぇはづねちでのづぴどっ こぴはひね ちび ちの ぅへちねばぬづ はて こばちっづ ぷづちぴとづひ ぅぶづのぴ ぷどぴと ぎは こふのびばはぴ

〨ばはびぴづひ〩

(114) ぁにどぴは かちぷちねふひち1

こばちっづ しづちぴとづひ さぴどぬどぴどづび はて こはぬちひ うぬちひづ こぴちぴどびぴどっび ぢちびづつ はの こはぬちひ ぃべっぬづ 〲〳〺 こふのびばはぴ〬 うぬちひづ〬

ちのつ ぃはひはのちぬ きちびび ぅなづっぴどはの 〨ばはびぴづひ〩

(115) ごはねはには かちぷちぴづ3 ちのつ 〱〱 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので かどべはびとど ぉっとどねはぴは1

ぅさざこご どのびぴひふねづのぴちぬ つづびどでの ちのつ はぢびづひぶちぴどはの っちばちぢどぬどぴべ 〨はひちぬ〩

日本天文学会2019年秋季年会(熊本大学) 9月11日–13日

M:太陽

(116) 山崎大輝1〬 井上諭24〬 永田伸一1〬 一本潔1

非線形フォースフリー磁場モデリングに基づいた活動領域〱〲〶〷〳におけるエネルギー蓄積過程

とフレアの発生機構に関する研究 〨き〰〵ち〩

(117) 大辻賢一1〬 関大吉1〬 いづのどび ぐちぶづぬ ぃちぢづぺちび1〬 木村なみ1〬 石井貴子1〬 浅井歩1〬 一本潔1

飛騨天文台こきぁげご〯こいいぉを用いた太陽フィラメント噴出の〳次元軌跡とぃきぅとの関連におけ

る研究 〨き〰〷ち〩

(118) 青山実樹2 ちのつ 〷 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので 一本潔1〬 大辻賢一1〬 上野悟1〬 木村剛一1

フィラメント噴出に伴う彩層微細構造の運動 〨き〲〱ぢ〩

(119) 吉塚弘康2〬 野澤恵2〬 北井礼三郎31〬 上野悟1〬 大辻賢一1

活動領域スピキュールの物理量の推定 〨き〲〲ぢ〩

(120) 関大吉1〬 磯部洋明10〬 寶馨13

スーパーフレア時における人工衛星被害推定 〨き〲〳っ〩

(121) 清水結花30 ちのつ 〱〴 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので 木村剛一1〬 一本潔1

太陽コロナ緑色輝線で観測されたフレア 〨き〲〷ぢ〩

(122) 萩野正興17 ちのつ 〹 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので 木村剛一1〬 一本潔1

太陽コロナ緑色輝線で見られる構造の長周期変動について 〨き〲〸ぢ〩

(123) 玉澤春史10〬 磯部洋明10〬 北井礼三郎31〬 坂上峻仁1〬 上野悟1

〱〹〳〰年代の微小黒点由来磁気嵐サーベイ 〨き〲〹っ〩

(124) 宮良碧2 ちのつ 〷 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので 一本潔1〬 大辻賢一1〬 上野悟1〬 木村剛一1

えα線〲波長同時撮像観測による活動領域の高解像度速度場観測 〨き〳〴ぢ〩

(125) 山崎大輝1〬 永田伸一1〬 一本潔1

〸〴



飛騨天文台こきぁげご望遠鏡マグネトグラフ偏光キャリブレーション実験ぉぉ 〨き〳〵ぢ〩

N: 恒星・恒星進化

(126) 行方宏介1 ちのつ 〱〱 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので 柴田一成1

せいめい望遠鏡の初期観測成果：き型星ぁい がづはの恒星フレアの連続分光 〨ぎ〱〲ち〩

(127) 大塚雅昭1

ぐとべびどっちぬ ばひはばづひぴどづび はて ぴとづ 」ふはひどのづ ちのつ のづふぴひはの っちばぴふひづ づぬづねづのぴ ひどっと ぐぎ お〹〰〰 〨ぎ〲〱ち〩

(128) 大塚雅昭1

こばちぴどちぬぬべ〭ひづびはぬぶづつ びぴふつべ はて ぴとづ ばぬちのづぴちひべ のづぢふぬち えふ〱〭〲 ぷどぴと ぴとづ こづどねづど 〳〮〸〭ね〯かくくがこ〭ぉうさ

〨ぎ〲〲ぢ〩

(129) 大塚雅昭1

ぐとべびどっちぬ ばひはばづひぴどづび はて ぴとづ ばぬちのづぴちひべ のづぢふぬち えふ〲〭〱 ぷどぴと こづどねづど〯かくくがこ〭ぉうさ 〨ぎ〲〳っ〩

R: 銀河

(130) 善光哲哉15〬 栗田光樹夫15〬 木野勝1〬 長田哲也15〬 松永典之21〬 西山正吾29〬 中島康27

銀河系面内のセファイドを利用した磁場構造解析 ぉぉ 〨げ〲〱ち〩

V2 観測機器（光赤外線・その他）

(131) 木野勝1〬 せいめい望遠鏡グループ

せいめい望遠鏡 ぉぉ 分割主鏡の制御と光学調整 〨ざ〲〰〲ち〩

(132) 栗田光樹夫15〬 木野勝1〬 所仁志〬 せいめい望遠鏡グループ

せいめい望遠鏡 ぉぉぉ ：機械計測で製作したせいめい望遠鏡の副鏡と第三鏡の光学性能 〨ざ〲〰〳ち〩

(133) 山本広大1〬 津久井遼15〬 木野勝1〬 栗田光樹夫15〬 長田哲也15〬 入部正継5〬 藤田勝5〬 小谷隆行17〬

づぴ ちぬ〮

せいめい望遠鏡搭載にむけた太陽系外惑星撮像装置の開発 〨ざ〲〰〴ち〩

(134) 藤田勝5〬 入部正継5，山本広大1，木野勝1，栗田光樹夫15

せいめい望遠鏡にむけた極限補償光学の開発：制御アルゴリズム開発のためのシミュレータ

〨ざ〲〰〶っ〩

(135) 入部正継5〬 藤田勝5〬 山本広大1〬 木野勝1〬 栗田光樹夫15

せいめい望遠鏡にむけた極限補償光学装置の開発： うぐぇぁ による制御装置の実現 〨ざ〲〰〷っ〩

(136) 木村剛一1〬 一本潔1〬 大辻賢一1 づぴ ちぬ〮

京都大学飛騨天文台〶〰っね反射望遠鏡観測に向けた整備状況 〨ざ〲〰〸ぢ〩

(137) 三浦則明9 ちのつ 〸 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので 上野悟1 〬 仲谷善一1 〬 一本潔1

太陽粒状斑を用いたぁく〯ぇがぁくの実験 〨ざ〲〰〹ぢ〩

(138) 末松芳法17 ちのつ 〸 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので 一本潔1

こはぬちひ〭ぃぅさざこご〨高感度ぅさざ〭さざ分光望遠鏡衛星〩望遠鏡構造設計進捗 〨ざ〲〵〶っ〩

W: コンパクト天体

(139) 磯貝桂介1〬 加藤太一15〬 野上大作15〬 今田明15〬 小路口直冬15〬 大西隆平15〬 大島誠人26〬

えちねぢびっと〬 うひちのぺ〭おはびづて32 づぴ ちぬ〮

ぇちどち いちぴち げづぬづちびづ 〲を使った機械学習による矮新星のサブタイプ分類 〨し〴〵ち〩

Z: Solar-C EUVSTを軸とした将来スペースミッションと太陽研究の将来展望

(140) 清水敏文3 ちのつ 〲〶 っは〭ちふぴとはひび どのっぬふつどので 一本潔1〬 浅井歩1〬 永田伸一1

公募型小型衛星こはぬちひ〭ぃ ぅさざこご 〨高感度ぅさざ〯さざ分光望遠鏡〩：計画概要 〨ず〱〰〳ち〩

〸〵



(141) 浅井歩1〬 いかぉこごタスクフォース

まもなく観測を開始するいかぉこごとこはぬちひ〭ぃぅさざこごとの連携 〨ず〱〰〴ち〩

(142) 鄭祥子1〬 坂上峻仁1〬 岡本丈典17〬 柴田一成1

いかぉこごとぅさざこごによる太陽縁外の観測で探るエネルギー伝播と散逸 〨ず〱〰〹ち〩

Planet / RESCEU Symposium 2019 (万国津梁館, 沖縄) 10月14日–10月18日

(143) ごちにちとどぴは こちにちふづ1〬 かちぺふのちひど ことどぢちぴち1

こぴづぬぬちひ ちぴねはびばとづひづ ちのつ ぷどのつ ねはつづぬ てはひ っははぬ ねちどの〭びづぱふづのっづ びぴちひび 〨ぐはびぴづひ〩

Regular seminar at British Antarctic Survey (Cambridge, UK) 10月16日

(144) こづにど〬 い〮1〬 ぉびはぢづ〬 え〮10〬 ごちにちひち〬 か〮

こぴちぴどびぴどっちぬ ぁのちぬべびどび はの ぴとづ こちぴづぬぬどぴづ ぁのはねちぬどづび ちのつ どぴび ぉねばぬどっちぴどはの どの ぴとづ っちびづ はて ち いどびちびぴひはふび

こはぬちひ うぬちひづ 〨はひちぬ〩

未来創成学シンポジウム Exploring A Unified Vision of Nature (京都大学) 10月24日

(145) ことどぢちぴち〬 か〮1

こはぬちひ ちのつ こぴづぬぬちひ うぬちひづび ちのつ ごとづどひ ぉねばちっぴび はの ぐぬちのづぴび ちのつ がどてづ

面分光研究会2019 –新面分光装置で花開く新しいサイエンス– (国立天文台)

10月29日–30日

(146) 松林和也1

せいめい望遠鏡に接続したかくくがこ〭ぉうさの現状と将来計画

(147) 松林和也1

かくくがこ〭ぉうさのデータ解析ソフト

(148) 大塚雅昭1

こばちぴどちぬぬべ〭げづびはぬぶづつ こぴふつべ はて ぐぬちのづぴちひべ ぎづぢふぬちづ ぷどぴと ぴとづ こづどねづど〯かくくがこ〭ぉうさ

The 10th IRIS meeting (Bangalore, India) 11月4日–8日

(149) ごづど〬 ぁ〮1〬 かちびばちひはぶち〬 お〮41〬 えづどのぺづぬ〬 ぐ〮34〬 ことどぢちぴち〬か〮1〬 ぎちにちねふひち〬 ご〮〬 くにちねはぴは〬 お〮17〬

こちにちふづ〬 ご〮1〬 かちぷちぴづ〬 ご〮3〬 ぁびちど〬 ぁ〮1〬 さづのは〬 こ〮1〬 ぉっとどねはぴは〬か〮1

くぢびづひぶちぴどはのび ちのつ きはつづぬどので はて ぃとひはねはびばとづひどっ がどのづび つふひどので ち こはぬちひ うぬちひづ 〨どのぶどぴづつ〩

地球型惑星の直接撮像装置ワークショップ2019 (岡山理科大学) 11月14日–15日

(150) 木野勝1

せいめい望遠鏡と分割鏡制御

16th European Space Weather Week, 2019 (Liege, Belgium) 11月18日–22日

(151) こづにど〬 い〮1〬 ぉびはぢづ〬 え〮10〬 ごちにちひち〬 か〮14

こぴちぴどびぴどっちぬ ぁのちぬべびどび はの ぴとづ こちぴづぬぬどぴづ ぁのはねちぬどづび ちのつ どぴび ぉねばぬどっちぴどはの どの ぴとづ っちびづ はて ち いどびちびぴひはふび

こはぬちひ うぬちひづ 〨ばはびぴづひ〩

(152) こづにど〬 い〮1〬 くぴびふなど〬 か〮1〬 ぉびはぢづ〬 え〮10〬 ぉびとどど〬 ご〮 ご〮1〬 ぉっとどねはぴは〬 か〮1〬 ことどぢちぴち〬 か〮1

こねちぬぬ〭びっちぬづ きはぴどはのび どの こはぬちひ うどぬちねづのぴび ちび ぴとづ ぐひづっふひびはひび はて ぅひふばぴどはのび 〨ばはびぴづひ〩

APPC(Asia Pacific Physics Conference)14 (Kuching, Malaysia) 11月20日

(153) ことどぢちぴち〬 か〮1

ぅへぴひちはひつどのちひべ ぁっぴどぶどぴべ はて きちでのづぴどぺづつ ぐぬちびねちび　どの ぴとづ こふの〬 こぴちひび〬 ちのつ ぇちぬちへどづび 〨ばぬづのちひべ

ぴちぬに〬 ぃとちのつひちびづにとちひ ぐひどぺづ 授賞講演〩

連星変光星研究会2019 (中央大学,愛知）11月29日–12月1日

〸〶



(154) 行方宏介1

せいめい望遠鏡初期観測成果〺 き型星ぁい がづはの恒星フレアの連続測光・分光観測

(155) 磯貝桂介1

可視・紫外線多色観測から探るしず こでづ型矮新星の再増光の起源

第10回光・赤外線天文学大学間連携ワークショップ (倉敷芸文館)12月2日–3日

(156) 有松　亘1

動画観測が究明する太陽系外縁部の”影” 〨招待講演〩

(157) 山中雅之1

観測企画運営委員会の活動報告

(158) 山中雅之1

京都大学における連携観測

(159) 山中雅之1

初心者向けデータ解析講習会の報告

(160) 山中雅之1

くぉこごぅげによるぉぉぐ型超新星こぎ 〲〰〱〷づちぷ、こぎ 〲〰〱〸ぺつの光赤外線観測

(161) 行方宏介1

せいめい望遠鏡〯くぉこごぅげによるき型星ぁい がづは〯ぅざ がちっにおける恒星フレアの連続測光・分光

観測

Astrophysical and Solar MHD Workshop (Kyoto University) 12月6日

(162) す〮 かはぴちのど1、か〮 ことどぢちぴち1

ぁのづねはのづ おづぴび どの ぴとづ こはぬちひ ぐとはぴはびばとづひづ ちのつ ごとづどひ ぅ》づっぴび はの ぴとづ さばばづひ ぁぴねはびばとづひづ 〨はひちぬ〩

Moon Village Association 国際シンポジウム京都セッション

「宇宙教育とアウトリーチ活動」 (京都大学) 12月8日

(163) 河村聡人、宇宙ユニット〳いプリンター班

こばちっづ いづぶづぬはばねづのぴ ごどねづぬどのづ ぷどぴと ぉのつふびぴひどちぬ こぴひふっぴふひづ

AGU Fall Meeting 2019 (San Fransisco, U.S. ) 12月9日–13日

(164) こちぴはびとど ぉのはふづ24〬 いちどにど すちねちびちにど15〬 すふねど あちねぢち24

ぁ いちぴち〭ぃはのびぴひちどのづつ きえい きはつづぬどので はて えふでづ こはぬちひ うぬちひづび どの こづばぴづねぢづひ 〶 〲〰〱〷〺 うひはね

ぉのどぴどちぴどはの ぴは がちひでづ ぅひふばぴどはの 〨はひちぬ〩

宇宙学セミナー(京都大学総合生存学館) 12月21日

(165) 柴田一成1

太陽の脅威とスーパーフレア

〸〷



京都大学大学院理学研究科附属天文台

〨年次報告編集委員〺 石井貴子〨編集長〩、浅井歩、一本潔、上野悟〩

附属天文台 〒〶〰〶〭〸〵〰〲 京都市左京区北白川追分町 ごぅが〺 〰〷〵〭〷〵〳〭〳〸〹〳

京都大学大学院理学研究科 うぁじ〺 〰〷〵〭〷〵〳〭〴〲〸〰

岡山天文台 〒〷〱〹〭〰〲〳〲 岡山県浅口市鴨方町本庄 ごぅが〺 〰〸〶〵〭〴〷〭〰〱〳〸

うぁじ〺 〰〸〶〵〭〴〷〭〰〱〳〹

飛騨天文台 〒〵〰〶〭〱〳〱〴 岐阜県高山市上宝町蔵柱 ごぅが〺 〰〵〷〸〭〸〶〭〲〳〱〱

うぁじ〺 〰〵〷〸〭〸〶〭〲〱〱〸

花山天文台 〒〶〰〷〭〸〴〷〱 京都市山科区北花山大峰町 ごぅが〺 〰〷〵〭〵〸〱〭〱〲〳〵

うぁじ〺 〰〷〵〭〵〹〳〭〹〶〱〷




